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    　一九九九年十二月三十一日に起こった、《拡大人的破壊》。


    　多くの人間の命を奪うことになるこの事件は、ただひとりの女性によって立案され、実行に移された。


    　すべては、たったひとつの望みを叶かなえるために。


    



    



    　彼か。


    　彼女か。


    　世界か。


    　あなたは何を救いたい？
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    【１９９１／０７／０３】


    　夏休みも遠くない、一日。


    　九ここの重え白しら雪ゆきは、いつものように友人と連れだって下校した。


    　友人の名は、七なな歳とせ美み日か月つき。白雪の幼おさな馴な染じみであり、もっとも親しい同級生クラスメイトでもある。ふたりは放課後、どちらかの家に寄って遊ぶことが多い。


    　この日も彼女らは、そうするつもりだった。


    　学校から白雪の家までは、子供の足で三十分ほどの道のり。会話しながら歩けば、時間は短く感じられる。まもなくふたりは、目的地まで帰り着いた。


    　白雪邸は、コンクリート造りのモダンな建物だった。


    　玄関前には、九重探偵事務所、と書かれた表札が掛けられている。看板に噓うそはない。白雪の父親は、職業探偵として、個人で事務所を開いていた。事務所は三階建てで、二階から上が、白雪たちの暮らす住居になっている。彼女は父親と弟の三人で、ここに住んでいた。


    　入り口には、鍵かぎがかかっていなかった。


    　扉を押し開けながら、美日月が白雪に話しかけてくる。


    「みんな揃そろってるかな？　来てるといいんだけど」


    　嬉うれしそうな友人に問いかける。


    「気になってるのはおばさんたち？　それとも、ケーキ？」


    「半々くらい！」


    　薄情な答えに、白雪は苦笑。それでも、はしゃぐ友人を責める気にはなれない。


    　今日は、美日月の誕生日だった。


    　それを祝うため、九重家と七歳家全員でパーティをやることになっていたのだ。


    　美日月は人見知りする質たちで、クラスメイトなどを呼ぶのは恥ずかしいと言った。そこで、懇こん意いにしている両家の家族だけで、ささやかな会を開こうと決まった。


    　会場には、全員がくつろげるだけの広さがある、九重家のリビングが提供されることになった。親たちは、彼女らが帰る前に準備を整えておくと話してくれていた。


    　ふたりは今日一日、その集まりを楽しみにしていたのだった。それこそ、放課後が待ちきれないほどに。


    　玄関からパーティ会場へは、廊下を部屋ひとつぶん歩くだけ。その間も、楽しみは募る。


    　美日月は喜色を隠そうとしない。


    「ケーキのほかに、誕生日プレゼントもあるんだって。何だと思う、白雪？」


    「さあ？　でもきっと、美日月の欲しがってたものだと思う」


    「そうかな？　そうだといいな！」


    　浮かれ気分で、リビングへ続く扉に手をかける美日月。


    　友人には誤ご魔ま化かしたが、本当は、プレゼントの中身を知っていた。美日月の母親に、娘が何を欲しがっているか相談されたからだ。美み日か月つきには内緒で、買い物にもつきあった。


    　自分たちが選んだ贈り物は、きっと気に入ってもらえるだろう。


    　親友がプレゼントの包みを開ける場面を想像しながら、白しら雪ゆきも後に続く。


    　扉の向こうには、楽しい時間が用意されているはずだった。


    　だが、ふたりを待っていたのは、ケーキでも、プレゼントでもない。


    　そこにあったのは、悪夢のような光景だった。


    　一面に広がる、赤の色彩。


    　それは部屋の彼方此方あちこちを、汚らしく上塗りしている。置かれた家具家電はもとより、窓や壁面、天井にまで、赤色の浸しん食しよくは及んでいる。


    　何かがおかしいとは思った。何かがずれているとも。


    　でも、それがいかなる差異なのか、言葉にできない。把は握あくできない。


    　事態を解さぬまま、正面を見つめる。天井からは、誕生日会用の装飾が吊されていた。


    　そこから滴したたる、赤い雫しずく。


    　水滴が垂たれ落ちる先に転がっているのは、一ひと際きわ鮮やかな朱に彩いろどられた物体。


    　リビングの中央には、人間の残ざん骸がいがあった。


    　それが何かを理解したとき、白雪の膝ひざは笑い出している。


    　そこに横たわっているのが誰かを、薄々察しかけている。


    　けれど心中には、何が起きているのか把握しないよう努める部分がある。理解してしまえば正気を失ってしまうからと。


    　そこにあるものに近寄るなと叫ぶ理性がある。だが確認せずにはいられない。


    　恐怖に導みちびかれるようにして、その傍そばへ寄っていく。


    　目の前まで来れば、もはや疑いようはなかった。


    　そこにいたのは、白雪の父親だった。


    　彼は死んでいた。徹底的に、殺されていた。


    　両腕と右足は、胴体から切り離されている。辛かろうじて繫つながった首から上も、輪りん郭かくをとどめているのは半分ほど。顔から下は、肉食獣が食い荒らしでもしたかのように潰つぶれている。


    　九ここの重え白雪は理解した。


    　彼女の視界を覆おおい尽くす赤いものは、人間の血液だった。殺された父の体液が、部屋中に飛散しているのだ。


    　そうわかった途端、鼻が、むせ返る血の臭においを伝えてくる。


    　酷ひどい臭しゆう気きの中で、吐き気を催もよおす。目にしている光景が、現実のものとは思われない。


    　意識が遠くなりかけたそのとき。


    　悲鳴が耳を貫通した。


    　あやふやになりかけていた感覚が、その音によって戻ってくる。


    　声を放ったのは、美日月だった。彼女もまた、眼前の異常事態に驚き、そして気づいてしまっていた。そこにある死体が、ひとつきりではないことに。


    　白しら雪ゆきの父親が倒れる向こうには、さらにふたつ、死体があった。


    　その一方へ駆け寄る美み日か月つき。彼女の叫びはもう、言葉の形を成なしていない。


    　手前の死体は、美日月の父親だった。この日、彼は仕事を休んでまで、娘のために時間を取っていたのだ。


    　子こ煩ぼん悩のうな父親は、娘にすがりつかれても反応しない。


    　仰向けに横たわる彼の両目は、開かれたままだった。天井を見上げたまま、美日月のほうを見ようともせず、動かない。


    　首筋には、波線状の傷が刻み込まれていた。


    　彼もまた、白雪の父親と同じく、獣けものに嚙かみ千ち切ぎられたようにして死んでいた。まだしも白雪の父親よりは、奇き麗れいな死に様だったが。


    　それが何の救いになるのか。


    　残る死体へと、白雪は蹌よろ踉めき進む。それが誰であるかは、顔を見ずともわかった。


    　美日月の母親は、ソファの上にうつ伏せになって事切れていた。膝ひざを曲げた状態で倒れる彼女の背が、やはり血に塗まみれ、抉えぐり取られている。鰐わににでも襲撃されたかと思うような惨状。


    　彼女の横には、娘に贈られる予定だったプレゼントが置かれてあった。


    　そこにも、惨劇の痕こん跡せきは刻まれている。


    　箱は、平らに踏み潰つぶされていた。中身はどこへ行ったのか、見当たらない。贈り物を探そうにも、飛び散った血の海は、白雪の靴を濡らし、広がっていく。


    　三人分の死体を前に、彼女に何ができただろう。


    　途切れそうになる意識を繫つなぎ止めたのは、またしても音だった。


    　ソファのどこかから、小さな泣き声が洩もれてきた。


    　白雪は耳を澄ます。声は、死んだ美日月の母親の下から聞こえてきている。


    　そこにはまだ、何かが生き残っていた。


    　白雪は動いた。動いていなければ、その場に倒れ込んでしまうかもしれなかった。


    　美日月の母親を押し、ソファに隙すき間まをつくる。汚れるのも構わず、できたスペースに腕を差し込んで、声の主を探り当てた。


    　それは、白雪でも引き出せるほど小さく、軽いものだった。


    　母親の下から現れたのは、赤ん坊。一歳を超えたばかりの、美日月の妹。


    　彼女も母親に連れられ、事務所に来ていたのだろう。そしてこの惨劇に出くわした。


    　引きずり出された子供には、息があった。


    　彼女は両親たちのように、殺されていなかった。おそらく母親が、身を挺ていして庇かばったのだろう。泣き声が、生きている証明。


    　その声に勇気づけられ、白雪は友人を振り返る。


    「美日月！　美み郁いくちゃんは無事みたい。みか……」


    　かけようとした言葉は、そこで途切れる。


    　美日月は泣きもせず、父親の死体を凝ぎよう視ししていた。その顔がこちらを向く。


    　見つめる瞳には、濁にごった色しか窺うかがえない。


    　彼女の全身からは、生気が抜け落ちていた。


    「……美み日か月つき……」


    　呼びかけても、答えは返らない。


    　のろのろとした足取りで、白しら雪ゆきの近くまで寄ってくる。その動作も、友人を認めたからではなく、ただ赤子の上げる騒なき音ごえに応じただけに思えた。


    　この場は、それでもよかった。友人の受けたショックを思い、それを和やわらげる助けになればと、白雪は赤ん坊を友人に預ける。


    「美み郁いくちゃんをお願い。私、警察に連絡を……」


    　できるだけ平静を装い、声を絞り出す。


    　白雪にしても、彼らの死体を前に動転していた。今は義務感のみが、彼女を支えている。務めを果たそうと動き回ることで、辛うじて自我を保っていた。


    　美日月は白雪の腕から妹を抱き取った。


    　抱きしめると、動かなくなった。声のかぎりに泣く妹をあやそうともせず、ただじっと、床に踞うずくまっている。石像よりも凍りついた表情は、一切の景色を映していなかった。


    　周囲のすべてを、拒絶していた。


    　白雪は、憔しよう悴すいした美日月を茫ぼう然ぜんと見つめるしかできない。


    　友人の心は死んでいた。


    　七なな歳とせ美日月の精神は、完全に崩ほう壊かいしてしまっていた。


    　彼女が受け取った誕生日プレゼントは、両親の死という残ざん酷こくな事実。


    　彼女たちに、どうすることができただろう。


    　白雪は美日月を眺め続ける。何も言えず、何もできず、ただ救いがもたらされるのをじっと待って。


    　南の窓から斜めに差し込む残陽が、彼女たちを照らしていた。


    　夕陽は血よりも赤かった。
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    【記憶の回想／２０００／０２／２９／２３５４：００】


    　彼、階きざはし絶ぜつ無むと出会ったのは、一九九五年、四月。


    　私が高校に入学したばかりの、ある一日だった。


    　その頃私は、学生生活の傍かたわら、探偵業を営いとなんでいた。とはいっても、当時はまだ半分、遊びの延長だった。報ほう酬しゆうを貰もらって活動するようになるのは、この後のこと。


    　なぜ探偵を始めようと考えたのかについては、至極簡潔な理由がある。私の父が、探偵事務所を開いていたからだ。


    　当時、私は弟とふたりで暮らしていた。私の母は、弟を産んだ直後に病死し、それからは父がひとりで、私たちを育ててくれた。


    　だがその父も、一九九一年、小さないざこざに巻き込まれ、帰らぬひととなった。


    　私は、父が死亡する原因となった事件へ取り組み、その全ぜん貌ぼうを明らかにした。それがきっかけで、事務所を継ごうと思い立ったのだ。そして、いずれ本格的に仕事を始める前の練習として、身の回りの小事件を解決しながらスキルを磨こうと、兼業探偵としてスタートしたのだった。


    　仕事はすぐに軌道に乗った。少しばかり、うまくいきすぎた嫌いもある。


    　中学時代の三年間だけで、私は数十件にものぼる事件を解決に導みちびいた。その中で、請うけた依頼をしくじったことは一度もなかった。


    　私は探偵に向いていた。私は考えて答えを出す能力に秀ひいでていたのである。


    　私は考える作業が好きだった。相手の立場に自分を置き換え、多面的な観点から答えを導き出す。そうやって事件を解決する。


    　そのやりかた、私独自の分析方法は、探偵業だけに限ったことではない。


    　私は探偵に向いていた。もっと言えば、何にでも向いていた。


    　私は、何かをしようと思えば、何でもやり遂げることができた。知識面だけでなく、運動、芸術、あらゆる分野で、私は突出した成果を収めていた。


    　もっともそれは、私自身の努力による結果ばかりではない。私の多芸多才は、私の特殊な思考法によってもたらされた才能である。


    　だが私以外の人々には、そんなことはわからない。彼らは、私自身が優れていると思っていたのだろう。


    　だから私はこう呼ばれていた。それは、表現としてはありきたりな呼び名だったが、それゆえ、第三者にはわかりやすかったのだ。


    　私は、天才だった。


    　それが私、九ここの重え白しら雪ゆきが貰った、いちばん初めの称号だった。


    



    



    【１９９５／０４／１０】


    　一日も終わろうとする、午後六時。


    　九ここの重え探偵事務所の客間には、電灯の明かりがついている。


    　リビングに隣接するこの部屋は、通常、依頼客からの相談を受けるときに使用される。


    　八畳ほどのスペースには、テーブルを挟み、対面式に応接ソファが置かれている。ほかには、資料棚やロッカーといった事務用品しかない、実務仕様の部屋である。


    　目立つところと言えば、クリーム色地の壁面に飾られた、事務所の業績を示す表彰状ぐらいしかない。


    　並ぶ賞状やトロフィは、いずれも先代、白しら雪ゆきの父親が貰もらったものだが、今でもしまわず出してある。これらは、初めて相談にやって来る客に安心感を持たせるための工夫だった。


    　事務所を訪れた際、ほとんどの人間は、所長を務める者の若さに驚く。それだけならまだしも、能力的な不安を危き惧ぐすることが多い。


    　賞状には、そうした事前のトラブルを防ぐ目的があった。


    　もっとも、当の所長は、外部からの不安などどこ吹く風と聞き流している。どんな噂も、彼女の頭を悩ませるものではない。


    　なぜなら、彼女はここまで請うけたすべての依頼を、完かん璧ぺきに解決してきたからだ。


    　現在の依頼達成率は百パーセント。そうした事実がひとからひとへ宣伝され、持ち込まれる依頼も増えてきている。日を追う毎ごとに、依頼の件数は増えるばかり。


    　順調に事業を拡大しつつある敏腕所長は、部屋で仕事をしている最中だった。


    　九重白雪は、ソファに座りながら資料を読んでいた。


    　ページをめくる度たび、薄いカーディガンの上で結んだ髪が揺れる。集中する彼女の姿は、一枚の絵のように整っていて美しい。


    　資料は、今請け負おっている事件について書かれたものだった。それを読み進めるうち、白雪の顔が険しくなっていく。


    　読み終えるまでに、いくらも時間はかからない。


    　最後のページをめくり終えた白雪は、ファイルを閉じて嘆たん息そくする。一度読めば、内容は余さず頭に入った。入力した情報を整理しようと、考え始めたところへ。


    「白雪。私、帰る」


    　リビングから続く扉を開けて、七なな歳とせ美み日か月つきが入ってきた。


    　眉び目もく秀しゆう麗れいな少女である。


    　ストレートに伸ばされた髪も艶つややかで、見る者に上品な印象を与えるだろう。あとは笑顔のひとつでも加われば、美人の見本が完成する。


    　美日月は学生服姿だった。下校の途中で事務所に寄ったため、着替える暇ひまがなかったのだ。


    「もう帰るの？　早くない？」


    「だってもう六時。ご飯の時間。さっき家から、帰ってきなさいって電話あった」


    　壁に掛かった時計を見れば、針はまさしく六と十二を指している。集中していたせいで、時間が経つのを忘れていた。


    「そっか。私もそろそろ切り上げないと……」


    「それ、新しい事件？」


    　言いながら、資料を覗のぞき込んでくる美み日か月つき。


    　頷うなずいて、彼女にファイルを渡した。


    「昨日請うけ負おった事件。行方不明者を捜してください、って頼まれたんだけど、貰もらった資料だけじゃ、捜しようがないって言うか。もう少し詳しい情報が手に入れば……」


    　こういうときに、自分の立場を再確認してしまう。


    　彼女が父親の後を継いで、まだ三年。


    　持ち込まれる依頼は、そう難しくないものがほとんどである。概して平和な街なのだ。凶悪な事件など、数えるほどしか起こったことがない。


    　そんな事務所にもたらされた、今回の依頼。


    　人間がひとり、消えている。それはこれまでのような、多少のんびり構えていてもなんとかなる事件ではなかった。犬猫を捜すのとはわけが違う。


    　白しら雪ゆきが捜すよう頼まれているのは、生きている人間であり、その人物に何があったのかを明らかにせねばならないのだった。


    　絶対に失敗できない事件である。だが依頼者から貰った資料は貧弱で、頼りにならない。


    「これが父なら、より詳しい情報を握っている層、たとえば事件を直接捜査する警察や、同業の私立探偵などにも、協力を頼めたのでしょうが」


    　今のところ、白雪の人脈は限られている。手を貸してくれそうな大人も、せいぜいが父親の旧知、数名くらい。


    「私にもっと力があれば、困ってるひとの悩みをすぐにでも解決してあげられるのに」


    　己おのれの不ふ甲が斐いなさに、探偵少女は身み悶もだえする。完かん璧ぺき主義者の気けがある白雪は、自分にできないことがあると思い知らされるのが嫌いだった。


    　美日月は適当にページをめくっていたが、やがて資料を机に投げ出した。


    「ふうん。……じゃ、がんばって」


    「ああ、冷たい！　こうしている間にも、行方不明の子は、どこかでひとり寂しく泣いてるかもしれないのよ？」


    「がんばれって、励ましてあげた。それが私にできる上限ギリ」


    「そんなこと言って、面倒なだけでしょう」


    　友人の気質は、白雪がいちばんよくわかっている。


    　よほど興味を惹ひかれない限り、美日月は自分から何かをするということがない。基本的に、行動意欲に欠けている。他人にも無関心だから、博愛精神など、期待するべくもない。


    　面倒なのだろうと指摘されても、美日月は否定もしなかった。


    「……優しさで飯は食えぬ。それがこの世の悲しい定め」


    　悲しさの断片すら見せずそう言って、帰りかけたとき。


    　彼女を呼び止めるように、事務所入り口に設置されたインターフォンが鳴らされた。


    　白しら雪ゆきはソファから立ち上がった。依頼者が来たのなら、応対に出なければならない。


    　しかし、白雪が入り口に向かうより先に、客間の扉が押し開けられている。


    「お邪じや魔まするわ。……っと、あなた誰？　九ここの重え白雪？」


    　飛び込んできた影が、ドアの前にいた美み日か月つきとぶつかりそうになった。


    　侵入者は、眼鏡をかけた、制服姿の美少女だった。


    　着ているブレザーの上下は、白雪たちも通う、聖セントバーナード学園の指定制服である。それを、生徒手帳の見本にでも載せられそうなくらい、きっちりと身につけている。真ま面じ目めな、という形容詞が、そのまま当てはまりそうな格好。


    　突然尋ねられた美日月は、硬直している。質問は、白雪が引き取った。


    「白雪は私です。それは私の友人で……」


    「ああ、七なな歳とせ美日月か。あなたといっしょに、高等部に編入してきた」


    　見知らぬ相手が、自分のことを知っている。


    　それだけで、美日月の警戒レベルは上限まで跳ね上がったようだった。


    　侵入者から視線を逸そらさず、後じさる。そのままリビングの扉まで後退すると、脱だつ兎との如ごとく、隣の部屋に逃げてしまった。


    　その様子を見ながら、訪問客が呆あきれる。


    「……あの子、何？」


    「気にしないで。人見知りなだけです。おそらく、世界でも五本の指に入る人見知りでしょうが……」


    　立ったままの客人へ促す。


    「とりあえずお座りください。それから話を聞きましょう、蓬ほう萊らい麗れい華かさん」


    「自己紹介は必要ないって？」


    　名前を呼ばれたことに、鼻を鳴らす客人。


    　彼女の不審を払ふつ拭しよくするため、白雪は一席、手持ちの知識を披ひ露ろうする。


    「蓬萊麗華さん。名門、蓬萊財ざい閥ばつの直系筋。父親、及び長兄は、警視庁勤務。幼い頃から厳しい教育を受けて育った。容よう姿し端たん麗れい、頭ず脳のう明めい晰せき。だけど今日、英語の授業でやった小テストは、名前を書き忘れるミスで零点」


    　ものを憶えるのは、白雪の得意分野だった。


    　クラスメイトについても、基本情報くらいは押さえている。こういう場面で口にすると、とても探偵らしく見えるから、というのがその理由。


    　白雪の内心を知るべくもない相手は、感心半分に頷うなずいた。


    「ふん。……まあ、合格ってことにしておきましょうか」


    　主人と客は、向かい合う形で腰を下ろした。


    　席についた麗華は、話し出すよりも先に、室内に目を走らせている。


    「思ってたよりも小さな事務所ね？　社交辞令で『立派な事務所』って誉ほめてあげたいんだけど、ここまでぼろいと、お世辞言うのも難しい」


    「そうですか？」


    「うちの実家の物置が、この事務所くらいの大きさだったかな？」


    「……そうですか」


    「あ、お茶は結構。不ま味ずいものは飲まないから。それより、話を進めたいんだけど？」


    「……そうＤＥＡＴＨか」


    　麗れい華かの感想には、悪気の微び粒りゆう子しも含まれていない。思ったことを、素直に口にしているだけだと察せられた。だから腹が立たないかと問われれば、そうでもなかったが。


    　咳せき払ばらいしてから、訪問客に尋ねる。


    「……訪ねてこられたのは、どうしてです？　同じクラスですけど、私たち、お話ししたことありませんよね？」


    　今日まで麗華と白しら雪ゆきに、これといった接点はなかった。


    　白雪が聖セントバーナード学園に入学してから、数日が経とうとしている。その間、一度も麗華と教室で会話を交わしていない。


    　学園は、中等部から持ち上がりで進学してくる生徒が大多数を占める。そのため、高校からの外部編入生である白雪たちは、話し相手を見つけるのに気き後おくれを感じるほど。


    　尋ねられた麗華は首を振った。


    「学校は関係ない。ちょっとは関係してるけど、ここへ来たのは、クラスメイトと親交を深めるためじゃない。あなたが売り出し中の探偵だって聞いたから、来た」


    「と言うと？」


    「……あなたに仕事を頼みたいのよ。ここは、どういう料金システムでやってるの？」


    　高圧的な物言いだったが、白雪は平然と受け止めた。


    「お金は頂いただいていません。それに、まだ依頼を請うけるかどうかは決めてませんし」


    「どういうこと？　アポなしの客はお断りってわけ？」


    「話を聞いてから判断させてもらう、ということです。私は、自分のできる範囲の依頼しか受けませんから。……ひとまず、あなたが頼みたいという件を話していただけますか？」


    　白雪の態度は丁てい寧ねいだったが、同時に、ある種の頑かたくなさも感じさせる。まだ高校生であるにもかかわらず、彼女には天性の威厳のようなものが備わっていた。


    　真まっ直すぐに見つめられれば、相手は了りよう承しようせざるを得ない。


    　渋々、といった風ふ情ぜいで、麗華は持ってきたバッグの中身を漁あさり出す。


    　取り出されたのは、分冊された数組のファイルだった。いずれもＡ４サイズで、一冊が辞書ほども厚さがある。それが全部で四組。机の上に置かれると、重さが埃ほこりを巻き上げる。


    「私が依頼したいのは、ここに載ってる事件の解決なんだけど」


    　麗華も、話の切り出しかたは考えてきていたらしかった。


    「その前に、あなた今、ある子を捜すよう頼まれてるわね？」


    　振られた話題に、白雪は答えない。


    「ほかの顧こ客きやくの依頼内容については話せません。素人しろうと探偵にだって、守秘義務はあります」


    「そのくらいはわかってる。わかってるから言ってるの。……その依頼は、たぶん近いうちに取り消されるでしょう。依頼主から、もう見つかったと断りの連絡があると思う」


    　白しら雪ゆきは嬉うれしそうな顔になった。


    「では、行方不明だった子は見つかったんですね？　……そうですか。良かった。私が見つけられなかったのは残念ですが、彼が無事ならそれで」


    「……良かったかどうか判断するのは、まだ早いでしょうね」


    　麗れい華かの声には、張り詰めた気配があった。


    「その生徒は、死体で見つかった」


    　放り出すように告げられた言葉に、白雪は絶句。


    「……一昨日午後、あなたの捜していた生徒は、聖セントバーナード学園内で死亡しているのを発見された。発見したのはうちの学生で、中等部の生徒」


    　黙り込む白雪を前に、麗華は続ける。


    「発見現場は、人通りの滅めつ多たにない、第二グラウンド脇の湿地帯。……そして、二晩経った現在も、この事件は公表されてない。ご遺族のかたにさえ、知らされてないわ」


    　次々と明らかになる事実に、浮かんだ疑問がひとつ。


    「蓬ほう萊らいさんが、どうしてそんなことまで知ってるんですか？」


    「私がそれを知ることができる立場にあるから？　……兄の捜査資料を見たの。兄は目下、この事件を担当してる。この資料も、彼のデスクにあったのをコピーしたものだし。外部に持ち出したのがばれたら、怒られるどころじゃ済まないでしょうね」


    　ともかく読んでと言われ、白雪は一冊目を手に取る。


    「詳しいことは、全部ここに書かれてあるんだけど」


    　ファイルに目を通し始めた白雪へ、麗華は補足。


    「現在、事件の捜査は内ない密みつ裏りに行おこなわれている。表向きの理由は、生徒に与える影響を考慮してだけど、ほかにも理由があるみたい。被害者の殺害方法が、普通でないとか……」


    「殺されかたに特徴がある？」


    　ファイルの項目を探す白雪。


    　その目が、該がい当とう箇か所しよへ注がれたとき、白雪はそのままの姿勢で固まった。


    　被害者の死亡状況が書かれた部分を、食い入るように見つめている。


    　麗華は、相手の視線が動いていないことに気づかない。


    「私が言いたいのは、今行われている捜査が、まったく見当違いの方向に進み始めてるってことなの。兄たちは外部犯を疑っているけど、私はそう思わない」


    　そこでようやく、白雪は目線を移し、資料の読解に戻る。再び、麗華の声が耳に入るようになった。


    「犯人は学園内にいる誰かではないか、っていうのが、私の見解」


    「……確かに。その可能性は低くありませんね」


    　資料を流し読みしながら、白しら雪ゆきも同意。


    「被害者は学生ですが、わざわざ学園内で殺さずともよかったはずです。学園の敷地に入るには、正規のパスが必要になるし、警備も厳しい。なのに犯人は、校内を犯行現場に選んだ」


    「つまり犯人にとっては、学園内のほうが殺しやすかった。だからそうした」


    　互いの視線が交差する。


    「あなたもそう思う？」


    「そう考えるのが自然です。反証が見つからない限りは、考えを覆くつがえせません。……お兄さんには、このことを話されたんですか？」


    「話したけど、馬鹿げてるって一いつ蹴しゆうされた。この犯人は相当の腕前を持つ人物で、学園内に潜入するのも簡単だ、とか言われた」


    　頷うなずく白雪。


    「それもまっとうな意見ですね。でもたぶん、違うでしょう」


    「わかってるわよ。決めつけるのは早いけど、実際に学園に通う私たちにはわかる」


    　憤然としながら、麗れい華かは言った。


    「兄もほかの捜査官も、私の言うことなんて聞こうともしない。だからこっちで、犯人を確保する」


    　白雪に、指を突きつける麗華。


    「あなたにやってほしいのは、犯人の特定よ。私が犯人を挙げるのを、手伝ってほしい」


    　白雪は僅わずかに眉をひそめ、不審を露あらわにする。


    「頼りにされるのは嬉うれしいんですが、どうして私なんですか？　あなたなら、ほかにも有能な探偵諸氏とお知り合いなのでは？」


    「本当なら、もっと信頼できる組織に頼むんだけど、兄たちが、私が関わるのに反対してるからね。今回、そっちはあてにできない。……誰か相談できるひとがいないかと思ってたら、理事長が、あなたのことを教えてくれた。なんでも、彼の依頼を解決したんですってね？」


    　理事長の件は、取り立てて喧けん伝でんするほど大きな事件でもなかった。


    「でもあれ、猫を見つけただけですよ？」


    「そのときのはたいしたことない事件でも、あなた、これまで依頼された事件を全部解決してるって聞いたけど？　中には結構難しそうなのも含まれてる」


    　クラスメイトは、白雪の実績を知っていた。依頼を持ち込む前に、九ここの重え探偵事務所の評判をチェックしてきたのだろう。


    「できるんでしょ、名探偵？　それとも、肩書きははったりなの？」


    「誤解です。自分でそう名乗ったことはありません。一、二度しか。……いえ、三、四回、もっとか、……五、……十回くらいかな？」


    「何回でもいい。で、引き受けてくれるの？　くれないの？」


    　迷ってから、白雪は言った。


    「あまり気は進みません」


    　その答えは予想していなかったのか、問い返す麗れい華かの声には焦あせりがあった。


    「どうしてよ？　何か気に障さわること言った？　まさか、私が事務所を貶けなしたのを根に持ってるんじゃないでしょうね？　あれは本当のことだから、謝らないけど」


    「そんなことは、……ありますが、それだけではありません」


    　今度の問いは、白しら雪ゆきから発せられた。


    「ひとつお聞きしていいですか？　あなたはなぜ、この事件を解決したいと思うんです？」


    　麗華の答えに、溜ためはない。


    「そうね。まず、家族どもに、思い知らせてやることかな？　いつまでも私を子供扱いしてるのが間違いだって、わからせてやりたい」


    「それがあなたの理由ですか？」


    　一瞬、白雪の顔は笑顔になったが、すぐに引き締まる。


    「……なら、協力はお断りします。ほかを当たってください」


    「ははぁん、さては、臆おくしたのね？」


    　挑発してくる相手に、白雪は神妙に頷うなずいた。


    「ええ、怖いです。……私は、ひとの命が失われることが怖い」


    「しおらしいことを言っても、誤ご魔ま化かされないから。どうせ適当な文句を並べて、逃げるつもりなんでしょう？」


    「適当なことなんて言ってません」


    　彼女が鋭く言ったときだった。


    　にわかに、部屋の空気が一変する。息苦しさともいえぬ圧迫感が、白雪から放たれている。


    　これまではふざけた様子でさえあった彼女だが、今はそうした軽みのようなものが消えている。彼女から漂い出るのは、荘厳でいて、静せい謐ひつな気配。


    「あなたは怖くない？　事件が起こって、誰かが亡くなる。あなたこそ、そのことを軽々しく考えているのではありませんか？」


    　白雪の視線が、麗華を捉えて離さない。


    　まるで呑み込まれてしまいそうな、そんな深みをもった瞳だった。


    「私は何度か、ひとの死に立ち会いました。……それはとても重いことです。ひとが死ぬ瞬間、何かが失われてしまう。そのひとの好きだったこと、感じていたこと、思い出や思想、あらゆる人生が、私たちの前からなくなってしまう」


    　冷気さえ纏まといながら、白雪は言った。


    「そして失われたものは、二度と戻ることがない」


    　気け圧おされ、思わず腰を引く麗華。


    　彼女が肌寒さを感じたほど、白雪の態度には、否定を許さぬ気き丈じようさがあった。


    「だから死を、私たちの慰み、戯たわむれで扱うのは、認められません。それは、あなたにもわかっていてほしい」


    　けれど、圧倒されていると感じたのはそこまで。


    「……すみません。初めてお話しするのに、言いすぎましたね。悪い癖くせです」


    　そう言って、彼女は笑う。とろけるような微笑が、魔法の時間を溶かした。


    　張り詰めていた空気が、瞬時に霧散していく。


    　たちまちのうちに、リビングは、もとの穏やかな空間に戻っていた。


    　麗れい華かはしばらく黙っていたが、やがて渋々口を開いた。


    「……悪かったわよ」


    　ぽつぽつと、言い訳を口にする。


    「でも、いい加減に考えてたわけじゃない。私は、私なりに考えてる」


    　白しら雪ゆきを見ながら、麗華はこれまで言わなかった事情を話し出す。


    「……死体を見つけた子は、私の後輩なの。それに、殺された子も。……私はふたりともよく知っていた。知ってたのに、助けられなかった」


    　言葉は、一語一語、考えられながら話されていた。


    「私にできるのは、彼を殺した奴を捕まえることくらいしかないと思う。それが、私にできるせめてものことだと思ったから、そいつを捜し出そうとしてる」


    　白雪を見つめ返す麗華。その瞳は、燃えていた。


    「学園は、私の領域にわよ。そこで私の親しいひとたちが危険に晒さらされるなんて、許さない。私は危ない奴を捕まえたいし、そのためには、できるだけのことはやるつもりでいる」


    　白雪に向かって、頭を下げる彼女。


    「だから、あなたにも協力してほしい。……お願い」


    　その姿勢からは、真しん摯しさが感じ取れた。


    　今度は白雪も、断りはしなかった。


    「あなたの覚悟はわかりました」


    　麗華へ、請うけ合う白雪。


    「あなたの依頼を引き受けます。事件を解決したいのは、私も同じですから。引き受ける以上は私も、できるだけのことはやらせてもらいます」


    　断る理由は見当たらない。


    　麗華の心は、ふたつの思いで漲みなぎっている。悪を憎む純粋さと、失われたものを悼いたむ一いち途ずな念。それは、白雪が好む感情とも一致する。


    「……ありがとう、九ここの重え」


    　小声で礼を言ってくる麗華に、白雪は気取った冗談をひとつ。


    「友達は白雪と呼びますけど？」


    「それはちょっと恥ずかしい」


    　話はそこで終わりだった。双方とも、会見で得るものはあったと思っていた。


    　用件を言い終えた麗華が立ち上がる。


    「資料は預けていくわ。明日にでも返してくれればいい」


    「わかりました。では、明日。朝のＨホームＲルームのときにでも」


    　麗れい華かを見送ろうと、白しら雪ゆきは部屋の外まで出る。


    　去り際ぎわ、新しい友人が言った。


    「この私が、頭まで下げたんですからね。そこのところ、よく憶えておきなさいよ！」


    



    



    　麗華が帰ると静かになった。


    　見送りを終えた白雪は、リビングへと移った。こちらのほうが広くて落ち着くから、考え事はしやすい。


    　さっそく貰もらった資料を広げる。するとリビングの隅で、何やら蠢うごめく物体がある。


    「……帰った？」


    　声をかけてきたのは、毛布を被かぶった塊かたまりだった。


    　それが払われると、中からは退避していた美み日か月つきが現れる。


    　被っていた敷布のせいで、長く伸ばした髪の毛が乱れている。着ていた制服にも、皺しわがついてしまっていた。


    　美日月は麗華が出て行くまで、様子を窺うかがっていたらしい。毛布にくるまっていたのも、よほど相手から隠れたかったがためか。


    　警戒を解かない親友の問いに答える。


    「ええ。見事な捨て台詞ぜりふでした。１いち友ともポイント、ゲットです」


    「何ポイントで何と交換？」


    「十ポイントで、友達ランクがひとつ上がる、と妄もう想そうしてる。ちなみに、全九ランクです」


    「ベストフレンドまでの道のりは、遥かなるかな」


    　美日月はソファまでやって来て、白雪の隣へ崩れ落ちる。


    「……あのひと、うちの学校のひとだったね」


    「同じクラスのひとよ。学級委員長もやってるし。何もいきなり、逃げることはないのに。クラスのひととくらい、話せるようにならないと」


    「大きなお世話。私は誰とも仲良くなりたくない」


    　友人の態度に、白雪は軽く溜ため息いき。


    「……道具箱から櫛くしを取って。髪の毛もつれてるから、梳とかさないと」


    　美日月が従うと、ヘアブラシを手に、白雪は毛布のせいで乱れた友人の髪に取りかかる。


    　しばらく、髪を梳いてもらっていた美日月だったが。


    「で、本当に犯人捜しするつもり？」


    「こっちの話、聞いてたの？」


    「聞こえてたの。別に、聞きたくて聞いてたんじゃない」


    　白雪に背を向けながら、問いかける。


    「初めて話すひとに、あんな本気話する必要ある？　私より白雪こそ、会話マナーを考え直したほうがいい」


    　先程、白しら雪ゆきが怒りかけたときのことを言っている。美み日か月つきの話は唐とう突とつで、わかりにくい。だが、長年友人をやっている白雪にはすぐわかった。


    「私はきちんと、話す相手を選んで話しています」


    　ブラシを動かしながら、白雪。


    「話せばわかってくれるひとだと思ったから、話した。……彼女は、いいひとです。照れとプライドが本質を覆おおっているけれど、根の部分ではとても優しく、思いやりをもっている。ああいうひとは、大好きです」


    「白雪は、たいていのひとを好きになるからね」


    　誰かを嫌いになることがそうない彼女である。


    　人間嫌いの美日月と、人間好きの白雪。両者は対極に位置している。


    　美日月のひやかしを受けた白雪は、破は顔がん一いつ笑しよう。


    「ええ、好きです。蓬ほう萊らいさんの思考は、私の琴きん線せんに、心地よく響いた。……彼女は心から事件を解決したいと思っている。後輩さんの力になりたいと思っている。そんなひとを放っておけません」


    「それが協力してあげる理由？」


    「勿もち論ろん、殺人犯がいるなら、捕まえないといけない。蓬萊さんの話しぶりでは、警察も事件の解決には手間取っているみたいだし。……はい、終わり。見み目め麗うるわしくなりました、お嬢様」


    　髪が元どおりになると、美日月の頭が白雪の膝ひざに乗った。


    　膝枕まくらした友人に、白雪は自分の意見を言う。


    「身近に危機があれば、それを未然に防ぐ。それこそ、ご近所名探偵の仕事でしょう？」


    「それも大きなお世話だと思う。俗に言う、お節介焼き」


    　何と言われても、白雪は気にしない。笑って、聞き流している。


    「忙しくなりそうね。この資料も読んでしまわないといけないし。……美日月、明日の朝はモーニングコールできないと思うから、自分で起きてね？」


    　気け怠だるげに頷うなずく美日月。


    「ん。わかった。美み郁いくに、起こしてくれるよう頼んどく」


    「幼稚園の妹を頼りにするなんて。そろそろ自分で起きられるようになりなさい」


    「妖怪お節介おばば」


    



    



    　翌日早朝。


    　白雪は、美日月とともに、聖セントバーナード学園の門をくぐった。


    　聖バーナード学園は、九ここの重え探偵事務所から一キロほど離れたところにある。小等部から大学までが併へい設せつされた、近隣でも有名な私立学園。広大な敷地内には立派な校舎棟が並ぶほか、文武、各種の設備も整っていることから、入学を希望する生徒も多い。


    　ふたりが通う学まなび舎やは、敷地の南東にある。そこまでたどり着くには、正門からさらに一キロ弱は進まなければならない。移動だけでも一苦労な距離だった。


    　道々、白しら雪ゆきが美み日か月つきに語りかける。


    「無理してつきあってくれなくともよかったのに」


    「ひとりで教室にいるの嫌いや。誰かが話しかけてきたりしたら、鬱うつ陶とうしい」


    　生なま欠伸あくびを嚙かみ殺しつつ、美日月が答える。


    　もともと白雪は、ひとりで捜査に当たるつもりだった。しかし美日月は、置いて行かれるのをよしとせず、早朝から起き出してきている。


    「それより、せっかく来たんだから、私にも事件の概要教えて。暇ひまだから」


    　彼女の態度には、甚はなはだしくやる気が欠けていたが、それはいつものことだった。美日月にやる気を望むのは、ペンギンに空を飛べと無理強じいするのに等しい。来てくれただけでもよしとするべきだった。


    「じゃあ、ここまでにわかってる事件の情報を整理してみましょうか？　誰かに話しながらのほうが、私もまとめやすいし」


    　白雪も、隣にいるのが美日月でなければ、話したりはしなかっただろう。


    　だが彼女の親友は、彼女に負けず劣らず頭の回転が速い。これまで手がけてきた事件でも、美日月には何度となく助けてもらった。いわば、探偵と探偵助手のような関係が、ふたりの間には成り立っている。


    「一昨日、学園内で殺されたのは、ある男子生徒のひとりです」


    　隣の友人が聞いているのを確信し、白雪は話し出す。


    　事件の内容は、昨日のうちにすべて頭に入れてある。


    　被害者の遺体が見つかったのは、四月八日、午後七時過ぎ。


    　中等部の校舎から離れた草むらで、彼は発見された。いわゆる裏庭に当たるような場所で、そこを訪れる用事のある者はほぼいない。


    　被害者が発見されたのも、たまたまその日、ボールを捜しに来た生徒が、偶然そこを通りかかったためだった。


    　これが蓬ほう萊らい麗れい華かに相談を持ちかけた、第一発見者である。


    　彼女はソフトボール部に所属していた。クラブ終わりに、グラウンド外へと飛んでいったボールを捜しに出て、被害者が倒れていた現場に行き当たったのだ。彼女が見つけなければ、今もまだ遺体は発見されていなかったと思われる。


    「彼が殺された日時は？」


    「発見の前日、四月七日とされています。誤差はあるでしょうが、死体の状況から分析して、ほぼ間違いありません」


    　それも昨晩のうちに、確認していた。麗華の持ってきた資料は、細かいところまでフォローしてくれている。


    「つまり、彼は七日に殺され、翌日まで死体はそこにあった。そして、それを見つけた生徒が蓬萊さんに相談したのが、九日。日程関係はわかりましたか？」


    「わかった。あと知っておくべき話は？」


    　できるだけ正確な情報を、白しら雪ゆきは話してやる。


    　ひととおりの説明を聞き終えると、美み日か月つきは疑問を口にした。


    「……わからないのは、ひとつかな？」


    　眠そうな目をしながらも、美日月の思考は冴えている。


    「犯人が、学園内の人物だと思う根拠は何？　昨日、白雪たちは、犯人が学園に関係するひとだって言ってたよね？　そう決めつけたのはどうして？」


    「彼が発見された場所です」


    　力強く、白雪。


    「私たちがそう断定する理由は、あなたにもわからないと思います。あなたは学園のどこに何があるかなんて、興味ないでしょう？　だから知らない。でも私は、敷地内をあちこち歩き回った経験がある。例の猫捜しのときにね。だから、知っている」


    「もったいぶるなあ」


    「彼が殺されていた場所は、見事に何もないところなんです。どの施設からも離れた、学園内にできたエアポケット。彼には、わざわざそこへ出向いていく必然性がない。誰かに呼び出されたのでもなければ、そんなところへ行くはずはないんです」


    　話を聞いた美日月は、先回りして答える。


    「すると、被害者は、犯人と顔見知りだった可能性が高い？」


    「蓬ほう萊らいさんは、そう考えていました。私も同意見」


    　資料にあったデータを思い出しながら、白雪は語る。


    「血けつ痕こんから見て、彼がそこで殺されたことも確かです。どこかよそで殺されてから運ばれたのではない。……彼は自分の足でそこまで行ったのです。争った形跡もありませんから、犯人顔見知り説は、それなりに説得力があると思います」


    「うーん？」


    　美日月は納得しなかった。


    「根拠弱くない？　ひとりになりたくてそこまで行ったのかもしれないし」


    「根拠が弱いのは認めます。でも私たちだって、どこかから手をつけ始めないといけないんだし。被害者の知人関係から当たるのは、ちょうどいいとっかかりだと思うけど？」


    　そう断ると、白雪は方針を打ち立てる。


    「まず手始めに、被害者のクラスメイト全員と接触して、思考パターンを見切ります。時間はかかるかもしれないけど、確実ですから」


    　白雪の説明に、手を挙げる美日月。


    「大人は？　さっきから白雪、生徒目線で考えてるけど、学園には、生徒以外の人間だっている。それは除外していいの？」


    　その問いを予想していたのか、白雪の返答は早かった。


    「そちらは蓬萊さんにやってもらいましょう。彼女は私より学園内で顔が利きくし、任せておいて構わないと思う。……そのほうが危険も少ない」


    　終わりの文句は、口の中で呟つぶやかれたものだったので、美み日か月つきには聞こえなかった。


    　それでも白しら雪ゆきの態度に怪け訝げんなものを感じたのか。


    「……何か引っかかる。……白雪、まだ私に隠してる情報ない？」


    「もう全部言いました」


    　取り合わず、白雪は手を打ち、いつもの決め台詞ぜりふで相棒を促す。


    「さあ、聴き込み開始です！　ここから名探偵、九ここの重え白雪の伝説が始まる！」


    「あらゆる意味で面倒くさい」


    



    



    　白雪たちが向かったのは、高等部の西にある、中等部の校舎だった。


    　時刻はようやく八時前。大半の生徒は、まだ登校してきていない。


    　正面玄関の前辺りで、やって来る生徒を待つ。


    　やがて、生徒の群れに交じり、該がい当とうするクラスの生徒が姿を見せ始めた。


    　白雪は、質問対象となる生徒を見逃しはしない。彼らひとりひとりについては、事前に顔と名前を憶えてきている。


    　やって来た女生徒に、さりげなく近寄っていくふたり。


    「すみません。ちょっとお時間いいですか？」


    　白雪が声をかけると、相手は驚いて立ち止まった。


    　彼女を安心させるように、白雪が説明を開始。


    「私たち、高等部の者ですけど。二、三、質問よろしいですか？」


    「え、私に？」


    「はい。新しく入学した学生が、学校に対してどう感じているかを尋ねて、よりよい学園作りのために役立てるのはどうかと、委員長会議でそう議題が出まして。その取材です」


    「突撃インタビュー」


    　見た目は、清せい楚そなお嬢様二人組である。聞かれた側の用心深さガードを搔かいくぐるのに、ふたりの容姿は有効に働いてくれる。


    　加えて、白雪の接せつ遇ぐう術。相手を引き込む会話にかけて、彼女の手腕は卓たく抜ばつしている。


    「緊張しなくてもいいですよ。そんなに難しいことは聞きません。気軽に答えてくれれば」


    　中学生ひとりを納得させるくらい、いくらも時間はかからない。


    　相手が頷うなずいたのを見てから、前もって考えてあった質問を始める。


    「まず、入学して一週間、学校生活には慣れてきましたか？」


    「はい、少しずつですけど」


    　緊張しながら答える彼女。白雪は柔にゆう和わな態度を崩さない。


    「教室の場所とか、もう憶えました？　ほら、この学校、とても広いから。入ったばかりの頃は、道に迷ったりするの」


    　自分も入学してまだ一週間だ、とは言わない。


    「そうですね。まだ行ったことのない場所も多くて」


    「いろんな場所があります。秘密のデートスポットとか、反対に、幽ゆう霊れいスポットとか。校舎の裏手なんて、そうした噂話が」


    　本当ですかと、笑う彼女。この時点でもう、白しら雪ゆきたちに対する緊張は消えている。こちらが上級生であることも、何ら威圧になっていない。


    「じゃあ次。……もう授業も始まっていると思いますが、好きな科目などありますか？　よければ教えてください」


    「好きな科目？　うーんと、理科かな。あと、体育」


    「……体育なんて、この世から消えてしまえばいい」


    「？」


    　余計な本音を洩もらした助手は、脇の辺りを小突かれ、強制的に矯きよう正せいされた。


    「気にしないで。理科はどういうところが好きですか？　先生は誰？」


    　答えてくれる彼女。


    　ここまでの質問は、いずれも何でもないものに思える。だが、問いのひとつを放つ瞬間にも、白雪の観察力は相手に向けて注がれている。


    　そして、尋ねる質問は、予あらかじめ吟ぎん味みして考案されたもの。


    「ではもうひとつ。……友達はできました？　クラスで仲のいい子はいます？」


    　今度はかなり、事件の内容に踏み込んだ質問だった。だが彼女は、そんなことは知らない。


    「ええっと、まだあんまり。私、初対面のひとと話すのとか苦手で」


    「わかる」


    　社交性を振り絞った美み日か月つきが頷うなずいた。年下の同性相手だから会話できているが、彼女にとっては、これが対人限界ライン。


    　白雪には、それだけの質問で充分だった。


    「なるほど。……質問はそれくらいです。意見は参考にさせてもらいますね。ご協力、ありがとうございました」


    　かかったのはトータル三分ほど。


    　彼女を見送ってから、美日月が尋ねてくる。


    「あれが犯人？」


    「いいえ。違うでしょうね」


    　白雪は、質問した女学生が犯人でないと判断している。


    「彼女は正直に、思ったままの意見を言ってくれていました。あの子は、私たちに噓うそを吐ついていません。彼女の思考がそう言っている」


    　目を細め、今しがたの会話を再生しようとしている。


    「会話している間、ずっと彼女について考えていました。……活動的でありつつ、内向的な一面も持ち合わせている。会話の内容から、年相応な人物だと窺うかがえる。身だしなみにも気を遣っていますね。極めて平均的なパーソナリティです。それゆえ、思考も読みやすい」


    　白しら雪ゆきは、会話相手の思考パターンを解析していく。


    　彼女の分析法は、特殊だった。心理学的な分析とも、少し違う。


    　それは、彼女生来の特性による分類方法。


    　白雪には、あらゆる才能があった。その才能の多くは、模も倣ほうすることによって獲得した能力である。


    　相手の思考と同調する能力。


    　それを突き詰めれば、思考の模倣に行き当たる。


    　その人物の考えていることを推測し、会話の節ふし々ぶしや行動パターンから、完かん璧ぺきな人物像を確立する。その後、描き出した対象人物を、まるごと自分の思考に吸収する。


    　その力こそ、奪だつ思し考こう、と名づけられた、彼女の特性だった。


    　奪思考は、白雪の思考力を急速に成長させた根幹である。奪思考を使いこなし始めてから、彼女の思考能力は飛躍的に増大し、今では、その考える速さについてこられる者は、美み日か月つきくらいしかいなくなっていた。


    　質問相手の分析を終えた白雪は、友人に説明。


    「完全に再現するには、もうひとつふたつ、キャラクタを摑つかむためのヒントが欲しいけど、おおよそは理解しました。彼女は殺していません。犯人ではない」


    　そういったパターンに当てはまらないだろうと、白雪は結論づけた。


    　美日月は懐疑的だった。


    「聞きたかったんだけど」


    　急な話題転換は、彼女の得意とするところ。


    「奪思考を使えば、そのひとが犯人だっていうのまで、わかっちゃうの？　今までも白雪、相手の思考を読んで事件を解決したことあったけど、それってどれくらい確かなの？　奪思考の完成度は、百パーセントじゃないんでしょう？　頼りすぎるのはどうかと思う」


    「そりゃ、なくたって事件は解決できるけど、名探偵には、何か看板ウリになる能力がないと、絶対駄目！」


    　思わず力が入ってしまう。白雪の美学では、ここは譲れない箇か所しよなのである。


    　熱の籠こもる探偵とは裏腹に、助手は冷めきっていた。


    「そういうものかなあ？」


    　どうでもいいといった風ふ情ぜいの相手を見て、我われに返る白雪。


    「えほん。……物事に完全はありません。でも訓練していけば、精度も上がると思っています。そうなればもっとスピーディに事件を解決できるようになる」


    　白雪にしても、現状、そこまで自分の能力を信じているわけではない。


    　そもそも奪思考は、多分に感覚的な把は握あく能力である。簡単に言えば、本質を摑む能力、とでも言うしかない。


    　それは、白雪しか持たない特性であり、他人に伝えようとしても、言葉ではうまく伝えきれない部分もある。


    　人間を理解する技能アビリテイ。


    　今はまだ補助的な力でしかないが、白しら雪ゆきには、自分の特性が有用なものだとわかっていた。


    　不審げな美み日か月つきを納得させるには、別口での解答が要いりそうだった。追加で、聴き取り調査の意義を説といていく。


    「それに、思考を正確にトレースできずとも、事件に対する手掛かりは得られます。彼女の外見的特徴からわかることだって多い」


    「何かわかったの？」


    「探偵は観察力が命なのですよ、美日月君。……彼女、楽器ケースを持っていましたね？　おそらく、吹奏楽部なのでしょう。なら放課後のアリバイ確認は簡単です。……これは一例ですが、こうやってひとつずつ外堀を埋うめていくことはできる」


    　むしろこちらが、探偵稼か業ぎようの真しん骨こつ頂ちよう。


    「四月八日のアリバイが確認できれば、彼女は殺人犯ではないとわかりますからね。私の聴き取りも、証拠固めの無駄にはなりません」


    　特殊能力に頼らずとも、事件を解決に向け進展させることはできる。亀かめのような歩みでも、進んではいくのだ。


    　美日月は呆あきれたようだった。


    「真実が明らかになるまで遠そう。私なら、ひとりめで投げ出したくなる」


    「だって私、探偵ですから。調査はねばり強くやらないと」


    　白雪の信念である。


    　その後、同様の手順を四人に試ためしたところで、朝のＨホームＲルームが始まる時間になった。


    



    



    　その日はまる一日、自由時間を聴き取りに充てることになった。


    　昼休みまで使って、該がい当とうクラスの生徒に質問を続けたのだが、成果は挙がっていない。聞く人数は三十人程度でも、ひとりずつやるとなると、どうしても時間はかかってしまう。


    　そうするうちに、放課後になっている。


    　犯人は見つかっておらずとも、白雪はめげていなかった。ひとり終われば、すぐに次の対象者に、質問を試こころみている。


    「……では、いつも放課後は何をしてますか？　お友達と遊んだりとか？」


    　先さき程ほどと同じ質問を投げて、反応を確かめる。それとともに、質問対象の反応から、相手の思考を分析、理解していく。


    　今回質問されているのは、男子生徒だった。


    「ああ、そうっすね。入ってから新しい友達とかできたから、そいつらと遊ぶかも」


    　照れながらも、上級生に答える生徒。


    「そうですか。……質問はこれくらいです。ありがとう」


    　聞きたいことを聞き終えた白しら雪ゆきは、丁てい寧ねいに礼を言って、微笑ほほえんだ。笑いかけてもらった生徒は、それだけでもとは取れたと思っただろう。


    　会話が終了したところで、背後で気配を潜ひそめていた美み日か月つきが寄ってきた。


    　彼女は、他人と話をしたがらない。女生徒ならまだしも、男子生徒への質問にはつきあいたがらなかった。相手が年下でも、それは変わらない。


    「どう？　当たり？」


    「いいえ。極めてオーソドックスな思考の持ち主だと推測できます。学習面、交友関係、そうしたものへの悩みと、あとはそう、……私に対する興味が少々、といったところでしょうか」


    　顔を赤くする白雪。はにかむ彼女を、美日月が冷やかした。


    「相変わらずおモテになりますな。……ていうか、奪だつ思し考こう、そんなことまで読めるんだ？」


    「そうですね。相手の感情は結構伝わってきます。表に出やすいひとは特に」


    　言いながら、白雪は大きく伸びをひとつ。


    「さっきはあなたに地道な調査が肝心だ、なんて言ったけど。……想像以上に疲れますね。質問する生徒を見つけるのにも時間を取られる」


    「本当に終わるかなあ？」


    　美日月は見るからに積極的ではなかった。


    「もっと悪い展開も考えられる。もしこのクラスの全員が潔けつ白ぱくだったら、ほかのクラスまで聴き取り範囲を拡げないといけなくなる。憂ゆう鬱うつ度どはんぱない」
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    「うっ、それは確かに、気が滅入るかも」


    　嫌いやな想像である。それでも犯人が見つからなければ、最悪、学園の全生徒にアタックしなければならない。


    　聖バ学園には、小等部から大学まで、恐ろしい数の生徒が通っている。そのひとりひとりに聞いて回るとなれば、一年かかっても終わらないだろう。


    　早くもつきあう気をなくしつつある美み日か月つきが、悪魔の如ごとくに囁ささやいた。


    「もうやめる？」


    「やめません。引き受けたからには責任があります。それに、私はこの事件を解決したい」


    「張りきるのはいいけど、その前に休憩しない？　私のやる気、底値更新中」


    「休みたいならひとりでどうぞ。私はまだ頑張ります。私の探偵パワーは伊だ達てじゃない！」


    　放課後ともなれば、いつ生徒が帰宅してしまうかわからない。聴き取り対象がひとりでも多く残っている間に、聞けるぶんだけでも聞いておきたかった。


    　白しら雪ゆきの態度に、美日月も諦あきらめたのか。


    「いい。つきあう。ひとりで家帰るのもつまんないし。……その代わり、帰りにシュークリーム奢おごってもらう」


    「どことなくたかられている気がするのは、私の思い過ごしでしょうか？」


    「どことなく気のせい」


    　ふたりが、次の聴き取り対象に接触しようと、移動しかけたときだった。


    「あの、先輩！」


    　駆け寄ってきた生徒が、ふたりを呼び止める。


    　声をかけてきたのは、中等部の制服を着た女学生。彼女の顔には、憶えがある。


    　彼女も、白雪たちが聴き取りを行おこなっているクラスに所属する生徒だった。あとで質問しようと考えていた相手である。


    「何かご用ですか？」


    　白雪から尋ねると、相手は気持ち、怯ひるんだ様子を見せた。


    「あの、……今日のことなんですけど、先輩たち、うちのクラスのみんなに、質問されてますよね？　あれ、どうしてですか？」


    「ええ、生徒会から頼まれたんです。お友達にもそう話したと思いますが」


    　にこやかに、白雪。そう言われても、女生徒は引き下がらない。


    　言いにくそうに、もじもじしている。髪の両端に結んだリボンが揺れた。


    「……そのう。何と言いますか……。ぼく、先輩が質問しているわけに心当たりがあって。……殺された子と、関係あるんですよね？」


    　思いがけない告白に、ふたりは注意を惹ひきつけられる。


    「じーざす！　ボクっ娘こ！」


    「黙りなさい。……あなた、彼が殺されたのを知っておられるんですね？」


    「はい。そのことで相談が。ぼくも力になれるかもしれないと思って……」


    　現れた情報提供者に、白しら雪ゆきの瞳が一瞬光る。


    「ありがとう。助かります。で、その話したいことというのは？」


    　彼女は、周囲の人目を気にしているようだった。


    「あの、できればふたりで話したいんですけど……。大事なことなので……」


    　白雪の決断は早かった。


    「……わかりました。いい、美み日か月つき？」


    「うん。じゃあ、購買部のとこで待ってるシュークリーム」


    「欲望が口に出てますよ」


    「もしやよだれ？」


    　言い交わす間にも、女生徒は先に立って歩いていく。


    　白雪は彼女を追いかけた。


    



    



    　前を行く女生徒の歩みは止まらない。


    　彼女はどこかあてがあって、白雪を導みちびいているようだった。


    　ふたりは少しずつ、人ひと気けのないほうへと進んでいく。内密な話をするのだから、当然と言えば当然なのだろう。白雪は口を挟まず、黙って従った。


    　そうするうちに、いつしかふたりは、焼却炉へと出てきていた。


    　そこまで来てようやく、白雪は声をかける。


    「もうこの辺りでいいんじゃないですか？　聞いているひともいませんし」


    　中等部校舎のはずれにある焼却炉は、無人だった。普段は管理している係員がいるのだが、姿は見えない。夕日が、無人の草地を照らしている。


    　おそらく、誰もいない場所へ連れて行かれるのだろうと考えていた。それは当たって嬉うれしい類たぐいの予想ではなかったが。


    「あなたが犯人さんですね？」


    　静かに、言葉を撃ち込む白雪。


    　それを聞いて、彼女の足が止まった。


    「犯人？　いったい何を言ってるんです？」


    　驚く少女に、首を振る。


    「とぼけても、あなたの態度が演技だとわかっています。表立っては、内心の動揺を隠しきっていますが、思考の深部では変化が訪れている。疑念、不安。それを感じるからこそ、私を観察している。私の出方を窺うかがっている。……慎しん重ちような態度です。ここまで逮たい捕ほを逃れているのも、その慎重さゆえでしょう」


    　一息。


    「でも、無駄です。あなたの狙ねらいは読めました。……今朝から、私が聞き回っていたことに気づいたあなたは、私を危険だと見なし、接触してきた」


    　白しら雪ゆきの声音は、落ち着いている。


    「ようやく当たりが出た、というところですか。……あなたを捜していました。そちらから来てくれたのは幸運でしたよ。私たちの聴き取りペースでは、あとどれくらいかかるか、知れたものではありませんでしたからね」


    　少女は完全に歩みを止めていた。冷笑を浮かべながら、白雪に尋ねる。


    「どうしてぼくが怪しいと思ったんですか？」


    「私の名探偵スキルが教えてくれました」


    　振り返った彼女に、白雪は告げる。


    「罪を犯したひとには、明確な特徴が読み取れる、と思います」


    　少し、言葉を句切る白雪。


    　女生徒の顔を、正面から見つめる。


    「美み日か月つきにも言っていませんが、私は過去、そうした人物の思考を読んだ経験があるんです。そこには、共通する特徴があった。これも私だけの感じかたなのかもしれませんが、彼らには、殺した人間のみが持つ気配がある」


    　彼女は興味深げにこちらを見ている。


    　白雪の思考は、彼女を観察している間も、高速で回転を続けている。


    　相手の考えていることを、ダイレクトに受け取る思考の交感。


    　おどおどしているようでいて、その実、内面に秘めた感情は違う。


    　白雪の感覚に、突き刺さってくる違和感。


    　それはかつて、何人もの殺人犯の思考を読んだときと同じ衝撃を与えてくる。


    　彼女の内部で渦うず巻まく思考の対流は、澱よどんでいる。


    「私が知っている刑事さんは、それこそが殺気だと、仰おつしゃっていました。そうした皮ひ膚ふ感覚は、言葉で説明できないだけで、本来は系統立った感覚なのかもしれませんね」


    　人間が進化する過程において、退化してしまった能力はいくつかある。白雪が持つような直感力も、その一例なのかもしれない。


    「面白い説明ですけど」


    　白雪の話を聞いても、少女に怯ひるんだ様子はない。


    「そんなものを感じずとも、ぼくだとわかってたんじゃないですか？　先輩は予あらかじめ、犯人の目星をつけていた。一目見た瞬間に、ぼくが犯人だとわかった。違います？」


    「なぜそう思うの？」


    　少女は微笑ほほえんだ。


    「あなたにはわかったはずだ。ぼくは結構、手掛かりを残してましたから。あなたが自分で主張するとおりの名探偵なら、気づいたはずです。……まず、あなたはこのリボンに見憶えがあるのでは？」


    　自分の頭を指す少女に、白雪は言った。　


    「そのリボン。……それは、美日月のご両親が、彼女の誕生日に贈るため用意なさったものです。四年前の事件後、私はそれがしまわれていた箱を見つけました。でも箱は空っぽで、中身は見つからなかった。あなたが持ち去っていたのですね」


    　少女は、悪びれもしない。


    「記念に貰もらって帰ったんです。先輩も女の子なら、ぼくの気持ち、わかりません？」


    「それは泥棒のすることです。これであなたには、罪科がプラスされました」


    　鋭い視線。


    「あなたが犯人です。……今回の事件だけではない。四年前の事件で、私の父と美み日か月つきの両親を殺したのも、あなたですね？」


    「ほう、リボンだけで、ぼくが犯人だと断定するんですか？」


    　彼女の台詞せりふが、白しら雪ゆきの肺はい腑ふに突き刺さる。


    　白雪には、ここまで麗れい華かにも、美日月にも話していない情報があった。


    　それは資料を見たときに気づいた情報で。


    「……死体につけられた傷跡です」


    　激しく打ち出す心臓を抑えながら、白雪は言う。


    「昨日頂いただいた資料で、私はそれを見つけました。……殺された生徒に残されていた傷跡。まるで大型の獣けものに嚙かまれたような歯形は、私の父に刻まれていたものとよく似ていました。ほとんど同じだったと言っていい」


    　女生徒から視線を外さず、断定する。


    「それは、過去の事件と今回の事件が、同一犯の仕し業わざであることを示している」


    　つまり今目の前にいるのは、仇きゆう敵てきなのだ。


    　四年前、白雪たちの運命を歪ゆがませた敵が、ここにいる。


    　白雪は、大きく息を吸い込んだ。集中する。動揺を抑え、冷静になろうと努める。


    　心中には揺らめく炎がある。それは、復讐に逸はやる心が生み出す幻影だった。


    　ようやく父や、美日月の両親たちを手にかけた仇かたきを見つけた。その事実が怒りとなって、白雪を駆り立てる。今すぐにでも飛びかかれと。この敵も、彼らと同じ目に遭あわせてやれと。


    　だが彼女は、その思いを押し止とどめていた。


    　怒りはときに、隙すきを生む。感情のまま敵へ挑みかかるのは、今やるべきことではない。


    　ここでの勝利とは、敵の捕ほ縛ばくにある。敵を捕らえ、これ以上の被害を出さないことが、最優先すべき目的。だから焦ってはならない。


    　そこまで考え、白雪は堪たえた。接近するため、機会を窺うかがう。


    　正体を見破られても、敵は動じていない。白雪に向け、拍手する余裕まで見せた。


    「さすが名探偵。感服しました。あなたの言ったとおり、ぼくが犯人です」


    「認めるんですか？」


    「自分が何をやったかくらいは、わかってるつもりです」


    　言いながらも、彼女からは殊しゆ勝しような気持ちは感じられない。


    　頭を振りつつ、白雪は問いかける。


    「あなたが犯人だとわかったのは重ちよう畳じよう。なら私は探偵らしく、こう尋ねなければならないでしょう。なぜこんなことをしたのです？」


    「お金です。こう見えて、ぼくはプロなので」


    　そう話す少女は、どう見ても年相応の中学生にしか見えない。


    「今回も、あなたの父親を殺すよう依頼されたときも、どちらも動機は報ほう酬しゆうです。標的に消えてほしい人物から依頼され、金を受け取りそれを殺す。そこには高こう尚しような目的も、復ふく讐しゆうの味もない。ドラマティックな動機を期待されていたなら、申し訳ないんですけど」


    「二度の殺人が、偶然の一致だと？」


    「同じ街で二回も働くのは、珍しいんだけどね。ときにはそういうこともある。……ぼくは今、正式にこの学園の生徒として迎えられています。できるなら、このまま平和な学園生活を送りたかったんですが」


    　話を聞いた白しら雪ゆきは、長い溜ため息いきで応じる。


    「そうですか。……わかりました。では、あなたを捕まえることにします」


    「本気で言ってるんですか？」


    　可お笑かしそうに聞いてくる相手に、真顔で頷うなずく。


    「聞きたいことは聞いてしまいましたから。あとは警察で、詳しく話してください」


    「それはこっちの台詞せりふかな？　面白そうな場面は過ぎた。名探偵には、そろそろ退場してもらう頃合だ」


    　そう言うと、彼女は白雪へ歩み寄ってこようとする。


    　彼ひ我がの距離は、三メートルほど。


    　彼女がこちらを殺すつもりなのはわかっていた。


    　四年前に奪ったリボン。彼女はこれみよがしに、それをつけて現れた。


    　その行為は嘲ちよう弄ろうを意図したものだろうが、同時に、白雪を生かして帰すつもりはないという意思表示でもある。


    　誘われた当初から、白雪は油断していない。いつでも動けるよう、心積もりはしてあった。


    　だから先手を取って、動く。


    　呼吸を長く吐き出した後。調ちよう息そくからの。


    　瞬動。


    　白雪の躰からだが、軽かろやかに動いた。一瞬で距離を詰め、敵に肉薄。


    　相手の腕を取り、後ろ手にねじり上げる。一連の動きには無駄がなく、洗練されている。


    「言い忘れましたが、護身術で合気道を嗜たしなんでいます。名探偵は、躰も鍛きたえておかなければなりませんので」


    　動きを封じた白雪は、ポケットから鎖くさりのようなものを取り出した。


    「悪いけど、縛らせてもらいますね。逃げようとしても、この鎖は切れません。ワイヤー入りですから。特注で造ってもらった七つ道具です」


    　鎖が、犯人の両手に巻きつけられる。


    　縛り終えた白しら雪ゆきは、ひとまず安あん堵どした。彼女が言ったように、鎖くさりの強度は確か。並の手て錠じようよりも頑丈にできている。人間の力で引き千ち切ぎることはできない。


    　これで敵から攻撃されることはなくなった。ひとまず安全は確保できている。あとは然しかるべきところに連絡して、犯人を連行してもらえば、この事件にも片がつく。


    　そうした危機的状況にあるにもかかわらず、少女は焦あせってもいなかった。


    　どころか、白雪に対し、憐あわれむような視線を投げかける。


    「あなたは面白いね、九ここの重え白雪。……面白すぎて、殺してしまうのが惜しくなる」


    「？　悔し紛まぎれの弁明なら……」


    「ううん。本当に誉ほめてるんだ」


    　途端。


    　少女が僅わずかに身じろぎする。縛られたままの両腕は、当然自由に動かせない。


    　だが、肩の筋肉と関節は違う。その部位が整体の要領で律動し、衣服の下、彼女の両肩に秘されていたものを、指先目掛け送り込む。


    　着ている制服の袖を伝い、何かが飛び出した。


    　袖口から滑り出たのは、凶悪に光る両の虎とら挟ばさみ。野生の獣けものなどを捕まえる罠わななどに使用されるそれを、ひと回り巨大にしたもの。


    　鋭い歯し牙がを備えるそれは、手て錠じようを呑み込むように被かぶさる。


    　次の瞬間、彼女を縛っていた鎖は、断ち切られていた。虎挟についた銀色の歯が、腕を縛っていた鎖を寸断したのだ。


    　自由を取り戻した彼女は、白雪へと一歩、接近してくる。


    「とても面白かったよ。体術といい、鎖といい、素人しろうとが得意になるには充分な玩具おもちやだ」


    　敵は上から目線で、白雪を論評する。


    　それは、多少の不利ならいくらでも切り抜けられるという自信からくる余裕だった。現に鎖で縛られても、彼女はたちまち脱出してみせた。


    　肩口に、己おのれの武器を仕込んでおくことで、有事の備えとする。


    　常に、不測の危機に対処できるだけの準備はしておく。それがプロの心構え。


    　殺人に特化する敵を前に、白雪は諦あきらめなかった。


    　もう一度、彼女を捕まえようと試こころみる。


    　だが、白雪が懐ふところに飛び込んだと思ったときには、敵はもう、そこにはいない。


    「遊びにつきあうのも、そろそろ飽きたね」


    　見れば少女は、白雪の背後に出現している。白雪から数メートル離れたところで、虎挟を掲げ、高らかに打ち鳴らしていた。


    　瞬まばたきする間まに、敵は移動してしまっている。


    　動き回る影から、白雪へ声が放たれた。


    「あなたは知らないだろう。世界に闇があることを」


    　白雪は声の方向へ突進した。しかしまたもや、敵は消えている。


    　そして、直後、離れた地点に現れる。思考を読む時間すら与えない、圧倒的な速度差。


    　白しら雪ゆきの目では、どうしても彼女を捕捉できない。


    　歯は嚙がみする白雪へ降りかかる、少女の声。


    「そうした世界では日夜、壮絶な殺し合いが行おこなわれている。ぼくよりも遥かに実力をもった暗殺者が、誰かを殺しているんだ。そこには、あなたが出しゃばるゆとりはない」


    　声は、苛いらついているようでもあった。


    「あなたの知っている殺人犯なんて、三流の奴ばかりなんだよ。本当の一流は、人前に現れることもないし、素人しろうと探偵に捕まることなんて、絶対にない」


    「……やってみなければ、わかりません」


    　返事の代わりに、焼却炉の煙突が破は砕さいした。


    　その残ざん骸がいを見れば、そこには虎とら挟ばさみが突き立っている。投げられた片方の牙きばが、少女の態度を雄弁に表現したのだった。出過ぎた真ま似ねをする部外者はこうなると、それは語っている。


    　武器を拾い上げる彼女が、白雪の視界に映った。


    「調子に乗りすぎたね。あなたは、手を出すべきではないところに手を出した。愚おろかにも、踏み込むべきではない危険地帯に、踏み込んできてしまった」


    　彼女の気配は、殺しの気配。危険を知らせる本能が、逃れるよう諭さとしていた。


    　身を隠せる場所まで離れようとした白雪へ、再び得え物ものが投とう擲てきされる。


    　それは正確に、白雪の足元へ飛びかかった。


    　右足に食い込む獣けもの罠わな。焼けるような熱さと、締めつけられるような圧力が、足を這い上のぼってくる。彼女の親しい人々を襲ったのと同じ痛みが、白雪の動きを封じていた。


    　たまらず倒れる白雪。


    　それを見ながら、少女の側が嘆たん息そくした。


    「馬鹿な名探偵だ。こっちの世界に関わらなければ、死ぬこともなかったのに」


    　敵が感慨深げだったのは、一瞬のこと。


    　じゃあ殺すね、と少女は言った。


    　彼女の言葉は平静そのもので、だからこそ、彼女が本気であると知れる。


    　思わず、白雪は呟つぶやいていた。


    「……ごめんなさい、美み日か月つき。シュークリームは買ってあげられないかも」


    　白雪は殺されようとしている。父親を殺した者の手にかかり、果てようとしている。


    　そんな局面でも、白雪は冷静だった。冷静なまま、為なす術すべなく死に逝ゆこうとしていた。


    　それは誰の責任でもない。白雪自身の予測が甘かったから、実力がなかったから、殺されるのだ。


    　後悔はある。けれど、自分が招いた結末から目を逸そらすのは負けを認めたようで嫌いやだった。


    　最後まで目は開けていようと思った。


    　遠くで、少女が得物を振りかぶる。それが白雪へ投げられようとした、そのとき。


    　何かが、差し込む夕日を遮さえぎった。


    



    



    　それは突然現れた。


    　突然現れ、突然言った。


    「おお、やっと見つけたぜ。まったく、この学校は広くていけねえ」


    　対たい峙じしていたふたりは、やって来た人影に目を移す。


    　その人物は、夕日を背に歩いてくるところだった。


    　青年である。


    　彼は、高等部の制服を着ていた。校章が押された、長袖シャツタイプの制服だった。聖バ校では、いくつか制服のヴァリエーションが認められている。


    　目を惹ひくのは、彼の佇たたずまいと、容よう貌ぼう。


    　年は、白しら雪ゆきと同じくらいかと思われた。


    　長めの頭髪は、目にかかるほど。光線の具合か、髪は、黒とも緑ともつかないような淡い色に見える。身長はそう高くない。全体として細身な印象。


    　彼の表情は、印象的に思えた。整った顔形でありながら、どこか野性味も感じさせる。可愛らしくもありながら、利きかん気そうでもある。


    　彼が身に纏まとう異質な雰ふん囲い気きは、白雪の注意を惹きつけるのに充分だった。


    　青年に見入る白雪。その機先を制し、少女が問いかける。
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    「悪いときに来ちゃったね、先輩？　ここは今、立ち入り禁止になってるんだ」


    　少女の発言に、青年はぶらぶらと手を振って答える。


    「ああ、お前の言いたいことはわかってる。出てくるタイミングを考えろってことだろ？　自分でも、格好良すぎるときに到着したとは思ってるんだ」


    　青年の声はややハスキーだった。


    「人ひと気けのない場所で、女の子に危険が迫ってる。そこへ颯さつ爽そうと現れる謎の男。……どうだ、このベタさ加減は？　俺が脇で見てる立場なら、野や次じのひとつでも飛ばしてるだろうな」


    　青年に、緊張感は皆かい無むだった。


    　状況の深刻さがわかっていながら、この饒じよう舌ぜつ。


    　只ただ者ものでないと、少女も察したのだろう。


    「あなたも、同業者？　それにしては、制服似合ってるね？」


    　誉ほめられた青年は、片眉を上げて戯おどけてみせる。


    「この服か？　ここに入るために、わざわざ調達したんだぜ？　俺だってたまには学生気分を味わいたくはなるが、とはいえこれは、手間の部類に入るだろうな」


    　そこまでふざけていた彼の態度が、にわかに冷気を帯びてくる。


    「それというのも、お前のせいだ。お前を始末するために、俺は遠路はるばるやって来なくちゃならなかったんだからな。こんなクソ田舎いなかまで出張させられる、俺の気持ちにもなってみろ。俺が鬱うつったら、責任はどう取るつもりよ？」


    　始末する、と彼は言った。


    　軽く投げ捨てられた言葉には、かえって真実味があった。白しら雪ゆきの奪だつ思し考こうも、彼が冗談を言っているのでも、噓うそを吐ついているのではないと伝えてくる。


    　少女もそう感じたのだろう。彼に問い質ただす。


    「なぜぼくを始末しに来たの？　誰かがあなたに依頼したのかな？」


    「そんなところさ。お前もこんな仕事に就いてるなら、人生の儚はかなさは理解してるだろ？　盛じよう者しや必ひつ衰すいってやつだな。一分前まで捕食する立場だったお前が、今度は逆に、狩られる側に回ったってこった」


    　少女も笑みを浮かべる。


    「ぼくはまた、この名探偵さんを助けに来たのかと思ったよ」


    「結果だけ見るなら同じさ」


    　白雪に向けて、笑みを浮かべる青年。


    「よう、あんた、ついてたな。ついでだから助けてやるよ。人助けなんて反へ吐どが出そうだが、美人が殺されるのを見るのは、誰だって辛つらいもんだからな」


    　青年がそう言ったとき。


    　彼へと、銀色の罠わなが飛びかかる。


    　青年の隙すきを窺うかがっていた少女が、彼が白雪へ視線を移したのを見逃さず、右手の虎とら挟ばさみを飛ばしたのだ。


    　勢いよく投げた得え物ものは、彼の心臓目掛け一直線。


    「危ない！」


    　叫ぶ白しら雪ゆきの声も、遅い。


    　白雪の警告にも、青年は微動だにしなかった。


    　飛来する凶悪な得物を避けようともせず、悠ゆう然ぜんと待ち構えて。


    　そして。


    　そこから先は、何が行おこなわれたのかも見えなかった。


    　白雪が瞬まばたきを終えたとき、眼前ではある光景が広がっている。


    　青年は、自分へと襲いかかった虎とら挟ばさみを、摑つかみ取っていたのだ。


    　彼は素手だった。グローブもつけていない、生身の掌てのひら。


    　なのに傷ひとつ受けず、敵の奇襲を捌さばききっている。


    「とろとろ攻撃してるんじゃねえよ。それとも、俺を退屈死させようってのか？」


    　言うなり、青年が反撃に出た。


    　彼の両足が、土の地面を蹴る。


    　次に起こったのは、風。


    　気づけば彼は、彼女の背後を取り、その手をねじり上げている。


    　先さき程ほど、白雪がやったのと同じ動作だが、彼の動きのほうが、万倍は素早い。目視不能の速度で、少女を捕らえている。


    　敵を動けなくさせた彼は、相手に向かって呟つぶやいた。


    「さっき偉そうに言ってたよな？　世界には闇があるって。……そうとも、闇はある。そこらじゅう真っ暗で、自分の鼻先だって見えねえくらいさ」


    「放せ！」


    　少女は藻も搔がくのだが、どうしても振り払えない。


    　青年の手は、がっちり彼女の右手を摑んで、放さない。


    「お前だって、何もかもをわかってるわけじゃねえんだぜ？　上には上がいる。それとも、下には下がいるってのか？　……無駄だ。やめとけよ。そんなもんで、俺は殺せない」


    　青年が窘たしなめたのは、少女が空いているほうの手を振りかぶったからだった。


    　その手には、もうひとつの虎挟が装着されている。それを青年へ叩きつけようとしていたのだが。


    　振りかぶられた手は、悠ゆう々ゆうと受け止められていた。


    　だけではない。


    　青年は、止めた虎挟を、難なく握り潰したのだ。


    「無駄だって言ったろ？」


    　潰れた金属の破片がばらまかれ、地面へ落ちる。悲鳴が上がった。


    　潰されたのは、武器だけではなかったからだ。得え物ものを嵌はめていた少女の手もまた、青年の握力で破壊されている。白雪が見る限り、指の骨は粉々に砕けてしまっているだろう。


    「はいよ。一丁上がり。これで当分、おいたはできねえだろ？」


    　痛みに泣き叫ぶ少女を摑つかんだまま、青年は、空いた手でシャツからネクタイを引き抜いた。これで一段落、といった風ふ情ぜい。


    　そこでようやく白しら雪ゆきも、混乱が収まってきた。


    　負傷した足を引きずりながら立ち上がり、くだけた格好になった彼に尋たずねる。


    「……彼女をどうするつもりですか？　警察に引き渡す？」


    「は？　なんで俺がそんなことしてやらないといけねえんだ？　つーかあんた、足、大丈夫なのか？　見てるこっちが痛々しいんだが」


    　足のことなど、気にしている場合ではなかった。


    　目の前にいる青年のほうが、数倍気になっている。彼が何者で、なぜここに来たのか。なぜ助けてくれたのか。犯人の少女と関係はあるのか。


    　噴出する疑問が多すぎた。


    「彼女を攻撃したのは、どうして？」


    「そんなこと聞いてどうする？　あんたに関係あるのか？」


    「私し怨えんですか？　彼女に誰かを殺された復ふく讐しゆうで、動いているとか？」


    「まさか。俺は交友関係が狭いことで有名な男だぜ？　友達も仇かたきも、俺にはいない。寂しい奴だって思われるのは癪しやくだが、事実だからしょうがねえ」


    「それでは、なぜ彼女を捕まえようとしているのです？」


    　青年は平然と嘯うそぶいた。


    「言っただろ？　殺すためだ。捕まえようとしてるんじゃない。このクソ野郎を、世の中から消してやろうとしてるのさ」


    　白雪に笑いかける青年。爽さわやかと言ってもいいくらいの、濁にごりのない笑顔だった。


    「まあ、害虫駆除みたいなもんだ。知ってるか？　ゴキブリをのさばらせないためには、春先にかけてのケアが大切なんだぜ？」


    　害虫扱いされた少女が、抗議の唸うなりを上げる。


    「叫わめくなよ。こっちが悪いことしてるみたいじゃねえか」


    　掌しよう中ちゆうの彼女に、囁ささやくように言う。


    「お前には、ぐちゃぐちゃ騒ぐ権利はねえんだよ。いったい何人殺したと思ってるんだ？　お前がハッスルしすぎたおかげで、俺が出で張ばることになったんだ。まったく、勘弁してほしいよな」


    　さらに腕を握る手に力を入れる青年。たまらず、悲鳴を上げ、苦く悶もんの表情を浮かべる殺人犯。


    　それを聞いても、青年は格別憐あわれとも思わないらしい。


    「叫くなって言っといただろ？　俺は、聞き分けの悪い子にゃ厳しいぜ」


    　変わらない調子でそう言った後。


    　一息に骨が砕かれる。


    　青年は、少女の無事だったほうの手も砕いておくことにしたようだった。


    　両手ともに負傷した少女は、静かになった。声を上げれば危険だと、本能的に察したのだろう。それを見て、青年は満足したのか。


    「わかったみたいだな？　……フェミニスト気取るつもりはねえよ。男だろうが女だろうが、死を前にしては平等だ」


    　彼の言葉には、思いやりの欠片かけらもなかった。思わず、彼を睨にらんでしまう。


    「手を放しなさい」


    　咄とつ嗟さに白しら雪ゆきは、殺されかけた相手を庇かばおうとしていた。


    「彼女はもう、抵抗できません。それ以上痛めつけなくても、逃げたりしないでしょう。酷ひどいことをしないで」


    　白雪の嘆たん願がんを、笑って聞き流す青年。


    「あんたが気にすることじゃねえ。こいつは、殺されても文句は言えねえんだ。……このガキは、裏の世界じゃ《犬歯マウスピース》って呼ばれてる。かれこれ三百は、一般人を殺したかな？　なにせ仕事熱心な小娘でね」


    　非難の目を向ける白雪に、青年は諭さとすように語りかける。


    「世の中には、今すぐ殺しておいたほうがいいような奴もいる。お前みたいなお嬢さんには、わからんかもしれんが。世の中には、ことのほか悪人が多いのさ」


    　青年の言葉には、反論を許さない重みがあった。


    　冷静に考えるなら、彼の言うことも誤りではない。


    　目の前にいるのは、白雪にとっても、憎むべき相手。


    　これは、父親を殺した犯人だった。


    　これは、殺されて然しかるべき殺人鬼だった。


    　だが。


    「……彼女を放して」


    　自みずからの思いを押し殺して、白雪は彼女を傷つけないよう訴える。


    　暗殺者《犬歯マウスピース》は、もはや戦闘力を失い、無力化した。捕ほ虜りよをいたぶるような処遇は、許されないだろうと思う。


    　たとえどんなあくどい者であっても、与えられるべき人権、権利はあると思った。


    　青年は聞き入れようとしなかった。


    「こいつは、俺の獲え物ものだ。悪いが、譲ってやるわけにはいかねえ。……だいたい、そっちに引き渡したら、あんた、どうするつもりなんだ？　あんただって、こいつに怨うらみがあるんじゃねえのか？」


    　彼の質問に、迷いなく答える。


    「……法の裁きに委ゆだねます。それが社会のきまりですから」


    　彼女の毅き然ぜんとした態度には、青年も反論しづらかったのか。


    「そこまで徹底していい子ぶられりゃ、負けてやるしかなくなるな」


    　放り出される《犬歯マウスピース》の躰からだ。


    「いいさ。どっちみち、こいつは終わりだ。ブタ箱の中で、誰かが始末するだろうよ。こいつを怨うらんでる野郎は、大勢いる。こいつは、死んだも同然だ。俺の仕事は完了した」


    　自分を納得させるような物言いを呟つぶやいてから、彼は白しら雪ゆきを一いち瞥べつする。


    「じゃあ、用事も終わったし、俺は帰る」


    「ちょっと待って！　警察が来るまで、ここにいてもらえない？」


    　慌あわてて彼を引き留めようとする。彼には、《犬歯マウスピース》を捕まえた経けい緯いを話してもらわなければならない。


    　このまま彼を帰してしまえば、白雪が犯人を逮たい捕ほしたかの如ごとく思われてしまうだろう。義理堅い彼女には、手柄を横取りするようで気が引けた。


    　だが青年は、白雪の制止を振り切った。


    「いいから、ここで起こったことは黙ってろ。俺がいたなんて、誰にも言うなよ？」


    　そう言うと、白雪に笑みを作ってみせる。


    「誰かに話せば、あんたまで殺さなくちゃならなくなる。あんたが生きてようが死んでようがどっちでもいいが、面倒は少ないほうがいいからな」


    　彼女を気遣っているのか、それとも、からかって楽しんでいるのか。彼の言葉には、虚実の定かではない部分があった。


    　敵なのか、味方なのか。


    　青年と会話する間にも、奪だつ思し考こうは展開している。だが、読めない。理解できない。


    　彼の思考パターンは、白雪にして初めて遭遇するものだった。


    　標的を倒した手際からしても、けして安全な人間ではない。かといって、白雪の見てきた犯罪者たちのような後ろ暗さも、殺気じみた険けん呑のんな雰ふん囲い気きも纏まとっていない。


    　善と悪が入り交じる、二面性。


    　読みきれない思考を持つ相手に、確認する。


    「……私は、九ここの重え探偵事務所所長、九重白雪です。……あなたは？」


    　青年は感情を込めずに答えた。


    「俺は、階きざはし絶ぜつ無むだ。少なくとも、パスポートにはそう書かれてる」


    　相手はもう背を向けかけていた。


    「待って！　それだけじゃ、わからない」


    「俺にだってわからねえよ。だいたいこの世に、自分のことが本当にわかってる奴が、何人いる？　つまらん好奇心で、俺に構うな」


    　青年は振り返りもしない。指先だけで、さよならと手が振られた。


    「じゃあな、名探偵。余計なお世話かもしれんが、その年で探偵ごっこはやめとけ。世の中には、正義感だけじゃ戦いようのない悪もいる。そっちは俺の担当さ」


    　白雪はまだ会話を続けようとした。


    　しかし、彼女が口を開くよりも早く、階絶無の姿は消えている。あとには、気を失った犯罪者が残るのみ。


    　その傍そばで、白しら雪ゆきは彼が消えたと思われる方向を眺める。


    　そのときはまだ、彼が何者なのかわからなかった。
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    【記憶の回想／２０００／０２／２９／２３５４：１０】


    　階きざはし絶ぜつ無むという青年は、その後、しばしば私の前に現れた。


    　あるときは私の日常に。またあるときは、事件を追っている最中に。


    　いくつかの事件で、彼は私の前に現れ、協力してくれた。ときには互いの利害から対立することもあった。犯人をなるべく傷つけずに捕まえるのか、それとも、殺しても構わないと考えるのか、その点は、常に私たちの意見が分かれるところだったから。


    　だが多くの場合、彼は私の助けとなってくれた。


    　彼は幾いく度どもその戦闘力で、私たちの危機を救ってくれたのだ。


    　どんな敵が相手でも、彼は負けることがなかった。彼は優雅に立ち動き、敵を嘲ちよう笑しようし、そして倒した。戦うことが、楽しくて仕方がないという風に。


    　私たちは、徐々に彼を認めていった。何度か出会い、話すうちに、いつしか親しくなっていったのだ。


    　考えてみれば、おかしな話である。


    　おそらく、探偵をしていなければ、彼に会うことはなかった。というのも、私が聖セントバーナード学園に進学することになったきっかけは、探偵業だったからだ。


    　ある事件で知り合いになった学園理事のひとりが、私に編入を強く勧めた。それが、そもそものきっかけだった。生活拠点である九ここの重え探偵事務所からも比較的近い、という理由で、私は中学卒業後、同校への進学を決めていた。


    　もし私が探偵でなければ、理事氏と知り合うことはなく、私はまた違った高校へ進んでいただろう。そうなっていれば、絶無と出会うことはなかったと思える。


    　そしてまた、探偵を続けていなければ、初遭そう遇ぐうの後、絶無と親交を深めることもなかったはずだ。一連の数奇な巡り合わせを、運命と捉えるか否いなか。


    　私は答えを保留している。


    



    



    【１９９６／０８／１６】


    　マンション群が並ぶ、住宅街の一角。


    　そのうちの一棟、とある部屋の前に、白しら雪ゆきの姿がある。


    　彼女は黒のワンピース姿だった。この時期としては、似つかわしくない色だろう。いや、この時期だからこそ、相応ふさわしいのか。


    　七なな歳とせ、と書かれた表札の下、白雪はインターホンを押す。


    　待つまでもなく、ドアチェーンが外される音。


    　顔を出したのは、五、六歳ほどの子供だった。


    　女の子である。髪をふたつ縛りに結び、白雪の服と似た、襟えり付きの黒い上衣とスカートを着ている。白しら雪ゆきを見ると、彼女は嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。


    　知り合いでもある少女に尋ねる。


    「お姉ちゃんは？」


    「おねえちゃん、ねてる」


    　まったくしようがない、といった表情だった。小学校に上がったばかりの彼女が、精一杯難しい顔を作って見せている。


    　白雪は笑ってしまった。


    「そう。じゃあ、私が起こしてもいい？」


    　彼女は頷うなずいて、スリッパを出してくれた。よく気のつく子供である。


    　彼女は七なな歳とせ美み日か月つきの妹、七歳美み郁いく。現在はこの家で、姉と暮らしている。


    　美郁が先に立って、ふたりは美日月の部屋へ。


    　３ＬＤＫの宅中、美日月の部屋は、いちばん奥の突き当たりにある。


    　廊下を進むと、開かれたままの扉から、寝ている部屋主が見えた。ベッドの上で、寝具を頭から被かぶって横になっている。ふたりが近づいても、布団は身動きしない。


    　白雪は、布団の上から指で標的を突いた。


    「美日月！　起きてるんでしょ、美日月！」


    「爆睡中」


    　完全に起きていた。


    　布団をぐさぐさ刺しながら、白雪は友人を責める。


    「今日いっしょに、お墓参りに行くって言っておいたでしょう？」


    「聞いた一分後に忘れた」


    「なら、今から支度しなさい」


    「お腹痛い。もう死ぬ」


    　突発性の腹痛は、美日月の必殺技。これで稼かせいだ病欠は数知れず。


    　一度こうなったら、動かない。攻め手を考え、部屋を見渡す。


    　部屋は、割合奇き麗れいに整せい頓とんされていた。いつもは積み上げてある雑貨、雑誌なども、壁面に押しやられている。


    　美日月は、散らかすのすら面倒くさがるほどの、面倒くさがりの大たい家かである。美郁が片づけたものに違いない。


    　そこで思いついた。


    「ほら、美郁ちゃんは、ちゃんと行く用意してるけど？　誰かと違って、いい子です」


    　布団からは、面倒そうな返事があった。


    「美郁も行かないって。……今日、戸外へ出た七歳家の人間は皆、地獄の業ごう火かに焼かれるであろう……。だから私たち姉妹は、外出禁止」


    　姉の発言に、小さな反論が巻き起こる。


    「わたし、しらゆきさんといくよ？　おねえちゃんも、きがえてよういすればいいのに」


    　妹からの批判に、布団は反対方向を向いて拗すね出した。


    「美み郁いくの裏切り者。そんなに白しら雪ゆきが好きなら、九ここの重えさん家ちの子になれば？」


    　姉の冷たい台詞せりふに、怒り出す美郁。


    「わたしいくもん！　おねえちゃんのばか！　もうおへやかたづけてあげないから！」


    「もうお姉ちゃんじゃなくなったもんね！」


    「同レベルで喧けん嘩かしないの！」


    　姉妹喧嘩は止めたが、親友を翻ほん意いさせるのは骨が折れそうだった。


    「あなたは行かないのね？」


    「行かない。デート相手が欲しいなら、あの何とかいうのを連れてけば？」


    「デートに行くんじゃありません。絶ぜつ無むは関係ないでしょう？」


    「誰も絶無だなんて言ってませーん」


    「くうっ。美み日か月つきにしては高度な切り返しを……」


    　相手のペースに呑まれていてはいけない。今日は、そういう日ではないのだ。


    　真ま面じ目めになって言う。


    「……ご両親は、あなたたちが行くのを待ってらっしゃると思うけど？」


    「……幽ゆう霊れいなんか信じてない」


    　顔も見せずに、美日月は言った。


    「私は行かない。そこにだれが埋うめられているにせよ、私には関係ない。思い出したくないことは思い出さない。……嫌いやなことは全部、忘れた」


    　それきり、布団は沈黙する。


    　白雪は、言い返そうとしなかった。彼女には、美日月に何かを強制する権利はない。


    　美郁を促し、部屋を出ようとする。


    　戸口へ向かう白雪に、布団が言った。


    「……お土産買ってきて。シュークリームがいい」


    「悪い子には買ってきません。だいたいあなた、お腹痛いんじゃなかった？」


    「……食べる頃には治ってる」


    　構わずに、置いて行くことにした。


    



    



    　陽は西の山に傾き始めていた。日中の暑気も多少は引いた、夕暮れ時どき。


    　白雪たちは、街からはずれた墓地に来ていた。


    　九重探偵事務所から電車で数駅離れた、山やま間あいの埋まい葬そう地ちだった。周囲にはほかに建物もなく、蟬せみの声だけが喧やかましい。


    　今時分はひとの多い時期だが、時間が時間だけに、敷地内に余人はいなかった。


    　連れてきた美郁の手を引きながら、墓の列を通り過ぎる。


    　目的の墓は、入り口からもっとも遠い隅にあった。


    　隣同士に並んだふたつの石塔。その墓前で、手を合わせる。


    　あまり手入れされる機会もないのか、墓は風月に晒さらされ、くすんでいる。すぐにふたりは、汚れた墓を掃除する作業に取りかかった。


    「しらゆきさん、もってきたおはな、ここでいい？」


    「半分はこっちね。……ああ、お水は私がやるわ。美み郁いくちゃんの服が濡れちゃうから」


    「へいき。すぐかわくし、よごれたら、かえってからあらえばいい」


    「……美み日か月つきにも、あなたくらい積極性があればいいんだけど」


    　墓を掃除するのには、しばらく時間がかかった。


    　それが終わっても、ふたりは帰ろうとしない。無言で、墓の前に佇たたずんでいる。


    　十分ほども、そこにいただろうか。


    　ふと、蟬せみの声が止やんだ。代わりに、敷き詰められた砂利を踏み分ける足音が聞こえてくる。


    「よう、こんなところで会うとは、奇遇だな」


    　やって来たのは、階きざはし絶ぜつ無む。


    　彼はノースリーブのシャツに黒のパンツ。


    　足取りも軽かろやかに、白しら雪ゆきたちの傍そばまで歩いてきた。


    　絶無と出会ってから、一年以上が経っている。その間、事件の解決に手を貸してもらったりもした。そのおかげか、かなり親しくなれたのでは、と思っている。


    　少なくとも、話しにくい相手ではない。


    「奇遇って、ここに用事？」


    「なに、ちょっと話があって、お前を捜してたんだ。事務所に寄ったら、お前の弟がこっちだって教えてくれた。で、散歩がてら足を伸ばして来たのさ」


    「事務所から歩いて？　結構距離ありますけど？」


    「天下の絶無様をなめんなよ？　俺が本気出して走ればすぐだ。陸上競技の選手だって目じゃねえぜ？」


    　自慢げに言った絶無は、脇の女児に目をやった。


    「その小さいのは？　お前の子供か？」


    「いいえ。この子は、美日月の妹です。いっしょに来たいと言うので、連れてきました」


    　美郁は、白雪の背に隠れてしまっている。


    　絶無も美日月と面識はあるから、彼女の妹だと紹介されて、子供に愛想がないのも納得したようだった。


    「姉貴のほうはどこよ？　来てねえのか？」


    「美日月なら、来るのを嫌いやがって閉じ籠こもってます。いつもそう」


    　肩をすくめる絶無。


    「まあ俺も、あのぐうたらが日中に出歩いてるとは思ってねえけどな。あいつは、太陽の光を浴びると溶ける物質でできてるんだ。だから引き籠りがちなのさ。俺はそう思ってる」


    　さして面白くもない冗談に、憤ふん慨がいした者がいる。


    　それまで白しら雪ゆきの背後に隠れていた美み郁いくが、絶ぜつ無むの軽口を聞くなり飛び出してきた。それから絶無の足を蹴りつけ、逃げていく。一連の動作は、素早い。


    「なにしやがるんだ、あのガキは！　これだから七なな歳とせ一族は！」


    　子供に負けず劣らず憤ふん慨がいする彼を、宥なだめる白雪。


    「美み日か月つきが大好きなんでしょう。お姉さんが悪く言われるのを、庇かばおうとした」


    「なんでも暴力で解決しようってのはいただけねえな。俺が言うのも妙だが」


    　暗殺社会の代表選手がそう意見を述べる。


    　それきり美郁は、絶無の傍そばに寄りつこうとしなかった。彼も、必要以上に構おうとしない。


    　代わりに、尋ねてきた。


    「美日月の代わりに、あいつん家ちの墓参りか？　妹連れて。クソ暑いのに、ご苦労なこった」


    　彼がそう言ったのには、理由がある。


    　白雪の前にある墓。そこには、七歳家之墓、と書かれてあった。


    「そんな立派な心がけじゃないつもり。慣例行事なだけです。気晴らしに来るには、ちょうどいいところだから」


    「だから弁当でも提げて来ようって？　ふん、行楽で来るには向いてねえだろうな」


    　白雪は、言い返さない。墓の前に屈かがみ込んで、そこに供そなえられた仏花を見つめている。


    　沈黙は長く続かなかった。


    「……美日月たちのご両親が亡くなられたのは、私のせいなの」


    　ぽつぽつと、話し出す白雪。


    「私と美日月は、子供の頃からの友達同士です。彼女の家は、どこにでもある家庭だった」


    　夕日は、白雪の足元に影を作っている。


    「四年前、……いえ、もう五年になるのでしょうか。私の父は、当時関わっていた事件のために、命を失うことになりました。それは、あなたも知っていますね？」


    「ひとの事情を探るのは好きじゃねえんだけどな。それも前に、お前の弟が教えてくれた」


    　白雪は頷うなずく。


    　九ここの重え家の事情は、それなりに知られた話である。別段秘密にしている過去でもない。


    「父が死んだ日、その日は、美日月の誕生日でした」


    　過去を思い出しながら、白雪は話し出す。


    「その日、私たちは身内だけで、お祝いをすることになっていました。七歳家のみなさん、美日月のご両親と妹。それに、私と弟、父を加えた九重家が集まって、美日月の誕生日会を開こうと約束してあった。……ですが結局、誕生日会はお流れになりました」


    　その日の光景を憶えている。


    　それは、忘れようとしても忘れがたい一幕だった。


    「私たちが学校から帰ると、両親たちは、既すでに殺されていた。……あなたと初めて会ったときにもいた、あの《犬歯マウスピース》という暗殺者が、私の父を殺したのです」


    「……ああ。あの野郎な」


    　絶ぜつ無むの相あい槌づちは、どことなく小さかった。


    　だが白しら雪ゆきは気づかない。


    「あとで聞いたところによると、彼女に父を殺すよう依頼したのは、昔、父と関係があった犯罪者グループだったそうです。彼らは怨えん恨こんから、父を殺そうとした。そして、そうなった」


    　それだけなら、まだよかった。


    　父が殺されただけなら、白雪もそこまで悲嘆したりしなかっただろう。


    　無論、悲しいことに変わりはない。けれど白雪の父は、自分の仕事が危険だと知った上で、探偵を続けていた。ときには刃にん傷じよう沙ざ汰たになることも、弁わきまえていたのだ。


    　しかし、彼らはそうではない。


    「美み日か月つきのご両親は、父の件に巻き込まれたのです。……本当なら、彼らはまだ元気でおられるはずでした。死ななくても済んでいたのに」


    　亡くなった彼らを思い出す度たび、白雪は耐えようのない悲しみに襲われる。


    　彼女の視線の先では、美み郁いくが遊んでいる。周囲を探検するつもりなのか、境けい内だいの外れ、鐘かね撞つき堂のほうへ行こうとしていた。


    「事件があったとき、あの子はまだ小さかった。両親が亡くなられた日のことを、あの子は憶えていないでしょう」


    　けれどそれが、慰なぐさめになるとは思えない。


    「あの事件が起こらなければ、彼女は今も家族全員で暮らしているはずでした。テーブルに空いた席があるのは、悲しいものです」


    　彼らの背後には、並んで立つふたつの墓がある。


    　白雪が余計な提案をしなければ、ここにある墓はひとつで済んでいた。


    「……うちでお誕生日会をしようと言い出したのは、私でした」


    　おそらく、誰も知らないであろう話を、白雪は口にする。


    「その前の年、私は美日月の家で誕生日を祝ってもらったの。父は仕事で、家を空けていたから。……だから今度はお返しに、私が家に美日月たちを招くんだって言い張った。……美日月のご両親は、喜んで了解してくださったし、その日に合わせ、父も休みを取った」


    　彼らを同じ場所に招いてしまった。それが、白雪の罪。


    「私が死を呼び寄せたんです。その事実は変えられません」


    　深い沈黙に、蟬せみの声が戻ってきていた。


    　絶無は口を挟まずに聞いていたが。


    「美日月の奴はどう思ってるんだ？　今でも事件を引きずってるのかよ？　お前の親おや父じさんのせいで、自分の両親が死んだんだと責めてんのか？　だから、墓参りに来ない？」


    「いいえ。美日月は気にしていないと言ってくれています。……たぶん、本当に気にしないようにしてしまった」


    　真夏の空気が、湿った匂いを運んでくる。どこかで夕立でも降っているのか。


    「人間は、あまりにも辛つらいことがあると、意図的にそれを忘れるよう努めるそうです。強いショックを受けた者が、精神崩ほう壊かいを防ぐため、忘ぼう却きやくを選択する。もともと人間には、忘れるという能力が備わっているのです。……美み日か月つきは、とりわけその力を色濃く持っている」


    　親友を思い返しながら、白しら雪ゆきは言う。


    「不必要な記憶を、遮しや断だんする。……何か嫌いやなことがあると、美日月は自分の殻からに閉じ籠こもります。そしていつの間にか、その事実を忘れてしまう」


    　両親の死以来、美日月にはそうした特徴が現れていた。


    　このことを知っているのは、白雪しかいない。表面的には、美日月に違和感は見えないため、つきあいの深い者でなければ、小さな変化まで気づかなかった。


    　話を聞いた絶ぜつ無むは、面白いと言った。


    「超能力じみてるな。あいつは変わった奴だと思ってたから、驚きはしねえけど」


    　白雪は絶無ほど、楽観的に考えられない。


    「美日月が人間嫌いになったのも、その頃からです」


    　それまでは社交的な部類だった美日月は、友人たちを避けるようになった。


    「彼女は、誰とも関わりを持たないようにしようと決めたのです。そう決めて、自分に辛つらい思いをさせるかもしれない原因を回避するようになった」


    　それが美日月の選んだ防衛策だったのだろう。


    　思い出を破壊する以前の段階で、その思い出さえ持たなければ、どこも傷つかなくて済む。そのほうが早い。


    　いずれ失うことになるものなど不要。


    　それが、美日月の下した決断だった。


    「私は美日月をもとのように元気にしようとしましたが、……駄目でした。彼女は私を含む数人以外とは、口さえ利きかないようになってしまった。……事件から五年、最近は少しましになってきたけれど、それでも美日月は、以前の快活な彼女ではない」


    　一度壊れてしまったものは、二度ともとには戻らない。


    「私が、彼女を傷つけてしまった」


    　話し終えた白雪は、黙り込む。


    　話さなければよかったと思った。


    　相談相手は、世界に数いる暗殺者の中でも、最高の腕前を誇るひとりである。日頃から斬った張ったの世界で暮らす彼からすれば、白雪の過去話など、日常会話より聞き飽きた物語であるに違いない。いつものように、笑っていなされるだろう。


    　だが彼は、思ったより真剣に話を聞いてくれていた。


    「……前向きに生きろって標語は、大好きさ」


    　憮ぶ然ぜんとしながら、絶無。


    「気にするなってか。美日月の野郎も、たまにはいいことを言う」


    　彼に蹴られた砂じや利りの一粒が、向かいの墓に当たって砕けた。


    「その事件についちゃ、お前が責任感じるのはおかしいだろ？　彼らが殺されたのは、お前が悪いわけじゃねえ。お前がやったのは、パーティ会場のセッティングだけだ。お前が《犬歯マウスピース》まで招待したんでもなかろうに、そこまで思い煩わずらうのは、悩みすぎじゃねえか？」


    「だからといって、なかったことにはできません」


    　あの日の記憶は、未いまだぼやけもせず残っている。


    　鮮明に悪夢を運んでくる。


    「あの頃、私は無力で、何もできなかった。……今でもそうですね」


    　この一年、危険な事件に遭そう遇ぐうするケースは何度かあった。そのうちの半分ほどは、絶ぜつ無むに手を貸してもらっている。昔より実力がついたとは言えないだろう。


    「もしあのとき、私に力があれば、……あなたのように《犬歯マウスピース》を撃退できるほど強ければ、彼らも助けられたのにと。……そんなことを想像してしまいます。考えても、どうにもならないことなのに」


    「お前のせいじゃねえよ。俺が保証してやってもいい。そんなもんはな、思い込みだ」


    「でも私は、償つぐないきれていないように感じる」


    　白しら雪ゆきは、納得しようとしない。


    「償い、というのは、少しニュアンスが違うのでしょうが。……私は、彼らの死の上に生きている。その感覚は消えません。消してはならないとさえ思う」


    　ここまで生きてこられたのは、誰かの犠ぎ牲せいがあったからだ。


    　父親、あるいは美み日か月つきの両親の死に始まり、日々の生活、事件を解決する過程でも、周囲の人々に助けられたからこそ、やってこられた。


    　それを負ふ債さいだと感じる。


    　返しきれない借りを作ってしまったと思いながら、生きてきた。彼らの死に報むくいるにはどうすればいいのかと、悩み抜いて過ごしてきた。


    　絶無にも、そうした思いは伝わっていたのか。


    「だからそのぶん他人のために、何かをしてやるのか？」


    「？」


    　戸惑う白雪に、絶無は語る。


    「お前のことだよ。名探偵。……お前は数々の難事件に勇ゆう敢かんに立ち向かうど素人しろうとであり、どんな強敵にも怯ひるまず向かっていく無鉄砲だ。西に困ったひとがいれば、行って手伝い、東に凶悪犯あれば、七つ道具がらくた持って急行する。究極のお節介焼きだ。……怒るなよ？　誉ほめてやってるんだ」


    「ちっとも誉められてる気がしないのはなぜ？」


    　笑う絶無。


    「前からお前は、変な奴だと思ってた。普段は天然入ってるくせに、いざ事件となると、やたら張りきりやがる。誰かのために、一生懸命になりすぎる。俺からすれば、気持ち悪いくらいにな。……それも、そんな理由があったんなら、頷うなずけるか」


    　絶無の笑みは、消えずに残っていた。


    「彼らを救えなかったぶん、ほかの誰かを救う。それがお前の罪の償つぐないかたなんだろうよ」


    「そうですね。代償行為だとはわかっています。でも」


    　迷いながらも、決意を口にする。


    「自分にできることがあるのなら、それをしなければならないのではないかと、思うんです。……私は彼らを救えなかったけれど、もし今、私が力を貸したことで救われるひとがいるのなら、そうしたい。私の小さな助力が、巡り巡って、誰かの役に立つことがあるかもしれない」


    　心から、そうであってほしいと思う。でなければ、意味がないとまで思う。


    　自分が生きていることに意味を見み出いだしたいと思うのは、人間の性さがなのかもしれなかった。


    「いい子すぎる発言だ。鳥肌モノだな」


    「ええ。優等生で通っていますから」


    　苦笑するふたり。


    　夕日が沈もうとしていた。そろそろ帰るかと、立ち上がりかける白しら雪ゆきに。


    「……なら、お前の望みってのは何だ？」


    　絶ぜつ無むからの問いが突き刺さる。


    「お前は身の回りにいる奴を助けてりゃ、それで満足なのか？　それはそれで、ご立派な生きかただが、どうも窮きゆう屈くつに思えるんだけどな」


    　意外な指摘だった。


    　これまで白雪は、自分がどうしたいかという観点で、ものを考えたことがない。いつも誰かのために、何かをしてきた。


    　答えられずに、問い返す。


    「……あなたは？　あなたこそ、どうなんです？」


    「俺か？　はっ、俺には、望みなんてもんはねえ」


    　その答えは、ひどく虚勢じみていると感じた。白雪の奪だつ思し考こうが、彼の空虚を伝えている。


    　だから、重ねて問うてみた。


    「あなたにも、ひとつくらいやりたいことはあるでしょう？」


    「どうだか。……だが、とりあえずの望みならあるぜ？」


    　言うなり。


    　絶無は白雪に背を向け、入り口の方角を見やる。


    　彼の眼前、二十メートルほど離れたところには、水みず汲くみ用の設備が設もうけられていた。並んだ水道管に蛇じや口ぐち。軒のきの付いた手て桶おけ収納棚には、バケツや柄ひ杓しやくなどが並べられてある。


    　その横へ、新たな人物が現れていた。


    「……来やがったか、狗いぬ野郎」


    　来訪者へ向け、口角を吊り上げる絶無。


    　赤系統の衣装で全身をコーディネートした、背の高い女である。


    　彼女が肩先ほどにまで伸ばされた長髪を払うと、隠れていた顔が露あらわになる。


    　その顔に、白雪も見覚えがあった。


    「絶ぜつ無む！　あれは……」


    「ああ、お前も知ってるだろう？　嚙かみ千ち切ぎる虎とら挟ばさみ使い、《犬歯マウスピース》。お前と初めて会った日に逮たい捕ほされたはずの、本人だ」


    　絶無の声は、喜色と憂色、両の感情を含んでいる。これから彼女を完かん膚ぷ無きまでに叩きのめせることが嬉うれしいのか、それとも、思い煩わずらう点でもあるのか。


    《犬歯マウスピース》は、彼の紹介にも反応しない。じっと、こちらを注視している。その顔は、まぎれもなく一年前に戦った少女のもの。幾いく分ぶんやせ細ったようではあるが、面影は変わらない。


    　しかし彼女は、あの後逮捕、拘こう禁きんされたはず。彼女の罪歴からしても、この短期間に釈放されることはまずないと考えて差し支つかえない。


    　その暗殺者が、なぜこんなところへ現れたのか。


    「俺の望み、目下の望みは、こいつを殺すことさ」


    　敵へと、一歩踏み出していく絶無。


    「今日来たのは、ほかでもねえ。こいつがずらかったって聞いたからだ。なんでも、お前が警察に引き渡して数日で逃げ出したらしいぜ。ことは秘密にされてたから、情報が入ってくるのが遅れた」


    　彼は《犬歯マウスピース》について、白しら雪ゆきより詳しく動向を把は握あくしていた。


    「俺は、こいつが逃げたと知って、追いかけて来た。逃げ出したこいつが向かう先は、まずお前のとこだろうと思ったんでな」


    　ようやく納得できた。


    　彼は、自分に知らせるため、警護するために来てくれたのだった。


    「ご迷惑をおかけします」


    「気にするな。自分がやり残した仕事をやりに来ただけさ。……それにこいつこそ、美み日か月つきの両親に謝らなくちゃならねえご当人だろうよ。塞ふさいだ気分をぶつけるには、ちょうどいい」


    　快活に、敵へ呼びかける絶無。


    「よう、大先生。久しぶりだな？　俺を憶えてるか？　お前をボコボコにしてやったお兄さんだ。しかしお前、随分背が伸びたじゃねえか」


    　絶無の言うように、彼女は昨年見たときの彼女ではなかった。


    　あのときは可愛らしい後輩で充分通用する容姿だったのが、今は白雪より年上に見えるほど大人びている。顔つきも、どことなく険しさを増したよう。人間は一年強で、こうも様変わりするものか。


    「どうした？　何とか言ってみろ。ボクっ娘こはもう卒業か？」


    　無言を貫つらぬく《犬歯マウスピース》に、絶無は挑発をやめない。


    　白雪は、敵の様子を観察し続ける。


    　奪だつ思し考こうが伝えてくるのは、彼女の激しい感情のみ。


    　そこにあるのは、憎ぞう悪おと怖おぞ気けの混じる乱流。


    「気をつけて、絶無。向こうは、話し合うつもりはないみたい」


    「何を今いま更さら。俺だって、こいつとトークする気はねえよ。仲良く天気の話でもしろってのか」


    　彼が皮肉を飛ばした瞬間だった。


    　金属の跳ね上がる音とともに、《犬歯マウスピース》が猛然と突っかかってくる。


    　白しら雪ゆきには、後方に巻き上がる砂じや利りしか見えない。彼女が蹴った反動で、接地点の石が飛び散っているのだ。


    　連続する小爆発。ついで、激突音。


    　通路の空いた部分では、絶ぜつ無むと《犬歯マウスピース》が打ち合いを始めていた。


    　絶無へ向けて伸ばされるのは、件くだんの虎とら挟ばさみ。得意武器を両手に嵌はめた彼女は、強引にそれを振り回し、絶無へ打ち当てようとする。


    　対する絶無は、徒と手しゆ空くう拳けん。


    　彼は、戦闘において武器を使わない、武器など使わずとも、呆あきれるほど強い。


    　絶無の右足が、《犬歯マウスピース》のこめかみを襲う。ただのハイキックすら、白雪の目では捉えることができない。


    　繰り出される乱手乱撃。


    《犬歯マウスピース》の虎挟は、一撃必殺の凶器である。


    　交差する鉄の義歯は、喰らえば歯形がつく程度では済まない。肉ごと抉えぐり取られるだろう。


    　獰どう猛もう極まりない武器を前にしても、絶無は焦あせりもしていなかった。


    　一手も喰らうことなく、敵の攻撃を捌さばききる。敵の隙すきを見計らい、カウンター。トリッキーな回し蹴りが、《犬歯マウスピース》の胴に直撃したかに見えたが。

  


  [image: ]


  
    　敵は、それをガードしている。


    　ここまでの攻防は、ほぼ互角。


    　互いに牽けん制せいしつつ、一度離れる両者。


    　下がった敵に対し、絶ぜつ無むは感想を述べる。


    「ふん、この前よりは、動きがだいぶましになってる。力任せの一点張りだが、キレはいい」


    　彼にはまだまだ余裕が感じられた。


    「察するに、何か打ってやがるな？　ドーピングは、汚い奴が使う手だぜ？」


    　絶無の分析に、白しら雪ゆきは危険を感じ取る。


    「油断しないで。身体を強化しているのなら、何をしてくるか……」


    　折せつ角かくの忠告は、鼻先で笑い飛ばされた。


    「冗談が下へ手ただな、白雪。俺がこんな三さん下したに負けるわけねえだろ？　それとも、俺を馬鹿にしてんのか？」


    　ふっと。白雪の前で、空気の層が揺れた。


    　激しい音とともに、舞い上がる粉ふん塵じん。粉混じりの石粒が、残照に煌きらめく。


    　絶無が、隣にあった墓石を粉ふん砕さいしたのだった。


    「こいつもこれからこうなる」


    　自信に満ちた彼の言葉は、信ずるに足るだけの速度をもっていた。


    　破壊は、白雪の目に見えない時間のうちに行おこなわれている。彼が《犬歯マウスピース》よりずっと強いことは、前回の戦いで証明されているのだ。


    　絶無のデモンストレーションには、相手がたからも返礼が来た。


    《犬歯マウスピース》は、おもむろに懐ふところへ手を入れる。


    　取り出されたのは、巨大な歯型だった。金属製の鋭い歯並みから、さらに二本、強大な双そう牙がが突き出ている。


    　誇るように口を開ける襲撃者。その口こう腔くうに舌はない。邪じや魔まになるからと、切断されている。


    　マウスピースを咥くわえ、歯に塡はめ込んだ。装着された人工の牙きばが、凶悪に光る。


    　名前どおりの、《犬歯マウスピース》。虎とら挟ばさみよりも険けん呑のんな第三の武器が、金属の歯は軋ぎしりを立てる。


    　これで彼女の攻撃手段は、一・五倍になった。両手と口。都合三点から、即死技を放てることになる。


    　異い形ぎようの武器を前にしても、絶無は余裕を崩さない。


    　互いに、相手の出方を窺うかがい、じりじりと足場を均ならしていく。


    　跳躍は、同時。


    　白雪に見えたのは、土煙だけ。


    　次の瞬間には、両者、墓と墓の間の開けた場所で停止している。互いが互いの両手を押さえた状態で組み合ったまま、静止画のように固まっていた。


    　膠こう着ちやくから動いたのは、《犬歯マウスピース》が先だった。


    　急に、押さえ合っていた手の力を抜く。タイミングをずらし、絶ぜつ無むの姿勢をぐらつかせようとする奇き手しゆ。僅わずかに遅れる絶無の反応。


    《犬歯マウスピース》が絶無の背後を取った。そこから繰り出される、鉄の拳こぶし。虎とら挟ばさみで喰い千ち切ぎるのではなく、武器の硬度を生かし、打撃力へ変えた一撃が迫る。


    　その不利な状況から。


    　絶無の躰からだが、縦たてに回転。手足を引き込み、できるだけ小半径を心がけた回転運動。


    　続くは蹴しゆう撃げき。上から下への、打ち落とし。


    　旋つむじ風かぜが駆け抜けたような一いつ閃せんは、《犬歯マウスピース》の肩先を捉えていた。


    　まごうことなき直撃である。


    　一度地面に叩きつけられても、なお衝撃は収まらない。


    　墓石を壊しながら、吹き飛んでいく《犬歯マウスピース》。堅い墓石のクッションも、ひとつでは彼女の躰を受け止めきれなかった。三つめで、ようやく蹴りの威力が相そう殺さいされる。


    　自分の攻撃に満足しながら、胸を張る絶無。


    「ほら見ろ、俺が言ったとおりだろ」


    　見れば彼方かなたでは、《犬歯マウスピース》が起き上がろうとしている。だが絶無の一撃は、彼女にかなりの深傷ふかでを与えていた。立ち上がろうにも、膝ひざが震えているのが見える。


    　一撃。たったの一撃で、彼は《犬歯マウスピース》の生命力を半分以上持っていっている。


    　圧倒的なまでに強い。


    　白しら雪ゆきは安あん堵どの溜ため息いきをついた。昔より修練を積んできたらしい《犬歯マウスピース》が、どれほど恐ろしい相手か不安に思っていたが、絶無にとっては、苦戦するほどの敵ではなかったようだ。


    　このままいけば、彼の勝利は固いだろう。そうすれば再び《犬歯マウスピース》を捕まえられる。


    　今度こそ逃げられないよう、厳しく監視してもらわなければならない。それとも、捕まれば彼女は死罪になるのか。


    　白雪はそんなことを考えていた。


    　だがまだ戦闘は終わっていない。


    　戦場での油断は、死に直結する。


    　絶無は、《犬歯マウスピース》へ歩み寄っていくところだった。完全に動けなくしておく心積もりだったのだろう。


    　絶無と《犬歯マウスピース》の距離が縮まる。両者の間が、二メートルを切ったとき。


    《犬歯マウスピース》の虎挟が、足元の地面を掘くつ削さくした。


    　巻き上げられる砂じや利り。それは勢いよく、絶無へと降りかかる。


    　彼女が選んだ戦法は、目め潰つぶし。視界を奪う、フェイントの一手。


    　無論、そんな安い手に引っかかる絶無ではない。


    　しかしどれだけ彼が機敏に対応しようとも、一瞬。一瞬だけ、隙すきはできる。


    　その一瞬は、《犬歯マウスピース》にとって、生死を分ける境界線だった。


    　もし彼女が絶無へと向かっておれば、殺されていただろう。反撃され、その場で殺されていてもおかしくはなかった。


    　しかし彼女は、狙ねらいを変えて動いた。


    　矛ほこ先さきが向かったのは、絶ぜつ無むではなかった。


    　彼の背後。戦況を見守っていた白しら雪ゆきへ、《犬歯マウスピース》は特攻をかけたのだ。


    　白雪の反応は、遅れた。


    　天才、九ここの重え白雪といえど、肉体面では普通の女子高生と大差ない。専門的なスキルをもった人間が全力で襲ってくれば、抵抗はおろか、その動きを察知するのさえ難しい。


    　虎とら挟ばさみと牙きばが迫る。それは白雪を容よう赦しやなく喰い殺そうと。


    　頭上で鉄の歯が嚙かみ合わさる音がした。


    　が、白雪は死んでいない。


    　気づいたとき、彼女の前には、影が立ち塞ふさがっていた。


    　影は、絶無である。


    　そして彼の右腕には、《犬歯マウスピース》が嵌はめていた、左の得え物ものが喰いついていた。


    「……なかなかやってくれるじゃねえか」


    　絶無に白雪を殺すのを妨害された《犬歯マウスピース》は、彼らの傍そばから飛び退すさっている。だが凶器は絶無の腕をホールドしたまま。


    　彼の腕からは、血が流れ落ちている。下の砂じや利り地に垂たれる血の雫しずくは、引きも切らない。


    　立ち尽くす白雪へ、絶無が邪じや魔まだと顎あごで示した。


    「……下がれよ、白雪。男の子の見せ場を取るもんじゃねえ」


    　彼が喋しやべる間も、鮮血は止まらない。


    　腕を凶器に喰われた状態で、絶無は言う。


    「一年前、お前はこいつを殺すなと言った。今度ばかりはお前も、殺すななんて言うなよ？」


    　その言葉に、白雪は自分の甘さを痛感する。


    　一年前、絶無は《犬歯マウスピース》を殺しておくつもりだった。それを止めたのは、自分だ。


    　その結果、今日また、彼が傷ついている。


    　またしても、自分の行おこないから、他者にツケを払わせている。


    　白雪の心に突き刺さる、自責の念。


    　だが、落ち込むより先に、やらなければいけないことがあった。


    「……話はあとです。あなたの傷を手当てしないと」


    　喰いついた虎挟を腕から剝はぎ取り、放り捨てる絶無。


    「んなもん、いらねえよ。放っといてくれ」


    　乱暴にそう言われても、頷うなずけるものではない。彼は白雪を庇かばって傷ついたのだ。


    「でも、その傷ではまともに戦えない。止血だけでも……」


    「……ちっ。もう遅いか」


    　彼が忌いま々いましそうに呟つぶやいたときだった。


    　突然、青年の躰からだが、淡い光を放ち始めた。


    　出しかけていた手を引き戻す白しら雪ゆき。その目の前で、一いつ時とき、小しよう雷らいのような閃せん光こうが弾はじけた。


    　それを合図に。


    　腕の傷、先さき程ほど、《犬歯マウスピース》の牙きばで抉えぐられた傷が、塞ふさがっていく。


    　さすがの白雪ですら、その事態についていくのが遅れた。


    　彼女が息を呑んでいる間に、絶ぜつ無むの腕はもとに戻っている。


    　今ここで、何が起こったのか。


    　白雪は、我われ知らず青年の手を摑つかんでいる。


    　初めから傷などなかったように美しい手。それを見ながら、尋ねるのがやっと。


    「……あなたの躰からだ、どうなっているんですか？」


    　絶無の答えは、はぐらかしだった。


    「……あんな玩具おもちやじゃ、湿し気けった煎せん餅べいだって嚙かみ切れねえよ。もともとたいした怪け我がじゃなかった。だからすぐに塞がった」


    「それで納得すると思いますか？」


    　説明しようとしない相手に、食い下がる。


    　今しがたの現象は、明らかに普通ではない。通常の回復速度を遥かに超える早さで、傷は修復している。彼の躰に、何らかの秘密があるのは間違いない。


    　それを追及しようとした白雪だったが。


    　絶無は早くも、《犬歯マウスピース》へと歩み始めている。


    「クソ痛かったじゃねえか。それはつまり、本気で俺に殺してほしいって受け取っていいんだよな？」


    　絶無の歩みは、隙すきだらけと思えた。


    　だがそこに漲みなぎる緊張とエネルギーは、先程までとは桁けた違い。


    　白雪を狙ねらった《犬歯マウスピース》の所行に腹を立てているのか、それとも自分が傷つけられたことが悔しかったのか。


    　いずれにしても、絶無からは、殺気が滲にじみ出している。


    「ほらこい。元気がいいとこ見せてみな。もう一発俺に喰らわせたら、誉ほめてやるぜ？」


    　発する雰ふん囲い気きとは裏腹に、口調はいつもの彼だった。それが余計に恐怖を引き立たせる。


    　言われても、《犬歯マウスピース》は動こうとしない。


    　敵も、絶無が回復する様子を見ていたのだろう。


    　確かに自分の武器がダメージを与えたはずの腕。それが、瞬時に回復している。


    　その光景を見れば、警戒するのが当然。


    　絶無が進むにつれ、《犬歯マウスピース》も移動する。ただしこちらは、後ろへじりじり下がっていく。


    　その様は、彼女に打つ手がないと示しているようでもある。


    　目め潰つぶしなどの奇策を狙うのはもう不可能。彼女とて、同じ攻撃が二度通じるとは思っていないだろう。


    　なんとか絶無から間合いを置こうとしていた《犬歯マウスピース》だったが。


    　砂じや利りを踏み分ける音がした。


    　三人の注意が、そちらへと向けられる。


    　そこにいたのは、ワンピース姿の少女。


    　絶ぜつ無むを嫌い、墓地から逃げ出していた美み郁いくが、ひとり遊びに飽きて、戻ってきてしまったのだった。それも、最悪のタイミングで。


    　美郁は、墓地の入り口付近に立って、三人を見ている。表情から、何が起きているのか理解していないのが読み取れた。


    　美郁までの距離は、《犬歯マウスピース》のほうが近い。


    　彼女の決断は早かった。


    　再びやってきたチャンスを摑つかもうと、《犬歯マウスピース》は動く。


    　一瞬で、少女の眼前まで移動。声をかけようとした白しら雪ゆきに先んじて、美郁の襟えり首くびを摑つかんだかと見るや。


    　そのまま盾たてのように、前方へと突き出した。


    　彼女は、美郁を人質としたのだ。


    　予想どおりの行動に出た敵に、白雪は歯は嚙がみする。


    「なんてことを！」


    「……基本だろ？　使えるもんが転がってりゃ、それを拾うだけだ」


    　そう言った絶無も、表情は冴えない。


    　彼なら、一跳躍で《犬歯マウスピース》へ迫ることはできただろう。だが少しでもこちらの動きを読まれれば、拙まずいことになる。


    　下へ手たに動けば、美郁の命はない。


    　それを弁わきまえているからこそ、動けない。


    　今や形勢は逆転していた。


    　動きようのなくなった絶無に、《犬歯マウスピース》からの視線が注がれる。


    　話せなくなった彼女だが、目は口ほどにものを言う。彼女の意図を汲くんだ絶無が、自虐混じりに呟つぶやいた。


    「ああ、わかってるよ。逆らえば、そいつがどうなるか、って言いたいんだろ？　正義の味方は辛つらいねえ？」


    　嚙み合わさる鉄歯の音が、彼への返事だった。


    　美郁を摑んだ《犬歯マウスピース》が、絶無へと襲来する。


    　まず入ったのは、素手での拳打。虎とら挟ばさみを持たないほうの手が、絶無の腹へ叩き込まれる。


    　それを避けようともせず、絶無は受けた。


    　避ければ、《犬歯マウスピース》の機き嫌げんを損そこねるかもしれない。そうなれば、彼女が手中にしている美郁は助からない。


    　絶無が拳こぶしを避けなかったことで、《犬歯マウスピース》は調子づいている。


    　彼女の本番シヨータイムはここからだった。


    　虎とら挟ばさみが絶ぜつ無むを撫なでる。それはゆっくり時間をかけ、左腕を這はい上がり。


    　一息に、嚙かみついた。


    　嚙み嬲なぶられる絶無の左腕。虎挟の口が開閉する度たび、絶無の血肉が咀そ嚼しやくされる。飛び散る血ち飛沫しぶきが、墓標を汚す。


    《犬歯マウスピース》の攻めは執しつ拗ようだった。一年前の怨うらみを晴らそうとしているのか、得え物ものの歯が、絶無の腕に穴を穿うがち、ボロ切れのように変えていく。


    　垂たれ下がる腕は、いつ千ち切ぎれてもおかしくない。


    　だが絶無は、悲鳴も上げずに耐えた。表情に薄笑いさえ浮かべて。


    「腹が減ってるらしいな？　食事の作法がなってねえぜ？」


    　そんな絶無の態度が、かえって《犬歯マウスピース》を煽あおり立てる。


    　そこからの馬鹿騒ぎは、祭りの喧けん噪そうを帯びている。


    《犬歯マウスピース》が咥くわえた双そう牙が、敵を嚙み砕く顎あごが繰り出される。


    　絶無の肩に突き立てられる牙。歯が食い込んだ穴から血が二筋、噴水の如ごとくに吹き上がる。


    　敵を振り払おうと、絶無は腕を振る。だが《犬歯マウスピース》は離れず、どころかより深くまで、歯を押し込んでいく。


    　牙きばが肩を貫通した。


    　絶無から絞り出る苦く悶もんの声。


    　地獄の光景が繰り広げられている。正気を保たもっているのかさえ定かではない女が、少女を担かつぎながら青年の躰からだを破壊していく。絶無を襲う牙と挟は、新たに嚙みつける場所を探しては、がりがりと骨を、肉片を削っていく。


    　あまりの凄せい惨さんさに、ぶら下げられたままの美み郁いくは気を失ってしまっていた。


    　そのほうがよかったと思うほど、目を覆おおい尽くしたくなる戦闘風景。戦いと言うよりは、もはや一方的に弄もてあそばれているだけ。


    　遂に絶無が膝ひざを着いた。出血と負傷で、立っていられなくなった彼は、砂じや利りの上に転がる。


    　それでも、攻撃は終わらない。


    　倒れた絶無へ、手加減のない打撃が追加される。武器で、拳こぶしで、両足で、《犬歯マウスピース》は絶無をいたぶり、傷つける。打撃が血と泥の鍵けん盤ばんを叩き、痛切な音楽を搔かき鳴らす。


    　白しら雪ゆきの位置からも、絶無の苦境は窺うかがえた。


    《犬歯マウスピース》の攻撃には、一切の迷いがなかった。彼がただの物体であるかのように、リズム良く殴り、痛め続ける。この場で絶無を殺そうと決めているのは確かだろう。


    　彼を助けなければならない。


    　自みずからの身も顧かえりみず、白雪は飛び出していた。無論彼女に、《犬歯マウスピース》をどうこうできるわけがない。ただ目の前で行おこなわれている残ざん酷こく劇げきを終わらせたかった。その一心で、彼らのもとへ走った。


    《犬歯マウスピース》の視線が白雪をポイント。


    　向かってくる妨害者を、先に取り除いておくことにしたのか。絶無を放り捨て、彼女へ向き直る。いよいよ白しら雪ゆきも、終わりのときかと思われた。


    　しかし、《犬歯マウスピース》は飛びかかってこない。


    　絶ぜつ無むの傷だらけの腕が、《犬歯マウスピース》の片足を摑つかんでいた。白雪へと近寄らせまいと、瀕ひん死しの、意識の有う無むも判然としない彼が、敵を止めようとしていた。


    　足を摑む腕は、震えている。攻撃を受けすぎたために、力が入らないのだろう。


    　振り払おうと思えば、容易たやすかったはずである。


    　だが《犬歯マウスピース》は、絶無の制止を振りきれなかった。


    　そのとき、二度目の奇跡がもたらされていたからだ。


    



    



    　突とつ如じよとして、絶無の躰からだが光を纏まとい始める。


    　先さき程ほど見た閃せん光こうと同じ光の輝きが、彼の躰を覆おおい、全身を白く染め上げている。


    　白雪の眼前で、有り得ない現象が繰り返されていた。


    　ぼろぼろに傷つけられていた絶無の肉体が、回復していく。


    　それも、穏やかな回復などではない。


    　時間が巻き戻るような、瞬時の修復作業である。光が彼を包んだと見る間まに、使い物にならなくなる寸前だった右腕も、完治している。肩の傷も、そのほか、殴おう打だされできた痣あざや削そがれていた筋肉も、何もかもが復元している。


    　超回復などと言うだけでは収まらない、超再生。


    　あれほど傷つき、くたびれていた絶無の躰は、生まれたてのように奇き麗れいになっていた。


    　修復された両足で、立ち上がる絶無。


    　そして奇跡は、それだけで終わらなかった。


    　修復の終わった彼へ、天からの光が降り注ぐ。


    　それは上空、雲の切れ間を裂いて落ちてきた。雷らい光こうとも、流星とも判断しづらい光の軌跡。


    　光が絶無の躰へ接続すると、途端に大気が弾はじけて震えた。


    　彼を中心に、光の波が発生する。


    　それは白雪や《犬歯マウスピース》をも呑み込み、四方へ拡散していく。閃光弾よりも遥かに眩まばゆい光が、白雪の躰を突き抜け、通り過ぎていった。


    　衝撃波が押し寄せたのは、短い時間だけだった。おそらく一秒程度だっただろう。


    　その光が晴れたとき、そこにいた絶無は、絶無ではなくなっていた。


    　静かに、彼は立っている。


    　笑みも、冗談も、そこにはない。あるのはただ、無表情な顔つきだけ。


    　感情を消されたかのような、能面。普段の快活さも、ユーモアも、そこには窺うかがえない。


    　奪だつ思し考こうが伝えてくるのは、虚きよ無むである。


    　様子の変わった絶無を見つめていたのは、白雪だけではない。


    《犬歯マウスピース》も、警戒を強めている。美み郁いくの躰を手元に引きつけ、攻撃されないよう構えている。


    　落ちてきた謎の光と、完全に修復された絶ぜつ無むの躰からだ。それを見れば、警戒するなと言うほうが無理というもの。


    　絶無は、周りの彼女たちに注意を払っていないように見えた。


    　無感動に、立ち尽くしている。一言も発せず、動かない。


    　その姿は、どことなく不気味でもあった。


    　埒らちが明かないと見た《犬歯マウスピース》が仕掛ける。もう一度絶無を這はいつくばらせるため、彼へと挑みかかった。


    　迫る得え物ものと義歯の二重演奏。その猛撃にも、絶無は感情を露あらわにせず。


    　ただ蹴り上げただけである。


    　それは、配慮も何もない一撃だった。


    《犬歯マウスピース》が抱える美み郁いくのことなど、一いつ顧こだにしない絶無の動き。


    　暴挙である。人質を取られている側が行おこなうには、無む謀ぼうな行動。


    《犬歯マウスピース》でさえ、彼がそうした動きに出るとは予想していなかった。彼女は、先さき程ほど攻撃を受け続けることしかできなかった絶無が、子供を諦あきらめ反撃に出るなどとは、想像していなかったのだ。


    　だから、その一撃をかわせず、跳ね飛んだ。


    　反動で、空へ放り出される美郁。宙へ浮き上がった躰は、地面に落ちてバウンドする。


    　白しら雪ゆきは美郁のもとへ駆け寄り抱き上げた。息はしている。目立った傷もついていない。服についた血は、絶無がやられていたときについたものだろう。美郁自身の怪け我がではない。


    　彼女は無事救出されていた。にしても、そのやりかたは強引すぎた。


    　一歩間違えば、彼女は死んでいた。戦闘判断にそつのない絶無にしては、性急な解決法だと思われた。


    　人質を取り戻した白雪は、残された戦士たちに目を向ける。


    　絶無が、視界から搔き消えた。


    　高速移動に入れば、白雪の目には動きを追うことはできない。ぶつかり合う音だけが、墓地にこだまする。


    　目には見えずとも、彼らが動いていく地点は明らかだった。


    　音が響くにつれ、墓石の列が順次破壊されていくのだ。あるいは足場にされ、あるいは激突の余波で、次々倒れる墓石や石塔。それらがふたりの移動ルートを示している。


    　戦闘速度は、先程よりも遥かに早い。


    　刹せつ那な、一ひと際きわ大きな音を立てて、水場横の棚が倒壊した。その跡から起き上がってくるのは、《犬歯マウスピース》。


    　息は荒い。かなり消しよう耗もうしている。躰中から血を流し、打だ撲ぼく傷しようを負っている。絶無の攻撃によってついた傷か。


    　彼女の前には、傲ごう然ぜんとそびえ立つ絶無。全身からは、敵を圧倒する気配が流れている。


    　自分を見上げる女を、感情の籠こもらない目で見つめながら。


    　絶ぜつ無むが《犬歯マウスピース》を踏みつけた。


    　胴から、骨の折れる音が響いた。それでも容よう赦しやせず、足に力を入れ続ける絶無。


    　二度、三度と、スタンピング。内臓ごと、胴を突き破る勢いで、絶無の靴が叩き込まれる。《犬歯マウスピース》は逃れようとしているが、果たせない。重い足音だけが、墓場に響く。


    　今や、両者の差は絶対的だった。


    　優勢を誇っていたはずの《犬歯マウスピース》は、一方的に押されていた。押されるどころか、嬲なぶられている。彼の爪つま先さきが動く度たび、暗殺者の躰からだが衝撃に歪ゆがむ。


    　絶無に、手加減する様子はない。自分がやられたぶんの借りを返す。いや、それ以上の暴ぼう虐ぎやくを返却している。


    　と、絶無の足が止まった。ようやくやめる気になったのかと思いきや。


    　その足が、今度は《犬歯マウスピース》の右腕を押さえるようにあてがわれる。


    　絶無の手が、敵の右腕を摑つかんだ。それを引く。ゆっくりと、しかし確実に。


    　端はたから見れば、敵を引っ張り起こす動きにも思えた。彼の足が、《犬歯マウスピース》の躰を踏みつけていなければ、そうなっていただろう。


    　だが実際に行おこなわれたのは、助け起こすどころの騒ぎではない。


    　腕はぶちぶちと音を立て、もがれていく。絶無は加減も躊躇ためらいもなく、《犬歯マウスピース》の腕を胴体からむしり取ろうとしていた。残忍な行為に、白しら雪ゆきは思わず顔を背そむけてしまう。これを平気で眺めているなどできない。


    　絶無が力を込めていくと、金切り声が上がった。《犬歯マウスピース》のものだ。それにつられて、か細い泣き声も。


    　その声に、我われに返る白雪。


    「絶無！　やめて！」


    　泣き声は、彼女の腕の中、美み日か月つきの妹から上がっていた。悪いときに目を覚まし、絶無の所行を見てしまった子供が、堪こらえきれずに泣き始めたのだ。


    　彼に白雪の言葉を聞き入れる様子はない。手と足に力を入れ続けている。


    　その瞳は、何の感情も映していない。白雪の言葉は届いていない。


    　耳みみ障ざわりな音を立てて、とうとう腕が胴から離れた。


    　その残忍な光景を直視しながら、白雪は彼に制止を呼びかける。


    「絶無！　彼女はもう戦えない！　それ以上やらなくとも！」


    　一年前と同じことを、白雪は叫んでいる。


    　今日彼女にそう叫ばせるのは、甘さではなかった。恐怖だ。


    　このままでは、《犬歯マウスピース》は確実に死ぬ。


    　このまま彼女を殺してしまえば、絶無が、得体の知れない何かに呑み込まれてしまう気がした。


    　だが彼はまるで聞こえていないように、攻撃を続ける。残る《犬歯マウスピース》の腕も、同じようにして胴体から離れた。肺は肋ろつ骨こつごと折り砕かれた。暴ぼう虐ぎやくに次ぐ暴虐。破壊に次ぐ破壊。


    　どれだけ敵を滅めつ多た打ちにしても、絶ぜつ無むは満足しようとしなかった。


    　その嵐を前にしては、呟つぶやくことしかできない。


    「……やめて。……もう死んでる……」


    　その言葉が合図になったのか。


    　ようやく、絶無は攻撃を停止した。棒立ちになったまま、倒れた敵を眺めている。


    《犬歯マウスピース》は、腕を引き千ち切ぎられたショックで絶命していた。


    　敵を殺し終えても、絶無は無言。自分が殺した相手をじっと見つめるその姿に、声をかけるのが躊躇ためらわれた。


    　絶無が、握っていた《犬歯マウスピース》の腕を放り捨てる。


    　こちらを向いた彼の顔には、色がない。


    　そのまま、白しら雪ゆきたちへと向かってくる絶無。彼が自分たちを誰だか認識しているのかすらわかっていない様子に、白雪は怯おびえる。美み郁いくの躰からだを強く抱きしめながら、迫り来る彼を待ち受けることしかできない。


    　突然、彼の歩みが止まった。


    　絶無は苦しみだしていた。躰を抱え、痙けい攣れんしだす。その様子は、尋じん常じような反応ではない。


    「絶無！　どうしたの、絶無！」


    　彼の瞳が、白雪を見た。


    　そこには、彼本来の感情が戻っていた。だが白雪の奪だつ思し考こうは、これまで彼から感じたことのない混乱を読み取っている。


    　それもまた、恐怖だった。絶無にもっとも似合わないと思える感情だった。


    　白雪は声をかけようとした。しかし。


    　絶無は、彼女が近寄るのを待っていなかった。


    　彼は、白雪に背を向け、逃げ出したのだ。


    　あっという間に、彼の姿は見えなくなっている。


    　美郁を抱いたまま、白雪は墓の入り口へ走った。彼を追わなければならない。


    　その思いが渦うず巻まいている。だが泣きやまない美郁を放っておくわけにもいかない。


    　逡しゆん巡じゆんする白雪。そこへ、見知った顔が現れた。


    「あれ？　姉さん。もう帰るとこ？」


    　やって来たのは、白雪の弟、九ここの重え九く音おん。いつもながらの収まりの悪い髪が、墓場の階段で揺れている。


    「九音！　あなた、どうしてここへ？」


    　弟の返事は、気が抜けていた。


    「なんでって。僕もお墓参りにさ。さっき絶無が来て、姉さんがどこへ行ったか聞いてきたんだ。彼がここへ行くって言ってたから、それなら僕もと思って」


    「ちょうどいいところへ来てくれたわ」


    　抱いていた美郁を、弟に引き渡した。


    「美み郁いくちゃんをお願い。私ちょっと、行くところがあるから」


    「え、噓うそ！　困るなあ！　美郁ちゃん泣いてるし、ふたりだけじゃ気まずいんですけど！」


    　戸惑う九く音おんに質問する。


    「あなた、駅のほうから来たの？　途中で絶ぜつ無むとすれ違わなかった？」


    「いや、見てないけど。……って、姉さん！　ほんとに行っちゃうの？」


    　慌あわてる弟には構っていられなかった。


    　すぐに、白しら雪ゆきは走り出している。


    



    



    　墓地を出ると、道は左右に分かれている。右が、九音が来たという駅へ続く道。


    　白雪は左を選んで走る。


    　絶無を捜さなければならない。彼に会って、聞かなければならないことがある。


    　先さき程ほどの光。彼の躰からだが、即座に修復したこと。


    　そして、なぜ苦しんでいるようだったのかを。


    　白雪は、道沿いに絶無を捜して歩いた。足が彼女を急せかす。


    　彼はまだ、付近にいると予想していた。あの様子では、遠くまで行っていないに違いない。


    　予想は当たった。


    　墓地から二百メートルも進まないうちに、踞うずくまる彼を発見した。


    　絶無には、意識があった。傍そばまで来た白雪を認め、小さく呟つぶやく。


    「……何で来た？」


    「私は名探偵ですよ？　逃げるひとを追いかけるのが仕事です」


    　絶無の様子は、弱々しい。一見、負傷はないようだが、躰を動かすのも億おつ劫くうそう。


    　白雪は辺りを見渡した。周囲は、人家もあまりないような場所である。休ませようと思っても、適当な施設もない。


    　白雪の挙動を察したのか、立ち上がりかける絶無。


    「……病院なんか行かねえからな」


    「でも、どこか痛いんじゃ？」


    　白雪の確認には答えず、絶無は足を引きずりながら歩き出そうとする。二歩も行かぬうちに、足がもつれ、倒れそうになった。


    　彼に肩を貸し、腰を下ろせる場所を探す。


    　そうやって進むうちに、道路は行き止まりになった。そこから先は、草木が生い茂っているだけ。


    　ふたりは、丘の上の高台とでも呼ぶべき場所に出ていた。


    　そこまで来ると、絶無はそれ以上歩けなくなったのか、草の上に座り込む。彼につきあって、白雪も道路と草地の間辺りに腰を下ろした。隣から、彼を観察する。


    　絶無の怪け我がは、治っていた。だが彼の衣服は真っ赤に染まっている。


    　返り血で汚れた絶ぜつ無むに、ハンカチを差し出す白しら雪ゆき。


    　彼は受け取ろうとしなかった。


    「……俺は、追いかけてきてほしいなんて、一言も言わなかったぜ？」


    「私がお節介な性分だって言ったのはあなたです」


    「ああ。この一年で、それがよぉくわかったよ」


    　そう言うと、白雪の手からハンカチを引ったくる。だがそれを使おうとはしない。


    　ただ遠くを見つめ、黙っている。


    　夕日は沈みかけようとしていた。


    　絶無は何も言わない。会話の継つぎ穂ほを求め、白雪から話しかける。


    「……美み郁いくちゃんを助けてくれて、ありがとう」


    　絶無が吐き捨てた。


    「昔言わなかったか？　人助けなんて反へ吐どが出る」


    「じゃあなぜ……」


    「知るか。お前の人助け病でもうつったんだろうよ」


    　挫くじけず、絶無に問いかける白雪。


    「説明してくれる？　……さっきあそこで起こったことについて」


    　絶無は話したくないようだった。


    「もういいだろ。《犬歯マウスピース》を倒すってミッションはコンプリートされた。俺が現れた後には、いつでも死体が残ることになる」


    「ふざけないで」


    　本気で怒っているのではなかった。


    「今日は、わからないことが多すぎる。……あなたは私が《犬歯マウスピース》に狙ねらわれていると思って、助けに来てくれた。そこから話して」


    「そうだ、と言いたいところだが。必ずしも、そうじゃねえ」


    　絶無は歯切れが悪かった。


    「俺は《犬歯マウスピース》を狙ってたんだ。捜して殺すよう、指示されていた。なぜならこいつは、《共通意識》の敵だったから」


    「その名前は、前にも聞いた憶えがあります」


    　絶無と会ったとき、彼が何回かその言葉を洩もらしたことがあった。そのときは詳しく聞けなかったが、今は違う。


    　それが何か、気になっている。彼の話を、是非とも聞き出さねばと感じている。


    「口で説明するのはややこしいんだ。できればやりたくねんだが」


    　そう言った絶無だったが、白雪は諦あきらめなかった。無言で、彼が話し出すのを待った。


    　遂には絶無も、白雪の態度に折れてか、話し始めた。


    「……この世界には、共通意識ってのがある」


    　彼は言葉を選んでいるようだった。


    「人間の考えたことを、全部ひとまとめにして溜ためておく場所、とでも言やいいのかな。……たとえばお前が今、俺をぶん殴りたいと思うとする。するとその考えは、お前の頭の中から、共通意識へと伝達されていく。それがおおまかな流れだ」


    　理解できたとは言えなかったが、とりあえず気になったことを尋ねる。


    「何のために、人間の思考を蓄たくわえておくのです？」


    「俺に聞くな。俺だって、そんなことわからん。もともとそういう仕組みになってたんじゃねえか？」


    　不ふ機き嫌げんに、絶ぜつ無む。


    「ずっと昔から、人間は自分たちの思考を練り上げ続けてる。そうやって無意識のうちに、共通意識は造り上げられてきた」


    　昔、というキーワードを軸に、白しら雪ゆきは推測を口にした。


    「……ある学説について、聞いたことがあります。かつて、言語が存在しなかった頃、人間同士のコミュニケーションは、思念波のようなものでなされていたのではないかと。古来、そうした個体間の思考が重要な意味を持っていたのなら、共通意識の存在も、そう胡乱うろんなものでもないのかも」


    　人間の話し言葉、言語とは、赤子が誕生してから、後天的に付与される能力である。コミュニケーションを取ろうとする際、必ずしも言語は必要でない。


    　動物界では、言葉を使う以外の方法で相互のやりとりが成立する。あるものは羽や触しよつ角かく等、体器官の動きで、意志を伝えるし、あるものは分ぶん泌ぴつ液えきで縄張りを主張する。言語とは、それら幾種類ものサインと同列に扱われるだけのものにすぎない。


    　また言語とは、進化の過程において洗練されていった能力でもある。遥か昔、人間が言語を持たなかった時代には、それに代わる意い思し疎そ通つうツールがあったはずなのだ。


    　白雪の説明に、絶無は感心しなかった。


    「どうとでも、好きに考えりゃいい。考えるのはお前の得意分野だろ？　ともかく、それはあるんだ。あるって前提で、話を進めるぜ？」


    　白雪が頷うなずくのを待ってから、彼は話を再開する。


    「人間の思考が造り出したフィールド、それが共通意識であり、俺の依頼者だ。そして、俺を造り出した存在でもある。……俺は、共通意識によって産み出された。俺は、普通の人間じゃねえんだよ」


    　突とつ拍ぴよう子しもない告白に、絶句する白雪。


    　そんな彼女を眺めながら、絶無は苦笑。


    「信じろと言って、信じられる話じゃねえのはわかる。だが、俺の躰からだが、共通意識があるって証拠だ。さっきの有様とこの躰を見れば、信じるしかねえだろうよ」


    　先さき程ほどの超回復。確かにそれは、一般の事象で説明できる現象ではない。


    「共通意識は人間の思考が造り出したフィールドだ」


    　重要事項を繰り返す絶無。


    「そして、そこには独自の意志らしきものさえある。共通意識は、自身の考えに基づいて、人間界に介入する。俺たちがここで話している間にも、奴は奴で、色々考えてるわけだ」


    「待って。共通意識には、個人的な人格があるというのですか？　だとしたら」


    「ひとつの人格、ってのは、ちょっと違うと思う」


    　認識の訂正が要求される。


    「ひとつの大きな流れ、とでも言っておくか。共通意識には、様々な奴の思考が混ざっている。それが絡まり合って、意思らしきものを構成してるんだろう」


    　頷うなずく白しら雪ゆき。彼女が理解したと考えたのか、絶ぜつ無むは先へ。


    「だがそれは、あるひとつの明確な意図を持っている。それだけが、唯ゆい一いつ共通意識の中で確固たる信念、と言ってもいいだろう。共通意識は、人間のために力を貸そうとしている」


    　ここで絶無は、白雪に笑いかけた。


    「考えてみれば納得できるだろ？　なにせ共通意識は、人間の思考をもとに造られるんだ。万が一、自分に餌えさをくれる人間たちがいなくなれば、大おお事ごとだからな。だから人間を大切に扱う。彼らが間違った方向に進もうとしているのなら、修正してやろうとする。人間社会に害を為なそうとする奴がいれば、力ずくで排除する。自みずからの拠よりどころを失わないように」


    「人間が死滅しないよう、導みちびき手となる。そういうことですね？」


    「ああ。やばそうな戦争けんかが起これば、それを解決しようとするし、人類を滅亡させかねない製品が作られようとしていれば、それをぶっ壊そうとするんだ。お節介なんだろうな、誰かさんと同じで」


    　真剣なのか、茶化しているのかわからない口調で、話は続く。


    「だけど悲しいかな、共通意識は空気みたいなもんで、実体を持たない。概念上だけの存在だ。奴が人間界に手を出すためには、人間と同じく、物質的な器が要いる。……そうして造られたのが、この俺だ」


    　自らの胸を指しながら、彼は言った。


    「俺は、共通意識からの指示を受けて動く暗殺者だ。人間にとって有害な存在、世界の敵を殺すのが、俺の仕事」


    　彼の告白は、急すぎた。


    　白雪は、何とも言い返せない。彼に対し、かける言葉が見つからない。


    　沈黙が、話の続きを引き出していく。


    「俺には記憶も、何もねえ。気がつけば俺はこの世界にいて、この役目に就いていた。階きざはし絶無ってのも、日本用の名前でしかない。他の国に行けば、俺はまた違う名で仕事をする。……支援者はいない。完全に単独行動だ。共通意識が行けと言ってきた場所に行って、そこで殺すべき野郎を殺す。仕事内容は、そう難しくもねえ」


    「個人経営者なんですね？　バックアップなしで、やっていけるんですか？」


    「俺の躰からだは、エネルギー補給を必要としてねえからな。食いもんは要らんし、寝なくとも平気だ。ロボットみたいなもんさ。それに、これまで殺した奴から巻き上げた金があるから、資金面で困ることもない」


    　そう語る絶ぜつ無むからは、嘲ちよう笑しようめいた気分が感じられた。


    「これで、俺が何者なのかわかったろ？　……俺は、殺しの専門家だ。人類の総元締めにそう造られ、そいつのために、標的を殺し続けてる。《犬歯マウスピース》を殺そうとしてたのも、お前のためばかりじゃねえ。殺せと指示されたから、そうしようとしただけさ」


    　貸していたハンカチは、彼の手の中でねじられていた。


    　聞きたかった謎は、ほとんど聞き終えていた。それでも不明な疑問点を問いかける。


    「どうして《犬歯マウスピース》を倒した後、逃げようとしたの？」


    　白しら雪ゆきの問いに、絶無は若じやつ干かん硬直する。


    「さっきのあなたは、いつもとは違っていた。《犬歯マウスピース》を踏みつけていたとき、様子がおかしかった。それはなぜ？」


    　先さき程ほど、《犬歯マウスピース》の腕を引き千ち切ぎったときのことだ。


    　暗殺には慣れているはずの彼が、平常心を失っているように見えた。もしくは、何も考えていないかの如ごとくに見えた。


    　敵に攻撃され、怪け我がを負おっていたからだ、とは言えないだろう。彼は戦いの専門家である。痛みで錯さく乱らん状態に陥おちいったとは、考えられない。


    「……あれも、共通意識が俺に与えた特性だ」


    　嫌いやそうに説明する。


    「俺は、様々な敵と戦わなければならない。世界には、お前が考えもつかない技を持った敵がいくらでもいる。奴らは手て強ごわく、厄やつ介かいだ。俺は共通意識によって、並の人間では及びもつかないほど高パフォーマンスに設計されてるが、それでも苦戦する場合がある」


    　空を仰ぎ見る絶無。


    「そんなとき、共通意識は俺に手を貸してくる。手を加えてくると言ったほうが、正解に近いな。……俺の力だけで殺せない敵だと判断したとき、共通意識の思考が、俺に接続する。そうなると俺は、自我を乗っ取られ、俺の躰からだだけが暴れ回ることになるのさ」


    　思い返せばあのとき、絶無を包むように、天から光が降臨していた。


    「空から落ちてきたあの光。あれが、共通意識の意志を象徴する光なんですね？」


    「そうだ。押しつけがましい、共通意識からのプレゼントだよ。……共通意識は、人間の思考が集まってできた塊かたまりだ。俺と戦ってる奴の思考も、すべて自分の中に抱えてる。俺がピンチになると、奴は敵の情報を分析し、それを上回れるだけのスペックを、俺に追加してくるんだ」


    　言うなれば絶無という端末に、修正パッチが当たっていくような現象か。


    「さっきのが、その好例さ。《犬歯マウスピース》にはドーピング禁止だなんて言っておいて、ルールに合わない違反をしてたのは、俺のほうだ」


    　忌いま々いましそうな舌打ち。


    「一いつ旦たん、共通意識ボスからのオーダーが入れば、俺はその命令に従わなければならない。標的を殺すまで、止まれないんだ。俺の意志に関係なく、俺は戦うことになる。なりふり構わずにな」


    　そうなれば、ああした風景が繰り返されることになる。


    　戦いを厭いとわない彼も、意志の宿らぬ暴行を喜んでいないようだった。


    「残ざん虐ぎやくな奴だって思っただろ？　一応言い訳しておくぜ。俺が好きで、《犬歯マウスピース》をぐちゃぐちゃにばらしたんじゃねえって。……まあどっちみち、殺すことに変わりはねえんだが」


    　絶ぜつ無むは、笑おうとした。だが突然、頭を押さえ、苦しみだす。


    「絶無！　大丈夫？」


    「フィードバックだ。……共通意識とコンタクトすると、しばらくはこの状態が続くことになる……。力を供給される副作用みたいなもんだ」


    　路上で踞うずくまっていたときのように、全身が震えている。とても平気そうには見えない。


    「痛むのは頭ですか？」


    「……全部だ。頭、躰からだ。躰中の器官が、俺自身を拒絶してるように抵抗しやがる」


    「横になったほうがよくない？」


    「放っておいてくれ。時間が経てばましになる。悪い時間が通り過ぎるのを待つだけだ……」


    　言いながらも、彼は回復する兆きざしを見せない。


    　ついには吐と血けつする。吐き出された血を浴びて、ハンカチが真っ赤に染まった。


    「絶無！」


    「……くそっ……」


    　倒れかかる絶無。慌あわてて白しら雪ゆきは、彼の躰を支えた。


    　その後も、痙けい攣れんと絶叫は、半時に亘わたって収まらなかった。その間、白雪はずっと彼の傍そばに居続けたが、彼が今にも死んでしまうかと、恐きよう々きようとしながら待っているしかできなかった。


    　白雪ですら恐れさせるほど、彼の症状は酷ひどかった。何度も血を吐き、悶もだえ苦しみ。


    　ようやく目を開けたときも、意識があるのかないのか判別できないほど、虚うつろな目をしていた。


    　そんな状態だったからこそ、口が弛ゆるんだのか。


    　白雪にもたれかかりながら、絶無は呟つぶやく。


    「……見られたくなかった」


    「え？」


    「……共通意識に操あやつられてるところを、見せたくなかった。躰のことも、お前に知られたくなかった。俺は、俺が人間じゃないことを、隠しておきたかった。だが、ばれちまった」


    　絶無の声は、自じ嘲ちようの響きを含んでいる。


    「自分が人間じゃないなんて自己紹介するのは、間まが抜けてると思うだろ？」


    　話し終えた絶無は、笑顔を向けてくる。


    　それが、ひどく悲しげに見えた。


    　だから、白雪は言う。


    「……初めてあなたに会ったとき、私はどうしてもあなたを悪だと断定できなかった」


    　ぽつぽつと、内心を語る白しら雪ゆき。


    「私の奪だつ思し考こうが、そう感じた。……奪思考は、相手の本質を把は握あくする。あなたは悪いひとじゃない。……あなたがやっている仕事は、素直に誉ほめられないけど」


    「……何が言いたい？」


    　苛いら立だつ絶ぜつ無むに語りかける。


    「結果的に、あなたは多くのひとの助けになってる。今日だって、私と美み郁いくちゃんを助けてくれた。あなたがいなければ、私たちはここで殺されていたでしょう。……だから、そんなに自じ虐ぎやく的にならなくてもいいと思う」


    　彼の憂ゆう鬱うつを晴らしたい一念で、白雪は友人を諭さとす。


    「誰かを殺すのが良いことだ、とは言えない。けれど、それによって救われた者もいる。あなたは困っているひとを救きゆう済さいしている。自みずからの身を犠ぎ牲せいにしながら、世界を救い続けてる」


    　白雪の言葉は、彼にも聞こえていたようだった。


    「自分自身も救えない《救世主》か。嗤わらえるな。俺にぴったりの渾あだ名なだろうよ」


    　白雪の称賛を、絶無は拒む。


    「俺は凶悪犯なんかを殺すことで、世間のためになってる。それは、そうかもな。そこだけを切り取るなら、お前の言うとおりなのかもしれねえ」


    　彼の顔からは、笑いが消えていた。


    「だけど俺は、喜べない」


    　声には力が欠けていた。


    　いきなり、絶無が道路に拳こぶしを打ちつけた。全力での一撃に、アスファルトは瞬時に砕けていた。勿もち論ろん、無造作にコンクリートを殴った彼の拳も、無事では済まない。摩ま擦さつと衝撃で、指の皮がめくれ、傷跡からは血が流れる。


    　そして直後、負傷した部分が光を放ったかと思えば。


    　それだけで、絶無の傷は跡形もなく消え去っている。


    「……これがな、俺だ」


    　己おのれの拳を見せつけるように突き出しながら、彼が呟つぶやく。


    「俺は、お前たちとは違う。俺は人間じゃねえ。これは、まともな人間が持っていていい肉体じゃねえ」


    　白雪に問いかける絶無。


    「お前が俺だったらどう思う？　便利だって考えるか？　ああ、便利だろうとも。いくら暴れようと、ダメージすら残らねえんだからな。なら、自分がこうなりたいと思うかよ？」


    　絶無の声には、悲しいほどの実感が籠こもっていた。


    「お前なら、俺の境遇と、代わってもいいなんて思えるか？　……誰だって無敵のスーパーヒーローになりたいと夢見ることはあるだろう。だが実際、自分がなってみりゃ、そう愉快でもねえことはすぐにわかる」


    　切り刻まれても、傷いたまず、死なず、修復され続ける躰からだ。


    　それは、不死を約束されたも同然の、祝福された肉体だった。


    　だが翻ひるがえせば、それは、異常でもある。


    　不死の約やく定じようは、見方を変えれば、死ねないということ。終しゆう焉えんを迎えることなく、生き続けることを余儀なくされるということでもある。それはもはや祝しゆではなく、呪じゆだとも言える。


    　奇跡の肉体を与えられた青年が言う。


    「共通意識と接続した後の苦痛も、回を追う毎ごとに酷ひどくなってやがる。……正直、俺がどこまで俺でいられるか、いつまでこの躰からだが保もつのか、わからねえ。自分のことについても、わからねえことだらけさ。俺には、何も知らされてないんだ」


    　白しら雪ゆきに向かって、絶ぜつ無むは嘆なげく。


    「結局俺は、都合のいい駒こまなんだよ」


    　痛みの引かない躰と心を抱えながら、彼は自分を呪って、慟どう哭こくする。


    「俺は道具にすぎない。俺は人間ではなく、人間のまがいものだ。姿形はよく似ていても、俺は、お前たちにはなれない。俺には、テレビのチャンネルを替える権利くらいしか与えられてねえのさ」


    　彼の自じ嘲ちようには、頷うなずけるところもあった。


    　共通意識によって造られた肉体と精神。共通意識の気き儘ままによって、随時作り替えられるそれを持つ絶無は、人間の枠からはみ出ている。彼は、人間たちの仲間に入れない。


    　そうした疎そ外がい感を抱えながら、彼は命令に従い、殺し続けなければならない。


    　誰がそれを受け容いれられるというのか。たとえそのためだけに産み出された生命体であったとしても、彼には考える力も、感情も与えられている。


    　自分について、無自覚ではいられない。自分とは何かを考えてしまう。


    　行き着く先には、絶望しかない。


    「だからお前の言うことも、甘っちょろい理想論にしか聞こえねえよ」


    　絶無の嘆きに、答えを返せなかった。


    　そんなことはないと言ってやりたかった。だが、彼の身の上になれば、どんな言葉も、薄っぺらく思えるだろう。


    　白雪は、絶無の思いに同調する。


    　奪だつ思し考こうが、彼の悲しみを読み取っていく。


    　運命に縛られている生。


    　誰とも苦く渋じゆうを分かち合うこともできなければ、嫌いやだと投げ出すことも許されない。


    　それがどれほど辛つらいかを想像する。


    　ひとりきりで生き続ける青年に、同情した。


    　そんな彼の悲しみに共感し、その痛みを、我がことのように感じて。


    　うつむいた。


    　本人が泣いていないのに、涙をこぼすのは、ルール違反だ。彼は同情など欲しがっていないだろう。


    　絶ぜつ無むも、彼女の態度に気づいたのか。


    「つまらねえ話は、ここまでだ」


    　立ち上がる絶無。


    「見当違いなグチを聞かせたな。忘れてくれ。お前にだって、解決できない問題はある」


    　そこで話を終わらせれば、それきりになってしまう気がした。


    　知らずのうちに、手を伸ばしていた。その手が絶無の腕を摑つかむ。


    「私は名探偵、九ここの重え白しら雪ゆきです。私に解決できない問題なんてありません。……あなたの願いを言って。私がそれを聞いてあげます」


    　戸惑いつつ、絶無は穏やかに首を振る。


    「これは俺の問題だ。宿題は、自分でやらねえと」


    「言ったでしょう？　私、お節介なんです。ちょっとやそっとじゃ、引き下がりません。私は、あなたを助けたい。だから、親切を押し売りするんです」


    「なんだそりゃ？　理屈になってねえぜ」


    　摑んでいた腕は、振りほどかれた。


    　だがそれが、拒絶の意志からの行為でないことを、白雪は感じている。彼の抱える苦悩を知った今なら、彼が孤独でいようと自制する気持ちも理解できた。


    　明後日あさつての方角を見つめながら、絶無は言う。


    「願いを持っていいなんて思わねえよ。……だがもし、それが許されるなら」


    　聞こえないほどの小声で、彼は願いを口にした。


    「……できることなら、俺は、この運命から自由になりたい」


    　そう囁ささやくように言い終えて。


    　気がつけば、絶無はいなくなっている。


    　夕日は山の端はに落ちきっていた。空には星が瞬またたき始め、眼下の街灯に、光が点ともり出す。


    　先さき程ほどまで寄り添っていた彼の体温が感じられた。陽の落ちた山間部、ひんやりとした肌寒ささえ覚え始めた躰からだに、その温ぬくもりは不快ではない。


    　絶無の手を思い出す。


    　摑んだ手の感覚は温かかった。手を伸ばせば届くところで、青年は生きていた。


    　その命が、偽いつわりであるはずがない。


    　彼は生きていた。人間でない彼もまた、彼だけの望みを持っていた。その願望を、けして叶かなうはずのない願いだと考えながら、日々を過ごしていたのだ。


    　誰もが、願いは叶うと信じてもいいはずだった。


    　彼の願いを、叶えようと思った。
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    【記憶の回想／２０００／０２／２９／２３５４：２４】


    　階きざはし絶ぜつ無むと出会ったことで、私の人生は変化した。


    　彼の話が、私に与えた衝撃は大きかった。


    　共通意識なるものが存在するという、雲を摑つかむような話。


    　そして、彼の躰からだについての秘密。


    　彼は何者にも傷つけられない肉体を持っていた。彼は奇跡に祝福された躰を与えられ、そしてそれを使って正義を行うことを求められていた。


    　世界に仇あだなす者を、この世から抹まつ消しようするという使命。


    　その秘密を、彼は私に話してくれた。ある意味、私たちが似ていたからこそ、彼もそれを話してくれたのだと思う。


    　自みずからの内に空虚を抱え、それを満たすため、他者のために何かをなそうとしている。


    　彼と私は、そうした類るい似じ点てんを持っていた。だからこそ、私は彼に共感し、彼を救いたいと思ったのだ。


    　それまでの私は、漫然と生きていた。誰かのためになることをしたい。その欲求は、心からの思いであったものの、その対象は幅広く、特定の個人に対するものではなかった。


    　だが私は、絶無に会ってしまった。《救世主》と私が名づけた、人間ではない人間に会い、彼の運命を聞いてしまった。


    　それがきっかけで、私もまた、希望を持つことになったのだ。


    　彼の願いを叶かなえる。それが、私の望みになった。


    　人間は、人間に触れることで変わっていく。


    　それもまた、偶然が導みちびく作用のひとつだ。


    



    



    【１９９７／０２／１５】


    　このところ、白しら雪ゆきは事務所に籠こもりがちだった。


    　学校も仕事も脇に置いて、あることのみを考え続けている。


    　半年前、階絶無の話を聞いてから、彼女はその件にかかりきりになっていた。


    　人類の思考が蓄積されてできた、共通意識。


    　その共通意識が、人間界に介入するため造り出した、階絶無。


    　彼を共通意識の支配から解放する術すべについて、頭を悩ませている。


    　彼は、自らの躰や在ありかたを嘆なげいていた。白雪は、どうにかして絶無の悩みを解決したいと思っている。


    　共通意識と繫つながっていることで、絶無には様々な恩おん恵けいと弊へい害がいがあった。中でももっとも危険だと思われるのは、共通意識との接続による、精神、肉体への過重フィードバック。


    　絶ぜつ無むの話によると、彼の肉体は、大きく分けてふたつの特性を持っているらしい。


    　まずひとつが、被こうむった損傷の修復。


    　多少のダメージなら、絶無の肉体は瞬間的に回復してしまう。これが、白しら雪ゆきが《救世主》と名づけた彼の特徴である。つまり、ある程度の敵を相手に戦う場合などは、絶無はほぼ無敵なのだと言えた。


    　問題は、彼の現能力を上回る敵と戦う場合なのである。


    　絶無が危地に陥おちいった場合、共通意識は強制的に彼へと接続を試こころみてくる。そうなると絶無は、『階きざはし絶無』という人格を失い、共通意識が直接肉体を操作することになる。


    　そして敵を倒し終えた後、再び絶無へ主導権が返却されるのだが、その際、精神へ負ふ荷かがかかりすぎるのだ。


    　共通意識は過去から現在までの、人間の意志の総体とも言えるものである。思考にも質量、データ量があると考えた場合、共通意識の総量、データの重さは、人間数百億人分にも達する計算になる。それを、一個人の脳内に押し込めるのだから、脳がオーバーフローを起こしても当然だろう。共通意識との接続後に絶無が見せる拒絶反応は、そうした理由がもとで起こるのではないか。


    　白雪はそう考えた。考え、その解決法も思案している。


    　簡単に言うと、解決法はある。


    　接続が危険なら、それを起こさせないようにすればいい。絶無が共通意識と繫つながる点が問題なら、繫がらせないようにすればいいのである。


    　その案は、さっそく試ためされている。


    　一度、絶無に共通意識から、標的の暗殺指令が下されたことがあった。その機会を利用し、ふたりは実験を試みたのだ。


    　即すなわち、その指令に従わず、標的を殺しに行かなければどうか。


    　結論から言えば、その作戦は失敗だった。


    　絶無が共通意識からの指示を無視してから数時間後、彼は意識を失った。そうして、共通意識にコントロールされ、標的を殺しに行ってしまった。指示を拒否することはできない。それが得られた情報のすべて。


    《救世主》は、共通意識が実世界に対して自分の主張を通せるよう、[image: ]造された存在である。共通意識は、彼らにとって絶対不可侵の親玉であるらしかった。


    　痛みを伴う能力上昇を避けるため、敵と戦わないという手は、選べない。


    　白雪の作戦は、いたずらに絶無を疲ひ弊へいさせただけに終わった。


    　そうしたここまでの経けい緯いもあって、白雪は悩み続けている。


    　リビングのソファ周りは、白雪が集めた資料や、計算が走り書きされた紙などで埋うめ尽くされていた。その中心で、白雪は目標、絶無解放へ向け、努力している。


    「向こうが彼を放っておいてくれないなら、こっちから完全に縁を切らないといけないんですよね……」


    　考慮の末たどり着いたのは、共通意識と絶ぜつ無むの精神リンクを切断することはできないか、という試算だった。


    　閃ひらめいたそのアイデアは、良さそうに思える。


    　ただ、その方法となると、皆かい目もく見当がつかない。


    　共通意識は、実体を持たない概念である。空気と同じで、目には見えないし、触れない。三次元上に存在する物体ではないのだ。


    　そうした不確定なものと、どうやって繫つながりを切ればいいのか。


    　例えるなら、『美しい』という言葉を、無理矢理忘れようとしているような具合である。


    『美しい彫刻』は、壊すことができる。『美しい絵』は破り捨てることができるし、『美しい生き物』は、いずれ死ぬ。けれど、『美しい』という感覚を、抱かなくすることはできない。ひとの精神に、物理的なメスは入れられないのだ。


    　実体のないものを、どうやって拒絶すればいいのか。


    　思考の天才、白しら雪ゆきも、すぐには答えを出せないでいた。


    　彼女は焦あせっていた。こうしている間にも、絶無はどこかで未知の強敵と出会い、戦い、共通意識と繫がって、許容量オーバーで倒れているかもしれなかった。


    　白雪が溜ため息いきをついて、思案を練り直そうとしていたところへ。


    　玄関が開く音が聞こえた。


    　客ではない。白雪は目下、探偵を休業中であり、名目上、事務所は閉ざされている。依頼者が来るはずはない。事実、玄関にも鍵かぎをかけていたはずだった。


    　とすれば、やって来たのは身内の誰かか。


    　考えていると、リビングのドアが開いた。


    　戸口から覗のぞいたのは、髪を縛った小さな顔。


    「白雪さん、こんにちは」


    　礼儀正しく頭を下げたのは、美み郁いくだった。


    　学校の帰りに寄ったのだろう。ランドセルに、防寒用のダッフルコートを着込んでいる。


    「あれ、美郁ちゃん？　美み日か月つきなら、今日は来てないけど？」


    「違うの。……私、白雪さんに、相談聞いてもらいたくて来た」


    　そう話す美郁の顔は曇っている。心なしか、元気がないようにも見えた。


    　どんなに忙しいときでも、一ひと度たび誰かに困った顔を見せられれば、構わずにはいられないのが白雪の特徴。


    　絶無の問題は一ひと時とき置いて、美郁の相談を聞いてやることにした。


    「ちょっと待ってね。座れる場所を空けるから……。何か飲む？　外、寒くなかった？」


    「飲み物は要いらないです」


    　美郁は、すぐに本題に入る。


    「相談したいのは、お姉ちゃんのこと。……お姉ちゃん、九く音おんとつきあうんだって」


    「……へえ……」


    　その話なら、無論知っていた。だから感嘆符の『へえ』ではなく、とぼけた感じの『へえ』になった。誤ご魔ま化かすときに使うニュアンスの、『へえ』である。


    　ふたりが急接近したのは、昨年末の暮れ辺りから。白しら雪ゆきが関わった事件の過程で、ふたりで行動するうちに仲良くなったらしい。


    　白雪としては、美み日か月つきにとって良いことだと思っていた。他人と深く関われば、美日月の人間嫌いも、少しは中和されるのではないかと見込んでいる。


    　だが美み郁いくは、白雪とは異なる意見を持っているらしい。


    「美郁ちゃんは、ふたりが仲良くするのに反対なのね？」


    「絶対に反対！　どうしてもって言うなら、私、学校行かない。ストライキする！」


    　美日月の妹らしい抗議の仕方だった。白雪は尋ねてみる。


    「ちなみに、どうして反対なの？」


    　顔をしかめながら、美郁は一刀両断。


    「九く音おん嫌い」


    「九音のどこが嫌い？　悪い子ではないと思うけど？」


    「へたれ。チャラい。だらしない。馬鹿。鈍どん臭くさい。お姉ちゃんを、いやらしい目で見る」


    「……どれも実の姉には厳しい意見……」


    　言いすぎ、評価が低すぎだとは思うが、さりとて否定もしづらい。


    　美郁は、すがりつかんばかりの勢いで頼んでくる。
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    「お願い、白しら雪ゆきさん。九く音おんとお姉ちゃんに、つきあわないよう言って。言ってくれたら、私、何でもするから」


    　いくら真剣に頼まれても、こればかりは安やす請うけ合いできない。


    　恋愛のメカニズムは、どんな名探偵にも容易に解けない謎である。当人以外の者が何を言おうが、恋人たちには聞き入れてもらえないだろう。


    　困り果てた白雪は、罪のない責任転てん嫁かで逃れることにした。


    「ふたりのことは、私じゃなく、神様にでも頼んでもらうしかないような……。美み郁いくちゃんが頼めば、神様も聞いてくれると思う」


    「神様、聞いてくれなかった！」


    　美郁が声を張り上げる。


    「だって白雪さん、昔、私がいい子にしてたら、どんなお願いでも叶かなうって言った。私、いい子にしてた。でも叶わなかったもん」


    　一転して、泣き出す寸前まで落ち込むテンション。


    「私、悪くないもん。神様が悪いんだもん」


    「……どういうことか、教えてくれる？」


    　白雪が優しく尋ねると、美郁はしゃくり上げながら話し出す。


    「……私、お姉ちゃんを取っていかないでって頼んだ。でもそのお願い、全然叶わなかった。九音が、私のお姉ちゃん連れて行っちゃう……」


    「そっか。それで……」


    　美郁が、ここまで姉たちを別れさせようとしている理由がわかった。


    　少女は、取り残されるのを恐れていたのだ。


    　彼女は、物心ついたときから姉とふたりで暮らしていた。ただひとりの肉親が、自分から離れていってしまおうとしているのが怖かった。


    　純真な心故ゆえに、想像が感情に直結してしまう。


    　白雪は微笑ほほえむ。


    「美み日か月つきは、取られたりしない。彼女はどこにも行かないし、ずっと美郁ちゃんを大事に思ってる」


    「ほんと？」


    「本当です。名探偵は、噓うそなんて言いません。私が噓吐ついたことあった？」


    「ううん。一度もない」


    　首を振る子供に、


    「じゃあ、相談はお終しまいね？　休憩にしましょう。お菓子もあるし、名探偵は、紅茶を淹いれる能力にも秀ひいでているんです」


    「名探偵格好いい！」


    　白雪は飲み物の準備に台所へ立つ。リビングの隣には、簡単な調理ができるよう、キッチン用具一式が備えつけられている。


    　白しら雪ゆきが淹いれた紅茶をすすりながら、ふたりはしばし雑談に興じる。


    　話していると、美み郁いくはだいぶ落ち着いたようだった。小さな手でカップを支えながら、白雪に言った。


    「美味しい紅茶は、『優しい味がする』って言うんだって。優しいひとが淹れると、優しい味になるのかな？」


    　カップの中身を見つめながら、美郁は続ける。


    「本物の神様もきっと、白雪さんくらい優しいと思う」


    「本物の神様？」


    「今いる神様は、きっと偽にせ物もの」


    　考えながら、美郁。


    「私がお祈りしても、本物の神様には届いていかない。うちに来るはずの郵便が、お隣のポストに入ってるみたいに、違うところに届けられてる」


    　カップを持つ白雪の手が止まる。


    　その瞬間、白雪は美郁の言葉に、引っかかりを感じている。


    　彼女の何気ない一言は、何かを連想、発想するときの手応えに似た感覚をもたらしている。


    　少女が話した内容は、先さき程ほどまで白雪が考えていた共通意識の問題と、深く結びついているように思えた。


    　頭をよぎった違和感を逃さないよう留意しながら、美郁に向かって、白雪は言った。


    「……ちょっといい？　今からいくつか質問するから、答えてくれない？　わかる範囲でいいから。お願い」


    「？　いいよ？　何聞くの？　算数？」


    「いいえ。テストじゃないの。あなたがどう考えるか知りたいだけ……」


    　白雪の思考が、回転を始める。


    　それまで自分のことでいっぱいだった頭が切り替わる。奪だつ思し考こうを使う準備を整えていく。


    　白雪の奪思考は、この数年で、飛躍的な進歩を遂げている。


    　これまでは直感的な把は握あく能力でしかなかったそれは、数々の実戦で経験を積んだことによって、より精度と具体性を向上させていた。今では、相手の考えていることの七割がたを理解できるところまで到達している。


    　それを、彼女に試ためしてみてはどうかと思いついたのだ。


    　彼女は、美郁の思考に注意を移していた。美郁の思考であれば、現在抱えている問題、絶ぜつ無むや共通意識についての諸問題に、別の切り口を与えてくれるのではないかと思った。


    　自分にはない感性で考えれば、また違う解答が導みちびき出せるかもしれない。


    　白雪は、質問を始める。


    「まず、……今、美郁ちゃんがとても大事なことで、困っているとします。そのつもりで、一生懸命考えてください」


    　頷うなずく美郁に、質問をぶつけていく。


    「あなたが困っているのは、ある敵がいるからです。……それはとっても手て強ごわい敵で、美み郁いくちゃんがいくら切っても叩いても、まったく平気なの。……想像してる？」


    「うん。できてると思う」


    　言葉どおり、美郁は目を閉じ、真ま面じ目めに考え込んでいる。


    　白しら雪ゆきは、少女の思考を覗のぞき込む。同調することによって、相手の思考を読み取る奪だつ思し考こうが、美郁の思考をトレース。


    　途端に広がる思考領域。


    　それは、今までに感じたことがないほど、雄大な思考のフィールドだった。


    　通常、個人に対し奪思考を使用した場合、思考は表面に浮かんでいるものから順に汲くみ上げられる。その人物が強く考えている内容ほど、クリアに読み取ることができる。


    　けれども、美郁の思考は違った。


    　白雪が読んだ彼女の考えかたには、まとまりがなかった。


    　いや、まとまっていないというよりは、混こん沌とんとしていた。まるで生命が誕生する直前の海のように、そこには思考の源みなもとが含まれ、漂っていたのだ。


    　それは、理論的に系統づけられた思考ではなかった。


    　系統づけられていないのが、当たり前なのである。


    　美郁の思考は、理屈でものを考えるには幼すぎた。


    　これまで白雪は、彼女くらいの年頃の者に対し、奪思考を使用した経験はなかった。それが今回初めて使ってみたことで、その活力に驚かされることになった。


    　子供の思考は、純粋である。


    　大人たちのような明確さはないが、そのぶん既存の概念に囚われきっておらず、余分な所見も混ざっていない。


    　彼女の思考に触発されながらも、白雪は質問の先を続ける。


    「ある日、美郁ちゃんは、その敵を倒さないといけなくなりました。というのも、敵が、美郁ちゃんと仲がいいひとたちに、悪いことをし始めたからです。……さて、美郁ちゃんなら、その悪い奴をどうやってやっつけますか？」


    　美郁は一心に頭を捻ひねっている。


    　その間も働き続ける、白雪の奪思考。


    　答えはすぐに返ってきた。


    「部屋の隅っこに誘おびき寄せて、ぽい、ってする」


    「ポイ？　その悪い奴、美郁ちゃんの頭の中では、どんな見かけをしてる？」


    「虫」


    　イメージが押し寄せてくる。


    　美郁が敵という単語で連想していたのは、家に出る害虫のようなもの。


    「虫はちょっと違うかな。それは、手で触さわったりできないの。虫は触れるでしょう？」


    　反応は早い。


    　思考を修正してやると、美み郁いくはすぐに理解した。子供の頭は柔軟である。


    「そっか。煙みたいな奴なんだね？」


    「そうね。近いかも。……触れられなくて見えない。そういう、お化けみたいな敵」


    　白しら雪ゆきの言葉を聞いただけで、少女は敵と、その対処法を考え直し始めていた。奪だつ思し考こうを通じ、美郁の思考が変化していくのがわかる。


    「煙なら、袋みたいな容いれ物ものに集めたらいいと思う」


    　力説する美郁。


    「お化けなら、お札ふだとか使って封印しちゃうんだよ。魔法の電子ジャーみたいなのに閉じ籠こめて、海に捨てればいい。この前テレビで見た」


    　美郁の意見は、先さき程ほどの所見から発達したアイデアのように思われた。


    　共通するのは、ひとつところに集めてから処理する、という方法論。


    　集めて。寄せて。その単語が、白雪の思考にインスピレーションを与える。


    　寄せる？　どうやって寄せる？


    　悩んでいた白雪の思考が、重大な解を見み出いだした。


    　共通意識を意図的に誘き寄せればいいのか。


    「……なるほど。触さわれないものなら、触れるものに媒ばい介かいさせて処理すればいい。……そうです。難しく考えることはなかった。絶ぜつ無むという媒体は既すでにあるのだから、そこに共通意識を固定することができれば……」


    「白雪さん？」


    　美郁の呼びかけで、我われに返る。


    「……ごめんなさい、何でもないの。あなたの言ったことを考えてただけ……」


    　謝罪しながらも、白雪は考察をやめない。


    　彼女を没ぼつ頭とうさせるほど、美郁の語ったアイデアは画期的に思えた。


    　改めて少女を眺める。


    　七なな歳とせ美郁は、普通の少女だった。見かけどおりの、小学校低学年女児。


    　だが、彼女の発想は、白雪にはなかった。


    　白雪は、さらに尋ねてみることにする。


    　彼女なら、ほかにも役に立つアドバイスをくれるのではないかと、期待しだしている。


    「次の質問です。いい？」


    「はーい」


    「さっき言った方法で、その悪い奴を捕まえる用意はできました。でも、またまた困ったことが出てきてしまいました」


    「困ったこと多いね」


    　絶無なら、それが世の中だ、とでも答えただろう。


    「その悪い奴は、とても用心深くて、なかなか捕まえるところまでいきません。美郁ちゃんが言ったみたいな方法を使おうとしても、すぐに気づいて、逃げてしまいます。……あなたなら、どうすればいいと思いますか？」


    　今度は美み郁いくも、すぐに答えられなかった。


    「……私、わからない」


    　長いこと考えてから、困惑した顔で言う。


    　答えられなくて当たり前だろう。


    　この質問に、明確な答えが返るだろうとは、白しら雪ゆきも予想していなかった。


    　白雪が尋ねているのは、どうやって共通意識を倒せばいいかの、大まかな疑問なのである。白雪にも手立ては思いつかない、明確な方向性すら打ち出せていないものに、美郁が完かん璧ぺきな答えをくれるとは思っていない。少しでもヒントになる話が聞ければと、聞いてみたのだが。


    　続く美郁の発言は、またしても手掛かりを含んでいた。


    「私ひとりじゃ思いつけないから、誰かに相談してもいい？」


    「え？」


    　今度も意表を衝つく一言だった。


    「ひとりじゃできないことは、みんなで力を合わせてやるんだよ？　掃除のときとか、みんなでやれば早く終わりますって、学校の先生は言うよ？　だからみんなで考えれば、わからないこともわかるんじゃないかな？」


    　白雪の脳のう裏りに差し込む光こう明みよう。


    　彼女は、何もかもひとりでやろうとしていた。


    　その前提が、ただ一言で覆くつがえされている。


    　始めから終わりまで、ひとりで抱えこまずともよかったのだ。人間ひとりにできることは限られている。白雪といえど、限界はある。


    　悩んでいるなら、他者の力を借りればいい。


    　今、美郁にアドバイスを求めているように、誰かに尋ねてみることで、協力してもらうことで開ける道もあるかもしれない。


    　与えられたヒントに、白雪の思考がフル回転。


    　みんな＝数。数字。量。多様性。


    　連想ゲームのように繫つながっていく単語が、新しい思想を運んでくる。


    　数について考える。


    　敵は、多数の思考から成る思念体。


    　それに対抗するためには、こちらも多人数による思考を集めればいいのではないか。


    　個人では無理でも、集団としてまとまった思考を形成できれば、共通意識と勝負できるところまでもっていける。共通意識とは何かを解き明かし、絶ぜつ無むを救う方法も、考えつくことができるだろう。


    　そのために必要な条件をリストアップ。


    　必要になるのは、まず思考の速度と密度。


    　共通意識のように、人間のデータを蓄積しておけるような、集積システム。


    　それは多角的でなければならない。個人のヴィジョンを、残りの人員が検証、補足できるような仕組みでなければならない。


    　白しら雪ゆきは、そこまでを一気に考察し抜いた。


    　これからやらなければならないことの道筋をつけ終えた彼女は、現実に意識を引き戻す。


    　どっと、疲労が襲ってきた。考えることに集中しすぎたせいか、頭痛がする。


    　くたびれ、ソファにもたれかかる白雪に、美み郁いくが尋ねた。


    「もういいの？　もう質問、終わり？」


    「ええ。もういい。もうわかったから。……ありがとう。美郁ちゃんのおかげで、何とかなりそう」


    「お役に立てて、なによりです」


    　厳げん粛しゆくな顔で言う美郁。


    　その頭を撫なでながら、白雪は呟つぶやく。


    「美郁ちゃんはたぶん、凄すごいひとになると思うな」


    　彼女の言葉を聞いた子供は、顔を輝かせる。


    「ほんと？　私、白雪さんみたいになれるかな？」


    　自分を誉ほめてくれる少女に、白雪は苦笑するしかない。


    「私は凄くなんてない。美郁ちゃんやみんなが思ってるほど、私は立派なひとじゃないの。私にはできないこともたくさんあるし、わからないことも、いっぱいある」


    「でも、白雪さん……」


    　子供は不満そうだった。


    　彼女に向かって、白雪は続ける。


    「今はそうじゃなくても、凄くなろうと願うことはできる」


    　美郁を見つめながら、白雪はゆっくり諭さとすように。


    「私たちは、賢くなろうと思えば、そうできる。……憶えておいて。人間は、成長することができるの。今はできないことでも、努力すればできるようになります。どんなことでも。あなたが諦あきらめなければ、あなたの願いはきっと叶かなう」


    　白雪の台詞せりふは、自分に向けたものでもあった。


    　これから彼女は、困難な件に立ち向かおうとしている。


    　相手への檄げきは、自分自身にできると言い聞かせる意味もあったのだ。


    　美郁は、白雪の話に感かん銘めいを受けたようだった。顔を輝かせながら聞いてくる。


    「じゃあ私が頑張れば、九く音おんとお姉ちゃんを別れさせられる？」


    「……振り出しに戻りましたか」


    　少女は、白雪からの訓示を、自分に都合良く解釈したらしい。


    　ここでまさか、できないとは言い出せない。


    「そうね。毎日たくさん勉強して、ご飯を残さず、早寝早起きを心がけ、お姉ちゃんと喧けん嘩かしたりしなければ、叶うかな？　叶うといい、……かな？」


    　複雑な心境を抱えつつ、白しら雪ゆきは言っておいた。


    　美み郁いくの願いが叶かなうかどうかは、美郁の努力次第だろう。


    　だとすれば、白雪の願いが叶うかどうかも、白雪次第なのだ。


    



    



    　美郁との会話から、半年ほどが経ったある日。


    　白雪は、久しぶりに絶ぜつ無むと会った。


    　事務所を訪れた彼を誘い、屋上へ出る。そこなら、誰かに立ち聞きされる心配はない。


    　九ここの重え探偵事務所の屋上は、ひとが歩き回れるほど広い。洗濯物を掛けるための物干し台のほか、プランターに植えられた花も見える。


    　その脇には、四人が掛けられるほどの、大きなベンチが置かれてある。夏の夜、ここに来れば、遠方で打ち上がる花火を眺めることもできた。


    　屋上にやって来た白雪は、元気だった。


    「ああ！　とても気持ちのいい日ですね！　草木も香る春の足音が、すぐそこまでやって来ていそうな、そんな素敵日和びよりです！」


    　言葉も終わらないうちに、寒風が吹きつける。


    　白雪の背後で、絶無がぼやいた。


    「どこがだ。どう考えても寒いだろ。春の前に冬だ。勝手に季節、飛ばすんじゃねえよ」


    　彼の言うように、季節は晩秋に向かおうとしている時期。晴れた日中といえども、空気は冷たく乾いている。


    　絶無はベンチへ腰を下ろした。


    「お前、やけにテンション高たけえな？　変なクスリでもやってんのか？」


    「失礼ですね。やっていません。麻薬組織なら、先月ふたつばかり壊滅させましたが」


    　言いながら、白雪も隣へ座る。


    　座ってからも、話すのをやめない。


    「先月と言えば、私、ある強盗団を捕まえたんですけど、その一味が犬を飼っていたんです。彼らが一いち網もう打だ尽じんにされてから、その犬をどうするかで、大変議論が紛ふん糾きゆうして。で、結局その犬は私の知り合いの家に貰もらわれていくことになったんですが……」


    　絶無は、彼女の話をまったく聞いていなかった。


    「……何を企たくらんでるんだよ、白雪？」


    　白雪のほうを見もせず、話を遮さえぎる。


    「何か話があるから、こんな吹きさらしのとこまで連れてきたんだろ？　早く用件を言えよ。俺は犬ころの話を聞くために来たんじゃねえ」


    「とても心温まる、ハートフルストーリーなんですけど？」


    「帰ってもいいか？」


    　本題に入らなければならない。


    　今日白しら雪ゆきが言おうとしているのは、絶ぜつ無むにとって非常にデリケートな問題だった。


    　おそらく、彼は反対するだろう。白雪には、絶無の言いそうなことが、一から十まで予想できた。


    　それでも、言わなければならない。


    「……今日来てもらったのは、あなたに言っておかねばならないことがあるからです」


    　白雪は慎しん重ちように切り出していく。


    「私は、あなたを共通意識から解放する手段を考えつきました。そして、それに向けての準備も、整え始めています。私の計画どおりにことが進めば、あと二年で、あなたは誰にも束縛されない自由の身になれるでしょう」


    「はっ！　そりゃすげえ！」


    　白雪の言葉を聞いた絶無は笑い出す。


    「やっぱ頭大丈夫か、白雪？　それとも、それも笑えねえギャグか？」


    「私はいたって真ま面じ目めです。自分でも、ユーモアのセンスがあるほうではないと心得ていますので」


    　場を和なごませようとして言ったのではない。


    　真剣に、白雪は思いを語る。


    「私はあなたを助けたい。……あなたの願いを叶かなえてあげると言いましたよね？　私は約束したことは守ります。あなたと共通意識との関係を聞いてから、私はずっと、あなたを自由にする方法を考えていたんです」


    　絶無は首を振っただけだった。


    「そのことなら、無駄だってことになっただろ？　俺が共通意識の指示を無視することはできないって、実験したじゃねえか」


    「それとは違うアプローチを考えたんです。ある子が私に、使えそうなヒントをくれました。今私が進めている計画なら、あなたは共通意識の指示に逆らわずとも、それから独立することができるんです」


    　熱心に搔かき口く説どく白雪とは対照的に、絶無の表情は冴えない。


    「自分ひとりで話を進めるんじゃねえよ」


    　彼の声には、喜色は一分ぶも含まれていなかった。


    「俺は今の俺に満足してるんだ。ときどき共通意識に憑ひよう依いされたからって、困りはしねえ。好きなだけ乗り移ればいいんだよ。……そうとも、俺の意志なんてのは、まったくどうでもいいことなんだ。お前が必死になるほどのもんじゃねえ」


    「私、自分を貶おとしめるような言いかたは嫌いです」


    「おい、いいか」


    　絶無は指を突きつける。


    「俺は救われたいなんて思っちゃいないんだ。お前はいつものお節介をやろうとしてる。あのとき、お前の前で弱音を吐いたのは認めてやるが、それをほじくり返されるのは御ご免めんだ」


    「噓うそです。あなたはそんなこと思っていません。あなたの思考は、そう考えていない。……私には奪だつ思し考こうがありますからね。私に噓は通用しません」


    　引かない白しら雪ゆきに、絶ぜつ無むは苛いら立だつ。


    「俺が構うなって言ってんだから、構わなけりゃいいんだよ。それをなんだお前は。おばはんか。いらん世話を焼きたがるのは、年寄りの証拠だぜ？」


    「なっ、失敬な！　私のどこがおばはんですか！」


    「構いたがりの、首突っ込みたがりの、知りたがりなところだよ。おばはん以外の何者でもねえだろうが。……そう呼ばれるのが気に入らんのなら、いちいちひとの面倒見たりせず、自分のことだけやってろよ。そうすりゃおしなべて世はこともなし、だ」


    　睨にらみ合うふたり。


    　視線を逸そらしたのは、白雪が先だった。


    「……あなたがどう言おうと、私は共通意識との関係を清算しなければならないと考えています」


    　白雪はこの話をするために、絶無を呼び出したのだった。


    　機き嫌げんが良くない相手に、退ひけない理由を説明する。


    「あなたは、共通意識が人間のためになろうとしている、と言いましたね？」


    「言ったがどうした？」


    「あれから考えました。共通意識がもたらす不利益について」


    　己おのれの意見を開かい陳ちんしていく白雪。


    「あなたの話では、共通意識は、人間にとって有益なことをしようとしている、ということでした。共通意識は人間の思考をもとに造られるのですから、思考を生み出すおおもとである私たちを大切にしようとするのは、当然です」


    　人間の思考を餌えさに生きる共通意識は、人間がいなくなれば存在することができなくなる。


    　それは考えるまでもない道理であり、そこまでは問題ない。


    「けれど、共通意識の行為は、本当に私たちのためになっているのでしょうか？」


    　白雪は、最大の疑問を口にする。


    　共通意識は、誰の味方なのか、という謎。


    　ここが素直に頷うなずけない箇か所しよだった。


    　この疑問があるからこそ、白雪は共通意識のテーゼに納得できない。


    「いちばんわかりやすい例は、あなたです。あなたは《救世主》。共通意識の配下として、それが指示した者を取り除く役目を負っている。……あなたが排除する対象を決めているのは、共通意識ですよね？」


    「ああ。奴が俺の雇やとい主ぬしさ」


    「では共通意識は、どういった基準で、取り除かれるべき人間を決定しているのですか？」


    　白雪の問いに、答えようとする絶無。


    「どういう基準でって。……そりゃ、あれだ。大勢の罪なき人々を殺したとか。社会に野放しにしておいちゃ拙まずそうな奴を殺すよう言ってくるんだ」


    「過去あなたが始末したのは、全員が全員、そういうひとたちでしたか？」


    「凶悪犯て意味か？　……たぶんそうだったと思う。殺した奴全員を憶えてるわけじゃねえけどな。なにせ俺は、とんでもない数の野郎を殺してきたから」


    　絶ぜつ無むの答えは、自信に欠けていた。自分が誰を殺したかなど、これまで彼は気にしたことがなかったのだろう。彼はそういうふうに造られている。


    　友人の態度に頷うなずきつつ、さらに深部へと踏み込んでいく。


    「もっと具体的に言いましょう。……昨月、私は強盗団を捕まえたと言いましたね。彼らの首領は、捕まるまでに多くのひとを手にかけてきました。数で言うなら、三百人くらいでしょうか？　彼らは武装ゲリラとして活動し、いくつもの村を破壊した」


    「何だよ、自慢話か？　そんな危険な相手をよく捕まえましたねって、誉ほめてほしいのか？」


    「思い返してください。私たちが初めて会った日のことを」


    　絶無に取り合わず、白しら雪ゆきは話題を変える。


    「あの日もあなたは、共通意識からの指示でやって来た。《犬歯マウスピース》という暗殺者を狙ねらって」


    　その日のことは、忘れがたい記憶となって残っている。


    「あのとき、あなたは言ったではないですか。彼女もかれこれ、三百人近くのひとを殺した、仕事熱心で困ると。思い出せますか？」


    「言ったような気はするが」


    「言ったんです。私は、一度聞いたことは忘れません」


    　絶無を黙らせた白雪は、彼に問いかける。


    「ここで、あなたに聞かなければなりません。……なぜ同じような数だけひとを殺あやめたふたりが、一方は殺されることになり、一方は見逃されているのでしょう？」


    　数字を用いて、理論的な解説がなされる。


    「つまり、《犬歯マウスピース》さんは三百人を殺したがために、共通意識から危険だと判断され、その結果、あなたが送り込まれることになった。……ならばなぜ、私が捕まえた強盗団の首領は、共通意識から放っておかれているのですか？　彼もまた、《犬歯マウスピース》さんと同規模の被害を出しているのに？」


    　一息つく白雪。


    「……辻つじ褄つまが合いません。共通意識は、どういう理屈で殺す相手を決めているのでしょうか？　だいたい何の権限があって、取り除く取り除かないを決めているのか？」


    　無言の絶無に、白雪は告げる。


    「そう考えれば、問題は見えてきます。私たち人間は、共通意識が掲げる身勝手な正義の下もと、それから不要な統制と干かん渉しようを受けているのではないでしょうか？」


    　自分の考えを主張した白雪は、相手の出方を窺うかがい、待った。


    　彼は答えない。寒々とした空気が、ベンチを薙ないでいく。


    　やがて、絶無が口を開いた。


    「……そうだ。お前の想像は、正しい」


    　彼の言葉からは、いつもの軽みは消えていた。


    「共通意識がどういう基準で殺す奴を選んでいるのか。正確なところは、俺にもわからん。だが、俺なりに考えてる理屈はある」


    　重々しく、絶ぜつ無む。


    「共通意識は、俺だけでなく、すべての人間に影響を与えている。……共通意識は、お前たちの思考からできている。その結果、お前たちにも、フィードバックは生じてるんだ。ごく微量だがな」


    「詳しくお願いできますか？」


    　これまで白しら雪ゆきは、共通意識が影響を与えるのは絶無だけだと考えていた。だが共通意識にもっとも近しい存在である彼は、そうではないと言う。


    「……人間の思考は、一度共通意識に蓄たくわえられ、そこから各個体に逆流する。何て言うんだ、均質化されてるってのかな？　だからこそ、人間の個体間には大差が見られない」


    　初めて聞く話だった。これはもう、生物学の範はん疇ちゆうを越えている。


    「人間てのはみんな似てるだろ？　ひとりだけ能力が突出した奴がいない。それは、共通意識が存在しているからなんだ。そこにはある決まった制限枠がある。人間はこの枠内で生きていけばいいと、共通意識が設定したラインがあるんじゃねえかな？」


    　白雪は絶無の話を分析しつつ聞いている。


    「俺が殺すのは、その枠に収まりきらない奴なんだと思う。たぶん、決められた枠から飛び出ていこうとする奴を排除するようになってるんだろう」


    　彼もまた、白雪に倣ならって例を挙げてきた。


    「《犬歯マウスピース》を思い出せよ。……あいつは、たった一年で見違えるほど強くなっていやがった。あの女があのまま生き続けてりゃ、最終的にどんな化け物になったかわからねえ。だからそうなる前に、共通意識はあいつを殺させた」


    　一応の筋は通っている。


    「なるほど。私が捕まえた強盗は、共通意識の決めた枠線に引っかからなかったんですね？」


    「ああ。そいつはそこまで『異常な』奴じゃなかったんだろう。……三百人殺してる奴を、正常扱いするのもおかしな話だが……。共通意識にとっちゃ、そいつは放っておいてもいい相手だったんだ。だから俺に指令が下ることもなかった」


    　ふたりは顔を見合わせる。


    　どちらにも、鬱うつ屈くつの影があった。自分たちが置かれた立場を知ったことで、精神的に疲労していた。


    　その疲れを払うように、白雪は言う。


    「あなたの想像が当たっているなら、あなただけでなく、私たちもまた、共通意識の支配下に置かれていることになる。人類は、共通意識の考えどおりに進んでいることになります」


    　ベンチから立ち上がる彼女。


    「共通意識を壊さない限り、人間の思考が真に自由になる日は来ない。なら私たちも、そこから解放されるよう、考えなければならない。……あなたの話を聞いて、私も覚悟が固まりました」


    　座ったままの絶ぜつ無むが、白しら雪ゆきの決意を確認してくる。


    「世界を救いに行こうってのか、白雪？　人類を裏で操る共通意識わるものを倒して？　はっ！」


    「そうしなければならないのなら、そうするだけです」


    　絶無は喜ばなかった。


    「そんなことは不可能だ。夢物語でしかねえ」


    「理想ゆめを望んではいけない？」


    　問い返す言葉には、熱があった。


    　白さを増す白雪の肌。透徹した感情が、彼女自身まで透明にさせるかのよう。


    　いつでも、理想を求めてきた。


    　世界には善意があると、白雪は考える。人間の本性は善であると、思ってきた。呆あきれるほどの清すが々すがしさで、人間は望みを叶かなえる力があると、信じてきた。


    　純粋な思いが、言葉となって流れ出る。


    「……絶無。あなたは運命を信じますか？」


    　絶無は嫌いやそうに顔をしかめた。


    「いきなり何を言いやがる。……ああ、信じてるよ。俺みたいなファンタジックな存在がいるんだ。そんなクソみたいなもんだってあるだろうよ。もっともその運命とやらも、共通意識に造られたのかもしれんがね」


    「私も、運命はあるのではないかと思います」


    　ひとは何かを成なすために生まれて来るという。それぞれに出会うべきひとがおり、背負わされた役割があるという。


    　では、白雪が成すべきこととは何なのか。


    「私はあなたに会い、あなたの事情を知った。あなたの背後にある、共通意識の存在を知ってしまった。……知ってしまった以上、見過ごせません」


    　顔を上げ、彼と向き合う白雪。


    「私が、終わらせます。私なら、終わらせることができる。私があなたを通じ、共通意識を知ることになったのは、私がそれを消滅させることになっているからではないでしょうか」


    　理想を語るにしても、気宇壮大すぎた。言ったのが白雪でなければ、常じよう軌きを逸いつした話にしか聞こえなかったに違いない。


    　絶無は腐くさしたりしなかった。


    「……お前の運命論を否定する気はねえよ。お前が神かみ懸がかり的にロマンティックなことを言おうが、俺は嗤わらわねえ。お前の決意が噓うそだとも言わねえ。俺は、お前がどういう奴か知ってるからな」


    　言いながらも、絶無は表情を緩ゆるめない。


    「だがそうなれば、うまくないことになりそうだ。……俺は、お前と戦わなくちゃならなくなる。たぶん共通意識は、お前を排除しろと指示してくるだろう」


    「なぜ？　私の行為は、人類の利益になる行為です。私は枠を破壊することにより、人間を固定概念から解き放とうとしているのですから」


    　共通意識がなくなれば、人間に生じるフィードバックも消える。


    　そうなれば、人間は変わるだろう。劇的にとはいかずとも、これまでとは異なる進化、進歩を遂げる可能性もある。


    　絶ぜつ無むも、その点は認めた。


    「ああ、聞くだけなら、いいことに思える。拍手してやってもいいくらいだよ。……だがそれは、共通意識にとってマイナスにあたる行為だ。なんせ奴の存在ごと消しちまおうなんて言うんだからな。奴は反対するだろう」


    「ならやっぱり、共通意識は私たちにとって不要ですね」


    　自己保存にかかりきりになっている保護者など、必要ない。


    　ひととひとは繫つながりを持っている。共通意識のようなものを介せずとも、人間は人間同士でコミュニケーションを取ることができる。


    　もし共通意識がなくなったとして、結果何らかの不具合が生じても良いとさえ思えた。人間の問題は、人間で解決していくべきではないか。


    　白しら雪ゆきの理屈を聞かされても、絶無は納得しない。


    「敵対すれば、殺されることになるんだぜ？　お前、それでもいいのか？」


    「心配してくれるんですね。ありがとう」


    「心配なんかしてねえよ。思い上がるな」


    　口ではそう言うものの、絶無が彼女を案じているのは確かだった。奪だつ思し考こうが、彼の心情を伝えてくる。


    　不器用な口調の裏に隠された優しさが、好ましく響く。


    　だからこそ余計に、やらなければと思うのだ。


    「私が死んでも、代わりの人材はいます。私はオリジナルな天才ではない。……私は、他人の思考を吸収することで自分を高めただけの、一般人にすぎません」


    　白雪はひとりの少女を思い出している。自みずからに共通意識を倒すための手掛かりをくれた、親友の妹を思いながら言う。


    「彼女なら、たとえ私がいなくなっても、私に代わって目的を果たしてくれるでしょう。とはいえ私だって、みすみす死ぬつもりはありませんが」


    　白雪に、譲るつもりはない。絶無の瞳を見ながら、視線を外さなかった。


    　意志の炎は、消えることがない。


    　とうとう、絶無も根負けしたのか。


    「やれると思うならやってみろよ。どうせお前は、自分がいいと思うようにやるんだからな。そしてたいていの場合、お前の判断はベストなのさ。そうだろ？」


    「ベストになるようにしたいですね」


    「控えめなコメントなんて似合わんぜ。……やれやれ。クソつまらんことになりそうだ」


    　溜ため息いきを吐き出しつつ、絶ぜつ無むは言った。


    　呟つぶやく口元には、笑みがこぼれていた。


    　やがて夜の帳とばりが降りる。


    　互いの姿を覆おおう闇が辺りを包んだとき、絶無は白しら雪ゆきの前から立ち去っていた。


    　彼の笑顔を、もっと見ていたかった。


    



    



    【記憶の回想／２０００／０２／２９／２３：５４：３２】


    　私は共通意識を倒すための計画を、順調に詰めていった。


    　まず私がやったのは、共通意識についての研究を担当してくれる人員を集めることだった。美み郁いくが語ったように、ひとりではできない点を補強してくれる人々を募つのったのである。


    　それまでの探偵業で培つちかった人脈を利用し、私は世界各地の名だたる研究者を訪ね、計画に協力してくれる者を集めていった。彼らの知識は、計画を進める助けとなってくれた。


    　そうした努力の甲か斐いあって、一年ほど経ったとき、計画は予定どおり最終段階に入っていた。


    　絶無の願いが叶かなうまで、あと一歩のところまで来ていた。


    　だが、その時間は訪れなかった。


    　なぜならその直後、絶無は死んでしまったからだ。


    　死なないはずの彼は、殺された。


    　けして傷つかないはずの肉体を持つ彼が、ただの人間と戦い、その結果、死を迎えた。彼自身が語っていたように、つまらない運命が待ち受けていたのである。


    　絶無は死んだ。それは、ある意味で彼の望みでもあったと思う。


    　死によって、彼は束縛から解放された。肉体を失ったことで、共通意識からの指示に煩わずらわされることもなくなった。


    　だがそんな慰なぐさめは、言い訳でしかない。


    　私は、絶無を救えなかった。


    　私は、彼の願いを叶えることはできなかったのだ。
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    【１９９８／０７／１４】


    　その日、白しら雪ゆきは数週間ぶりに自宅へ戻った。


    　事務所には、美み郁いくがいた。リビングで、語学のテキストとノートを広げている。今年に入ってから、彼女が事務所に来る時間が増えていた。姉の帰宅を待つ間、ここで時間を潰つぶすのが、新たな習慣になりつつある。


    　入ってきた白雪を見た美郁は、驚き半分、嬉うれしさ半分で寄ってくる。


    「白雪さん！　帰ってこられたんですね」


    「ただいま。そういえば、会うの久しぶりな気がする」


    「はい。ここのところ、事務所におられなかったから。私も姉も、心配してました」


    「ごめんね。仕事が忙しくて」


    　この一年で、美郁からは幼さが消えている。話しかたも、同年代の子供に比べれば大人びているだろう。彼女は、勉強しなさいという白雪のアドバイスを忠実に実じつ践せんしていた。


    　そうした変化を感じつつも、白雪の注意はほかへと向かっている。


    「……美み日か月つきは？」


    　憤然としながら、美郁。


    「たぶん逢あい引きではないですか？　このところ、どこへ行くにもあの馬鹿といっしょですから。……失礼。お身内のかたの前で、馬鹿はなかったですね。銀河級の大馬鹿です」


    　彼女が言い終わったのを見計らうように、罵ば倒とうされた相手が帰宅した。


    「誰が銀河級にクールな男だって？」


    　リビングの入り口には、ポーズを決めながら立つ九く音おんがいた。


    「お、姉さん。ご無ぶ沙さ汰ただね！　どう？　久しぶりにミスター・クールこと僕に会えて、嬉しいだろ？　いや、皆まで言いなさるな！　僕にはわかってる！」


    　陽気に言うと、ソファへ通学鞄かばんを放り投げる。


    　弟は、まったく変わらない。彼は現在、聖セントバーナード学園の高等部に通っていたが、どこで何をしていようと、彼は彼だった。今日も少女に怒られている。


    「どこにクールなひとがいるんです？　私にはゴミしか見えません」


    　美郁の舌ぜつ鋒ぽうが、騒がしい九音を直撃。それすらも彼を落ち着かせるには足りなかった。


    「つぅめた！　このクールさ、僕の比じゃないぜ！　もっと心を開いていこうよ！」


    「話し相手が欲しければ、冷蔵庫とでもお喋しやべりしていてください」


    　ふたりのやりとりにも、白雪は微笑ほほえまない。尋ねたいことだけを、短く尋ねる。


    「九音、美日月とはいっしょじゃなかったの？」


    　弟は首を振った。


    「いや。美日月、今日は委員会があるから遅くなるんだってさ。待ってようと思ったんだけど、先に帰れって言うから。……なんで美日月のこと聞くんだ？　彼女に用？」


    「……ええ。少し、話したいことがあって」


    　舌の先で仄ほのめかすと、白しら雪ゆきは腰を上げる。


    「学校まで行ってみる。私、あまり時間がないから」


    「あ、私も途中までご一緒します！　いいですか？」


    　言い出した美み郁いくを連れ、外へ出た。


    



    



    　美郁は商店街まで行くのだという。


    　見慣れた街路樹の下を、ふたりは早足で通り抜ける。


    　道々、彼女は最近あったことなどを話してくれた。そのうちの半分以上は、九く音おんについてのクレームだったが、白雪は耳に入る言葉をろくに聞いていなかった。


    　そうして進むうち、美郁が言い出した。


    「あのぅ、白雪さん。もしかして私、喋しやべりすぎているのでは？　お邪じや魔まになっているなら、もうここで……」


    　まだ道行きも半ばである。彼女に気を遣わせるほど、白雪はぼうっとして見えたらしい。


    「いいえ、話を聞かせてもらってよかった。仲良くやってくれてるみたいで、安心した」


    「仲良くと評価されたのは心外ですが。……そう仰おつしゃるなら、いいんです。白雪さん、お加減が悪いのかと思いましたもので」


    　それからしばらく、ふたりは黙って歩いた。


    　次に言葉をかけたのは、白雪からだった。


    「美郁ちゃん」


    　周囲には、ほかに通行人もいない。


    「もしあなたが、何か重大な決断を迫られたとして。……あなたなら、すぐにそれを決められる？」


    　美郁の返しは早かった。


    「重大な決断を迫られておられるんですか？」


    　こちらを凝ぎよう視ししてくる美郁。


    　答えを選びながら、白雪は頷うなずく。


    「……そうかもしれない。私は今、選ばなければならない岐路に立っている」


    　白雪の呟つぶやきは、美郁というよりは自分に言っているようでもある。


    「何かを得るために、大切なものを犠ぎ牲せいにしなければならない。そうなっても、あなたはそれをやるのだと言える？」


    　こんなあやふやな尋ねかたでは、美郁も答えるのは難しかっただろう。


    　けれど彼女は、考えてから言った。


    「……私なら、やると思います」


    　美郁がやると言い切ったのは、白雪の予想外だった。どちらかといえば、この少女は決断するのが苦手だと思っていた。美み日か月つきとふたりで暮らしてきた彼女は、常に決定権を姉に任せている節ふしがあった。やる気はなくとも、物事の本質を判断する能力に長たけた姉の言葉に従うのが己おのれの役目だと心得ているのだと思っていたのだが。


    「勿もち論ろん、私は白しら雪ゆきさんのお立場がどういうものかわかっていないから、そう言えるのでしょう。私が同じ立場に立たされたとすれば、決断できるかは自信がありません。でも」


    　戸惑いながらも、少女は言った。


    「やらなければならないことをやる。……そう教えてくださったのは、白雪さんです。白雪さんの姿勢を見て、私はそう思うようになりました」


    　彼女は彼女で、成長していた。


    　白雪の背中を追いかけ、白雪のようになりたいと、努力を続けていたのだった。


    　美み郁いくはお世辞で言っているのではない。彼女の思考が、真しん摯しさを知らせてくる。


    「……ありがとう」


    　照れる美郁に、お礼を言っておく。


    　明確な意見に触れることで、迷いも多少晴れた。


    　できることがあるなら、やらなければならない。それは、白雪の基本姿勢だった。


    　九ここの重え白雪は、誰かのために何かをする人物であったはず。


    　だが彼女とて、全員を等しく救えるわけではない。


    　誰を救うか選ぶ過程で、選ばれなかった者はどうなるのか。


    　それを考えると、答えはどうしても苦にがくなる。


    



    



    　学園内へ顔パスで入った白雪は、知人を捜し、かつての学舎まなびやを歩いた。


    　尋ねびとは、教室で見つかった。自分の席で、書き物をしている。


    　白雪が教室の戸口に立つと、彼女は机から顔を上げ、こちらを注視した。


    「白雪」


    「美日月」


    　美日月は制服姿だった。昨年留年した彼女は、未いまだ学生をやっている。


    　久しぶりの再会にも、彼女は喜ばない。どころか、白雪を問い詰めてくる。


    「どこに行ってたの？　あなたが連絡してこなかったから、九く音おんだって心配してた。私たちも。……みんなに心配かけるなんて、そんなの、白雪らしくない」


    　美日月の語気は、いつもより数段激している。その気になりさえすれば、美日月はいくらでも鋭くなれる。


    　白雪は親友の説教を黙って聞いた。怒られても仕方のないことはしている。


    　言い訳もしない白雪に、美日月は追及の手を弛ゆるめない。


    「聞いてる、白雪？　悪いと思ってるなら、ごめんなさい言いなさい」


    　のろのろと顔を上げる白雪。


    　謝る代わりに、彼女は言った。


    「……私は今、ある計画を進めています。その計画は、是が非でも成じよう就じゆさせねばならないものなの。そして、そのためには、あなたの力が要いる」


    　連絡もしなかった白しら雪ゆきに、美み日か月つきは手厳しい。


    「ずっと姿を見せずにいたかと思えば、いきなり帰ってきて、協力してほしい？　それだけじゃ、全然わからない」


    　そこで美日月も、白雪の様子がおかしいことに気づいたようだった。


    「……何があったの？」


    　白雪の声は、抑よく揚ように欠けている。


    「階きざはし絶ぜつ無むが、死にました」


    　誰もいない教室に、虚うつろに反響する切言。


    「彼は殺されました。つい先日のことです。彼はある暗殺者と戦い、勝負の果てに、命を落としてしまった」


    「……そう」


    　他人に関心がない美日月ですら、微かすかに眉を寄せた。彼女も、絶無とは数回話したことがある。殺されたと聞けば、穏やかでいられるはずはない。


    「私の計画は、彼を救うために立案したものでした」


    　事情を知らない美日月に、白雪は言う。普段の能弁は、影をひそめている。


    「でも、彼は死んでしまった。……彼を救うのには、間に合わなかった！」


    「白雪？」


    　突然声を荒らげた友人に、美日月は戸惑う。


    　狼狽うろたえる彼女に、白雪は叫ぶ。


    「ずっと戦っていたの！　絶無は！　ひとりで！　……彼はひとりきりで、世界の敵と戦っていた。私たちのために。傷つき、苦しみながら！」


    　叫ばずにはいられない。


    　言葉は溢あふれて止まらない。


    「その彼に、私は報むくいることができなかった。私は彼の苦しみを知っていたのに！　私は彼を自由にすると約束したのに！」


    　気づけば涙が流れ出していた。失われたものの大きさを思って。


    　戻らない時間を思って、白雪は泣いた。


    「……彼の望みを叶かなえたかった。でも、できなかった。私は彼に、最後まで何もしてあげられなかった……」


    　後悔が、白雪を責める。


    　ふたりのほか無人の教室に、嗚お咽えつだけが響き渡る。


    　ただならぬ様子の友人を前に、美日月は静かに尋ねる。


    「……どうして私の協力がいるのか、教えて」


    　白しら雪ゆきは言い淀よどむ。話せないのだ。


    「……なぜ、という問いには、答えられない」


    　話せば、計画は共通意識に流れていってしまう。


    　共通意識は、人間の思考を吸い上げて成立する概念である。


    　もしここで白雪が、己おのれの計画の全ぜん貌ぼうを話してしまえば、美み日か月つきまで共通意識に敵対する存在だと見なされかねない。そうなれば、彼女にも危険が及ぶことになる。


    　だから、話せない。


    　誰にも、真実は告げられなかった。それがどれだけ仲の良い人間であっても。


    　話せる箇か所しよのみを、話すしかない。


    「……絶ぜつ無むは亡くなる前、私に言いました。自分を救えなかったと嘆なげくなら、代わりに、ほかの者たちを救ってくれと」


    　そのときの光景は、思い出のいちばん上に刻まれている。


    「私は、彼の願いを聞き届けてあげられなかった。だからせめて、彼が言い残した言葉を聞いてあげたい。それが、死んだ彼に私がしてあげられる、精一杯のことだと思う」


    　その思いだけが、今の白雪を動かすすべてであると言って良かった。


    「絶無が死んでしまっても、私は計画を中断しませんでした。彼の遺ゆい言ごんを叶かなえるために」


    　ここでやめては、何も得られないままになる。


    「でもその計画を完かん遂すいするためには、どうしても外せないものがある。……それが、あなたです。計画の鍵かぎとなるのは、あなたなの」


    　美日月を見つめる眼まな差ざしには、暗い情念があった。


    「あなたの、人間を拒絶する力が、記憶を消去する力が、要いる」


    　彼女の親友が持つ特性。


    　記憶を自在に放ほう棄きする、七なな歳とせ美日月の特殊能力。


    　美日月は、自分の気に入らない記憶を、意図的に放棄することができる。限定した部分だけを選び、忘れてしまうことができるのだ。


    　脳内の記憶を司つかさどる分野、本来なら、自在に書き加えたり消したりできないはずの情報を、思いどおりに操作する。彼女が消したいと考えることにより、記憶は消去される。


    　稀け有うな能力である。世界中を捜しても、こうした能力を持つ人間は認められなかった。


    「私の人間嫌いが、あなたの計画の鍵になる？」


    　相手の瞳が、白雪を検分する。困惑顔の親友に頷うなずいた。


    　白雪が目指す究極の目的は、共通意識の打倒にある。


    　共通意識は、人間の思考が造り出した、記憶の集合体。


    　であれば、記憶を破壊する美日月の能力は、抜群の効果を持つはずだった。


    　対共通意識戦において、これほど秀ひいでた能力もないだろう。共通意識殺しのために存在するような特性だった。


    　美日月の記憶破壊があれば、共通意識を排除できる。


    　しかしながら、問題は残されていた。


    「あなたの能力が助けになることは、はっきりしています。ですが、その能力だけを取り出す技術は、未いまだ確立できていません」


    　計画を発案した際、白しら雪ゆきは、記憶をもとにしたシステムを開発している。


    　多角的推理プログラム、と名づけられたその装置は、人間の記憶を組み込むことで、特別な能力を生み出すものだった。


    　このとき、それを製造する技術は完成していた。理論は確立し、試作も造り終えている。


    　だがプログラムには、まだまだ改善の余地があった。


    　プログラムは、人間の思考から造られる。ひとつのプログラムを造るためには、最低人間ひとりぶんの思考が必要になる。


    　そして現段階では、思考を部分的に抽出することはできない。取り出す前の思考をコピーするのも不可能とされている。つまりどうしても必要だというならば、美み日か月つきの精神ごと抜き出さなければならなかった。


    　データを抜かれれば、人間は自律行動を取ることができなくなり、やがては死んでしまうだろう。その前提が、白雪を悩ませている。


    　計画には、美日月の思考が必要である。だが、それを抜き出そうとすれば、彼女は死ぬ。


    　この二律背反に、悩まずにいられるものか。


    　白雪とて、美日月の記憶を抜き出したりしたくない。ほかに方法がないかは考えている。


    　けれど。


    「あなたの記憶を抜かずに済むなら、そうしたい。……けれど、私の奪だつ思し考こうでも、あなたの思考だけは読みきれない。いいえ、思考は読めても、あなたの力までは、真ま似ねできない」


    　美日月の精神構造は、特殊すぎた。


    　記憶破壊の能力は、彼女にしか使えない力なのである。白雪の奪思考が、彼女以外の者に理解できないように、感覚的に使用されるため、転用の難しい能力なのだ。


    　でき得る試算はやり尽くしていた。あらゆる方策を考え、なんとか美日月の能力なしに計画を実行することはできないか、思案に思案を重ねてはみた。


    　けれども、別の手は考えつかなかった。


    　もっと時間をかければ、方策は見つけ出せたかもしれない。しかし、白雪に与えられた時間は限られている。


    　一九九九年末を予定に、計画は動き始めていた。


    　白雪の想定した案は、多くの者のスケジュールを調整しなければならない一大計画である。計画の当日までに準備しておくべき事柄も多岐に亘わたる。周囲の状況をお膳ぜん立だてするだけで、途方もない労力と時間がかかるのだった。


    　そして白雪の計画は、一日ずれることすら許されない、徹底した時間管理の下もとに行おこなわれることになっていた。プログラムが間に合わなかったからと言って、翌日に延期にすればいい、というような問題ではない。


    　勝負はその日、その時間。その一分間に照準を合わせて、進んでいる。


    「刻ときを逸いつしてからでは遅いんです。私はそれをやり遂げなければならない。だからあなたに、……あなたには……」


    　白しら雪ゆきは視線を逸そらしている。次の言葉が言い出せなかった。


    　すべてをくれと、言わなければならない。


    　白雪は親友に、計画のため死んでくれと、頼まなければならないのだった。


    　そんなことが平然と言えるだろうか。


    　絶望的な協力を頼んでいるのはわかっていた。


    　自分のやっていることが矛む盾じゆんだとも、気づいていた。


    　そもそも計画は、絶ぜつ無むが犠ぎ牲せいになるのがおかしいと考えたことから始まった。


    　なのに、自分も同じことをしようとしている。


    　美み日か月つきを犠牲としなければ、白雪の計画は完成しない。


    　誰かを犠牲にして、事を成す。これでは共通意識と、やっていることは変わらない。


    　美日月の顔が見られなかった。


    　こんな都合の良い請願を切り出そうとしていること自体、馬鹿げていた。


    　聞き入れてもらえるはずもない願いだった。理由も言わないのであれば、なおさら。


    　何も聞かず命をくれなどと、言い出せるだろうか。


    　なのに彼女の親友は。


    「いい。協力する。私が必要なら、あげる」


    　簡単に納得してしまうのだ。


    　素直に願いを聞き入れた美日月に、頼んでいる白雪のほうが意気を削そがれた。


    「あなたなら、私が何をお願いしているか、わかってるでしょう？　なのに、いいの？」


    「いい」


    　迷いもなく、美日月。


    　自分のことですら、面倒だと投げ出しがちな彼女である。


    　今回もまた、よく考えずに返事をしているのかと思った。


    「真剣に考えて。私はあなたに、とんでもないことを頼んでる。あなたがうんと言ってくれるのはありがたい。でも、私の頼みを聞くってことは、あなた自身が死んでしまうってことなのよ？」


    　頼んでいる立場にもかかわらず、腹立たしさすら感じていた。その気持ちが、口調に出てしまったのだが。


    　続いた美日月の言葉が、彼女の真意を代弁する。


    「……初めてだから」


    「え？」


    「白雪が、自分から何かが欲しいって言ったのは、初めてだから」


    　消え入りそうな決意。


    「だから、いい。そんなに思い詰めるほど必要なら、使って」


    　こちらの内心の切迫さえ、彼女には見通されている。


    「本気でないと、こんなこと言えない。それくらい、わかってる」


    　白しら雪ゆきの思いをすべて汲くんで、相手は言う。


    　そんな彼女に、かける言葉も選べなかった。


    「……ごめんなさい。あなたにはいつも、迷惑をかけてばかりいる」


    「昔の事件のこと言ってるの？」


    　白雪を見つめる美み日か月つき。


    「私は憶えていない。私は記憶を拒否した。悲しみたくなかったから、自分勝手に、忘れた。白雪が謝るのはおかしい」


    　瞳に映る、空虚な色。


    「私は人間を拒絶する。私に嫌いやな記憶を押しつけてくるひとは嫌い。……そうやって、遮断してきた。できるだけ関わらないように。いつか手に入れた記憶が悲しみに変わるなら、そんなものは要いらなかった」


    　これが七なな歳とせ美日月。


    　記憶を嫌うがゆえに、人間と距離を取る。


    　そんな生きかたを、彼女に選ばせる原因となったのは。


    「私のせい。あの事件がなければ、あなたはそこまで他者を切り捨てなくて済んだと思う」


    　こればかりは、美日月も納得しなかった。


    「そんなことないって言ってるの。変な白雪。何でも自分が悪いみたいに思って。『宇宙に空気がないのは私のせい』ってやつだ」


    　白雪には、冗談を拾い上げる余裕すらない。


    「絶ぜつ無むにも言われました。私は、償つぐないのために生きているようだと」


    　彼の言葉は、白雪の性質を正しく言い当てていた。


    　誰かを助けたいと思う。いつでも。それは白雪の変わらない思いだが、だが反面、口実でもあるのではないか。


    　動いている間は、過去を、後悔を忘れていられる。だからいつも奔ほん走そうしている。


    　そしてその行為は、何の償いにもならず、新たな罪を増やしているだけにも思える。


    　重ねて美日月へ問う白雪。


    「あなただけじゃない。私の計画は、あなたの親しいひとたちも、巻き込むことになる」


    　自分のしていることを考え直す。考えれば考えるほど、自分が愚おろかなことをやろうとしているという感覚は強くなる。


    　けれど親友は、まったく違ったことを言い出した。


    「それは、悪いことなの？」


    　率直に問いかけてくる。


    「もともとのきっかけがどうでも、白雪は悪いことをしようとしてるんじゃないんでしょう？　償つぐないからの気持ちでも、善よいことをするならいいと思う。……善いことするならいつもと同じ。変わらない。私の好きな白しら雪ゆきそのまま」


    　呆あきれるほどさっぱりとした、美み日か月つきの思考方式。


    「白雪が何をしようとしてるのか、私にはわからない。でも、ぼんやりと想像はできる」


    　誇張とは思えなかった。


    　美日月の思考をもってすれば、計画のおおよそくらい見当がついてしまうだろう。


    　だが、想像できるのは、思考の冴えばかりが理由ではない。


    　それ以上に、親友であるから。


    　長く深く、つきあってきたからこそ、互いの心情が理解できる。


    　白雪の真意を、推測する美日月。


    「私の知ってる白雪は、いつも誰かのために何かをしてる。その白雪が、こんなに必死になるってことは、それがとても大切な目的なのは、間違いない」


    　独自の感覚で導みちびき出される解答。


    「あなたは、誰かを救おうとしている。そのためには、選ばなければならなかった。私か、彼かを。……そしてあなたは、彼を、絶ぜつ無むの望みを叶かなえることを選んだ」


    　美日月の素っ気ない言いかたに、白雪は絶句し、反論する。


    「あなただって大切なの！」


    「わかってる」


    　美日月の腕が伸びてくる。それは白雪の手を取り、宥なだめるように握りしめた。


    「わかってるよ、白雪。私は怒ってるんじゃない。むしろ、それでいいと思ってる」


    　眼まな差ざしは、純粋。


    「なぜならそれは、愛だから」


    　瞳は逸そらされることがない。


    「それは愛だ。あなたの叫びは、愛から来てる。絶無のことを思う、あなたの気持ちが、あなたの決断を促した」


    　言葉はぶれることがない。


    「私はそれがわかるようになった。あなたと九く音おんが、私にそれを教えてくれた。それとも、思い出させてくれたのかな？」


    　気づけば抱きしめられていた。


    「あなたたちだけが、ずっと私といっしょにいてくれた。何もかもを拒絶しようとしていた私を見捨てずに、傍そばにいてくれた。私は、それが嬉うれしかった」


    　耳元で囁ささやく穏やかな音色。


    「私がどれほど救われていたか、白雪はわかってなかったでしょう？」


    　体温は暖かい。


    　美日月の存在を感じる。それはとても落ち着くものだった。


    　なのに白雪は、この温もりを奪おうとしている。


    　肩が震えた。自分がやろうとしていることの、払う犠ぎ牲せいの大きさに、改めて怖くなる。


    　そんな不安すら、溶かしてしまうかのように。


    「私は、ほかの誰かのために犠牲になるんじゃない。そんなのは、嫌いや」


    　きっぱり自己主張する美み日か月つき。


    「あなたが望むから、あげるの。あなたの願いだから、それを聞いてあげる。……あなたは私の力を使って、あなたの望みを叶かなえればいい」


    　気を抜けば涙が出ていただろう。


    　彼女が与えてくれたもの、与えてくれようとしているものは、あまりにも大きすぎて。


    　気持ちをうまく口にできない。


    　言葉に詰まる白しら雪ゆきは、謝ることしかできない。


    「……ごめんなさい」


    　美日月は謝罪を喜ばなかった。


    「ありがとうって言って。何かを貰もらったらそう言うの」


    　信頼してくれている友人に、言うべき言葉はひとつしかなかった。


    　万感の思いを込めて言う。


    「ありがとう、美日月」
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    【記憶の回想／２０００／０２／２９／２３５４：４０】


    　彼女が私のもとへやって来たのは、このやりとりから二か月ほど経ったときだった。


    　私は美み日か月つきの記憶を摘出し、彼女の記憶をデータ化した。


    　それをもとに造られたのが、《非礼自在コトミカツキ》と呼ばれるプログラムである。私はこのプログラムをふたつ、製造した。ひとつは本作戦に使用するぶんであり、ひとつは予備用。


    　これで、来きたるべき最終段階に向け、欠かすことのできない要素が揃った。


    　親友のデータを抜いたことが、許されるとは思っていない。


    　それでも私は、やらなければならなかった。だから、実行した。


    　私の願いは、私が手を弛ゆるめるのを認めない。


    　歯車は回り出していた。


    　それに、歯止めブレーキはついていない。


    　もとから設計図に加えなかったのだ。
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    【１９９９／１２／３１】


    　部屋は静せい寂じやくに満ちている。


    　国外にある、白しら雪ゆきの研究所。彼女が所持している、数ある施設のうちのひとつ。


    　その一部屋に、七なな歳とせ美み日か月つきは横たわっている。


    　彼女は生きているとは言えなかった。美日月はもう、自分では動けない。話せない。


    　思考データを摘出され、死と同義の眠りに就いている。


    　今、彼女の躰からだは、特別製の寝台に安置されていた。彼女のために用意された天てん蓋がいつきベッドは、肉体を保存しておくための装置でもあった。眠る彼女の躰が低温度に保たもたれるよう、調整する機能を完備している。機械に繫つながれたそれは、死者を納める棺かん桶おけだとも見て取れた。


    　その傍かたわらに、白雪はいる。彼女は親友と、薄いガラスのケースで隔へだてられていた。


    　友の顔を眺めながら、白雪は優しく語りかける。


    「とうとう時機が来てしまいました。今日はあなたにも、ついてきてとは言いません」


    　ガラスケースの向こう側にいる相方は、答えない。


    　構わずに、白雪は独り言を続ける。


    「これ以上は、望まない。……あなたは私の欲しいものをくれた。私はあなたに、話さなければならないことすら隠していたのに」


    　愛いとおしそうに見つめても、親友は微笑ほほえみ返してはくれない。


    「いつだってあなたは、私のやることに間違いはないと思っていたでしょう？　……でも、今回だけは、自信はありません。自分がやろうとしていることが正しいのか、私にもわからないの。もしあなたに意見を聞けるのなら、相談したかったけれど」


    　だがもう、美日月の話を聞くことはできない。


    　その機会は失われた。失う選択をしたのは、ほかならぬ白雪本人。


    　それにこれは、誰かに相談することはできない計画でもあった。


    　しばらく、彼女はその部屋に立ち尽くしていた。できることなら、いつまでも彼女の傍そばにいたかった。


    　だが、出発の時間は訪れる。


    　最後に、白雪は親友に向けて、力強く言った。


    「……行ってきますね、美日月。お土産みやげは期待しないで」


    



    



    　研究所の脇には、滑走路が備えつけられていた。


    　入り口扉からそこまでの数十メートル、白雪に付き添うのは彼女の侍じ従じゆう、ひとりだけ。


    　エプロン姿をした金髪の女性が、手荷物の入った鞄かばんを提げて追随する。


    　女性は、白雪の配下である《シャトー》・Ｓ・ティアラ。世界各地に人材を派は遣けんするスタッフサーヴィスの大手、《オベルブシャトー》に所属する、最高級の侍じ女じよ。白しら雪ゆきの専属として、日常生活の世話から護衛までこなす、優秀なサポート要員。


    　見送りはない。ほかの人員は、ほとんどが計画を補助するために各地へ出しゆつ向こうさせている。研究所に残っているのはバックアップを務める居残り組と、既すでにやるべき仕事を終えた技術者たちくらい。


    　歩けば横風が吹きつけた。


    　白雪を寒気から護まもるが如ごとく、隣を固めるティアラが、主の身を気遣う。


    「酷ひどい風でございます。お風か邪ぜなど召めされませぬよう」


    「局地的な天候です。ここを出れば、すぐに晴れますよ。ましてこれから、雲の上を飛ぼうというのですからね」


    　忠実な配下に、解説を加えつつ、空を見上げた。


    　空模様は、この旅の門かど出でに相応ふさわしい天気だと思えた。


    　光を嫌う、暗殺日和びより。


    　それを象徴するのは、滑走路上で動かずにいる、ふたりの男。


    　どちらも、黒の衣装を纏まとっている。


    　ひとりは、外そと木き場ば外うい郎ろー。


    　薄手のオーバーコートに身を包んだ、白雪と同年代の青年である。背にかかる長髪を風に靡なびかせながら、不動の姿勢で佇たたずんでいる。


    　外木場は現時点で、世界最強と目もくされている男だった。


    　なぜなら彼は、階きざはし絶ぜつ無むを殺した男だったから。


    　彼の単純戦闘力は、他の暗殺者から隔絶している。超回復を持ち、誰にも殺されないはずの絶無を殺すほどの、暗殺者。


    　その力は、白雪の計画において、おおいに有用であると考えられた。ゆえに白雪は、複雑な思いを堪こらえ、彼を仲間に迎えた。絶無の代わりに、本計画に組み込むことにしたのだ。


    　彼の隣には、もうひとりの暗殺者が佇ちよ立りつしている。


    　黒い喪も服ふくを流りゆう麗れいに着こなす男は、枯かれ野の、と言った。


    　年は、外木場よりは若じやつ干かん上だろう。オールバックに整えた髪と、鋭い目つきが彼の特徴。


    　枯野は外木場の信しん奉ぽう者しやにして、右腕とも呼ぶべき配下でもある。外木場には劣るものの、彼も他たに抜きん出た武芸者だった。


    　東洋を中心とする裏社会一円で、枯野の名は鳴り響いている。彼が使う独特の掌しよう法ほう、《染せん手しゆ絶ぜつ拳けん》を知らぬ同業者はいない。


    　外木場外郎と枯野は、白雪が来るのを待っていた。


    　ふたりとも、感情を表にしないタイプの人間である。彼らの表情からは、何を考えているか読み取るのは難しい。


    　確かなのは、両者に緊張は窺うかがえないということ。


    　白雪が奪だつ思し考こうで内心を覗のぞいてみても、彼らの心中には細さざ波なみひとつ立っていない。


    　協力者たちに呼びかける。


    「時間になりました。一日がかりの仕事になりますが、状況は頭に入っていますか？」


    「問題ない」


    　外そと木き場ばの返答に、隣の枯かれ野のも僅わずかに頭を上下させる。もっとも、彼らについては心配していなかった。この一年弱のつきあいで、彼らの仕事に関する誠実さは理解している。


    　どちらも、超一流の暗殺職人。依頼された件は完かん璧ぺきにこなす、プロである。


    　彼らに、ティアラを含めた三人。


    　白しら雪ゆきに同行するのは、それで全員だった。


    　これから行おこなう計画の全ぜん貌ぼうは、極少数の者にしか明らかにされていない。


    　彼女たちの前には、出発準備を終えた航空母艦が待機している。


    　鈍色の金属に覆われた、巨大な艦である。広げた両翼は、五十メートルはあろうか。艦頭から艦尾までも、中型の旅客機ならまるごと収容できるほど。実際、この艦の後部には、他機とのドッキング・スペースが設けられている。


    　本機は、白雪配下の研究者たちが造り上げた最新鋭機だった。従来の戦闘機に比べ、速度とステルス性能が大幅に強化されており、各種の戦闘用兵器も搭とう載さいしている。


    　こうした武装もまた、計画と並行して造られた技術だった。計画を円滑に行うための下準備は、抜かりなく整えられている。


    　戦いを始める前に、同行者たちへ薫くん陶とうする。
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    「……これから私たちが行うのは、不正を滅ぼす戦いです。一見、これは馬鹿げていると思えるでしょう。しかし、私たちなら、できる」


    　従う三人に、頷うなずく白しら雪ゆき。


    「できるという認識が、私たちを決定する。それを忘れないで」


    　出発前の訓示は、それだけ。


    　語られるべき言葉は少ない。この先必要となってくるのは、言葉ではなく、暴力だった。


    「では、世界を変えに行きましょう」


    　遠足に出かけるが如ごとき気軽さで、手を叩く。


    　彼女にとっては、これから行おこなわれる戦いも、前ぜん哨しよう戦せんでしかない。


    　ティアラに先導され、白雪はタラップに足をかける。


    　外そと木き場ばたちが乗り込んだところで、航空艦の扉は静かに閉まった。


    



    



    　スイッチを入れると、雑音が聞こえる。


    　白雪の脳内で流れ出す、幾いく種類もの思考。


    　ひとつめの思考が、音声を放ってくる。


    『大きく出たな。世界を変えるとは』


    　伝達されてくる声は、白雪のものではない。彼女と共存する他者のもの。


    　多角的推理プログラム《晩餐会の十二人デイナーパーテイ》。そのデータ中に存在する、十一種類の思考パターン。それが、白雪に意見してくる。


    　また違う声が言った。


    『言葉だけを見るなら、誇大妄想だ。だが有史以来、変化は常に起こってきた』


    　賛同する三人目の声。


    『変化の定義によるわね。何を変化と捉えるか。国境線の移り変わり？　それとも、死んだ人間の総数？』


    　続々と意見を述べる声、また声。


    『それでは戦争だ』『数量などに意味はない』『経済の仕組みで物事を捉えているからそうなる』『ネットワークの変へん遷せんが、変化の過程を表わしていると？』『それは近代以降に限られる目印だ』『歴史を読み返せよ。伝でん書しよ鳩ばとの頃に戻ってな』『書房に閉じ籠こもっている人間が、偉そうな』『彼にも説明してやれ』『何をだ？　自分の愚おろかしさをかね？』『違う。我々の目的だ。それを再確認しておこうではないか』『きまっている、革命だ』


    　重々しい声が言った。


    『意識の革命だよ』


    　その声に洩もれる称賛と、失笑の嵐。


    　白雪の中で激論を戦わせるのは、それぞれが独立した人格だった。プログラムに取り込んだ十一人、それが、各おの々おのの意見を持って、対立と融和を繰り返している。


    　アエネイス、Ａ・Ｂ、マラカン。


    　フェブナー、田でん殷いん、キ・ヤナ、サルー・スラックス。


    　気き障ざなユグノーと批評家シャール。


    　互いをベケット、リオタールと渾あだ名なで呼び合う、ふたりの哲学者。


    　だがそんな名前は、憶えるまでもない。


    　プログラム内では、個体としての意義は失われている。彼らは白しら雪ゆきの思考を補佐するためにのみ存在している。メモリ容量を増設するために繫つなげられた情報端末と変わらない。


    　白雪は彼らに、そうなる運命を受け容いれさせた。好意からの協力者もいれば、脅きよう迫はくされ、あるいは矯きよう正せいされてデータ化した者もいる。興味からそれを望んだ変わり者も。


    　計画を始めるに当たって、白雪は自みずからの身に多角的推理プログラムを投与していた。


    　それが、《晩餐会の十二人デイナーパーテイ》と呼ばれるプログラムである。


    　このプログラムは、白雪の思考を数十倍、数百倍単位で引き上げる効果を持っていた。


    　プログラムの中に封じ込めた人物たちは、いずれも高名な学者連中。それぞれが得意分野と独自の思考様式を持つ、異才、奇才である。


    　白雪は、美み郁いくの言葉をヒントに、自らの思考を補佐してくれる人材を求め、それと同一化することで思考の限界値を上昇させる道を選んだ。


    　彼らを吸収したことで、白雪の能力は格段に向上し、今から望もうとしている計画を立案することができた。


    　計画を細部まで完全にやりきるには、彼らの協力が必要不可欠だった。だから白雪は、この天才たちをプログラム化し、自分を補佐させるための材か料てとしたのだ。


    　今、脳内では、彼らの思考が白雪へと思考を伝達してきている。


    　機内に座を占めた白雪は、深くシートにもたれかかる。指が脇の手て摺すりに食い込んだ。


    　プログラムの使用には、激痛を伴う。


    　彼らが情報を送ってくる度たびに、脳内に鈍にぶい痛みが走った。プログラムは、人間の記憶をもとに構成される、データの集合体。脳に多人数分の思考を上乗せするため、肉体は神経的な負ふ荷かを受けずにはいられない。


    　白雪の躰からだになどお構いなしに、彼らは勝手な言い分をまくし立てている。それも、計画を遂すい行こうするために我慢しなければならない事柄だった。


    　腕に巻いた時計が、午後十一時を報しらせてきた。


    　ようやく、目的へと指向シフトする仲間たち。


    『面倒だが、取りかかるとするか』『旅行のしおりは持ったか？』『どこのローカルジョークだ？』『ガイドラインを重要視する連中は、どこにでもいる』『自分のことを言ってるの？』


    　聞くだけでは、ばらばらに思える会話。それが思考を叩き上げていく。


    　連結する新シナプス。


    　同時に倍加する、痛みのレベル。


    　白雪本体の脳が、異常なほどにまで活性化。思考領域が跳ね上がる。途端にクリアになる認識力。目の前の席に座る男たちの考えていることすら、手に取るように理解できる。


    　より深く、シートに身を沈めた。同行者たちに苦痛を知られたくない。


    　白しら雪ゆきの痛みを理解しているのは、白雪ひとりだけでよかった。


    　雲の切れ間に光が差した。


    　白雪は、機の発進を促す。


    　滑走路を、走り出す航空艦。離陸してから加速に入るまで、いくらも要いらない。機の性能は、最高時速六千キロをゆうに超える。


    　行く手を遮さえぎるものは何もなかった。


    　この日、世界は節ふし目めを迎えている。


    　なのに、何かが起きようとしていることに気づく者は、誰もいない。


    　誰にも覚さとられないままに、世界最大の事件が幕を上げた。


    　拡大人的破壊が、始まる。


    



    



    　初めの殺人は、控えめに行おこなわれる。


    　それは、太平洋上のある島で発生した、殺人事件だった。


    　十二月三十一日。午後十一時五十九分。


    　その地域で権勢を振るっていた男が、自宅で使っていた給きゆう仕じに刺殺された。ほどなく行われた事情聴取で、犯人は日頃の怨うらみから主人を刺したのだと告白した。


    　どこにでもある、些さ細さいな事件である。


    　一日も経たないうちに、男の遺体は埋まい葬そうされ、その地域の勢力図は書き換わる。彼の地盤を引き継いだのは、組織のナンバーツーで、穏おん健けん派として有名な者だった。


    　それだけなら、地元新聞が扱うニュースで終わっただろう。


    　だがそれは、始まりでしかない。


    　ひとつめの事件が発生した場所から、西へ数百キロ。


    　同じく、十二月三十一日、午後十一時五十九分。


    　広大な海の真ん中で、ひとりの男が死亡した。彼は裏社会の重じゆう鎮ちんで、この日、ボート遊びに興じていた。


    　だがいかなるはずみにか、突然ボートが浸しん水すいした。船内で眠っていた彼が、異変に気づいたときにはすでに遅く、彼は陸おかに帰れぬまま、海の藻も屑くずと消え去った。


    　これだけなら、普段でも起こり得る話である。数百キロも隔へだたった地点で、たまたま同時刻に死者が出たからと言って、両事件に関係性を見み出いだすのは難しい。そもそも二番目の事件など、死亡時刻が確定したのはだいぶあとになってからだった。船に積まれていたＧＰＳからの信号が途絶えた時刻をもって、事件の起きた時間だと断定したくらいである。


    　このときはまだ、ふたつの死亡事件に繫つながりがあるなどと、考えられてもいなかった。


    　けれども事件は起こり続ける。


    　三件目は、日本。これも同日同時刻。


    　ある政治組織の大物が乗っていた車が、追突事故に遭あい炎上。乗っていた護衛と運転手、それに本人が死亡した。この事故は、対立する組織の下部構成員によって引き起こされたとされ、殺人目的の事故として扱われることになった。


    　このニュースがトップで流れた時間は短い。


    　同日、国内で発生した事件は、殺人事件のほかにもあった。


    　直後、西の一都市で行おこなわれていた会合で、出席者たちが次々と腹痛を訴え、手当ても待たずに死亡した。


    　当初は集団食中毒を疑われたが、直後、事件性があったことが認められる。


    　食事に毒物を混入したと、申告してきた者があったのだ。逮たい捕ほされた男は、会合に参加していた人物たちの関係者で、逮捕されてから、衆しゆう目もくが驚くような内容の話を暴ばく露ろした。


    　航空艦は、事件現場をあとに、飛ぶ。


    　ユーラシア大陸に行き着いた。ここでもまだ時刻は午後十一時五十九分。


    　某ぼう国こく。会議の席に、乱入者がなだれ込んだ。反政府グループと目もくされる一団が、強攻策を取ることにしたのだった。


    　その場にいた高官は、十一名が死亡。襲撃側も、同数が撃たれたり、逮捕後に死刑となったりした。


    　彼らに事件を起こすよう示し唆さした煽せん動どう者もまた、逮捕された。


    　しかし、真の企画者は、その名前すら口の端はに上らなかった。彼らも、煽動者のさらに数段階上に、真犯人がいるなどとは、思いもしなかっただろう。


    　彼らを行動に急せき立てたのは、逮捕された煽動者であったかもしれない。だがその煽動者もまた、別の人物から示唆を受けて彼らを動かした。そして煽動者の煽動者にまた指示を与えたのも、異なる人物。


    　そこからさらに二段階ほど経へれば、白しら雪ゆきに行き着ける。


    　これまでの事件すべての裏で、白雪は実際に手を下した者たちに知られることなく、彼らを行動に駆り立てる仕掛けを施ほどこしていた。


    　遠回しに教きよう唆さすることによって、間接的に自みずからの目的を代行させる。


    　彼女の目的とは、暗殺。


    　各おの々おのの事件において、彼女が取り除こうと試こころみたのは、世界に影響を与える得る権力を持つ人物ばかり。


    　もっと言えば、殺されることが望ましい人物ばかりを選んで、死ぬように仕向けた。


    　このことは、後のち々のち意味を持ってくる。


    　航空艦は西へ。


    　白雪たちが進むにつれて、死者が増える。


    　眼下では、小規模なテロ事件が起こっていた。自爆テロによって、多くの者が巻き添えとなっている。


    　その数、六十六人。


    　何人が死亡するかまで、試算してある。その数どおりに、死ぬと考えられていた人間が死ぬ。


    　計算を担当する思考が割り込んできた。


    『白しら雪ゆき。先さき程ほどから、君の思考が不活性になってきている』『理由は明確だ。死を受け容いれきれないのだな』『それが普通だろう』『君の意見は、シャール？』『死んでもいい人間は存在するよ、私のようにね』『哲学味のある諧かい謔ぎやくを聞けて嬉うれしいよ』『ふん、子供のたわごとだ』


    　白雪は、彼らの放ほう言げんに、脳内で頷うなずく。


    「覚悟はしています」


    　決然と、言い切った。


    　回避できるものなら、事前にそう手は打ってある。


    　抹殺対象者の道連れとなって死んだ者は、軍人や警備関係者、それに白雪の配下がひとり。彼らは、どうしてもそこから離れられない人々だった。


    　覚悟なしに出せる犠ぎ牲せいではない。


    　白雪の目の前には、机がある。その上には、一面に拡大された世界地図が用意されてあった。


    　その盤上に、ひとつ、ピンを突き刺した。


    　ここまで飛んできたルート上にも、同様のピンは数本突き立っている。


    　予定していた事件が起こる度たび、ひとが死ぬ度、ピンは新たに増えていった。


    　戦略図を眺めながらも、頭は忙せわしく回転。


    　ひとつたりとて、予定を疎おろそかにはしない。


    　ひとは死に続ける。世界の暗部を形作る構成要員たちは、計画に従い消えていく。


    　事故で。殺されて。場合によっては自死を選んで。


    　彼らがいなくなれば、混乱は必至。


    　その間かん隙げきを縫ぬうようにして、白雪のヴィジョンは練られている。


    　アジアを通過した。


    　午後十一時五十九分。


    　某ぼう国で、暗殺事件が発生。


    　その地を訪問していた、他国の大統領が死んでいる。おまけで、ボディガードが二名、銃弾に倒れた。


    　死は連れん鎖さする。一個人の死が、世界の大局に影響を与える。


    　彼が死んだことにより、彼かの国では反動が起こるだろう。軍が動くかもしれない。外交が盛んになるかもしれない。


    　それは、現状を大きく好転させる要素になり得る。


    　人間の持つ影響力。権力という名の分業制度。


    　ひとりの死によって生じる効果は、いかほどか。


    　十一人の誰かが、不満を言った。


    『馬鹿馬鹿しいな。彼らを殺したところで、物質的には何も変わらない。不幸が消えるわけではない』『幸福などは客体だ。幸福、不幸という状態は有り得ない。ある哲学者の言葉だがね』『日曜日の教会で聴いてきたのか？』


    　わかりにくいジョークと、止まらない内輪話。


    　白しら雪ゆきが一同を窘たしなめる。誰かが咳せき払ばらいをひとつしてからまとめた。


    『先さき程ほども言っただろう。変化するのは精神だ。できると思わせることが、肝要なのだ』


    　その言葉に、同意しておく。


    　拡大人的破壊とは、変化を促すきっかけ。


    　表立った最終目的は、粛しゆく清せいにあると思わせている。


    　計画が行おこなわれていることを知る者は少ない。それでも、最低限の人員には、彼女がやろうとしている内容を説明しておかねばならなかった。


    　計画に携たずさわってくれた彼女の部下、知人たちは、彼女の目的を聞かされている。彼らは白雪の計画を、世界から悪を一掃する性質の作戦だと理解している。


    　夾きよう雑ざつ物ぶつを、一括して殺す。それによって、クリーンな世の中に近づける。


    　究極の理想論を、やろうとしている。


    　その意志に賛同して、協力してくれている者が多数。


    　だがそれは、あくまで表立った目的だった。


    　悪人を一掃するのは、前段階的な事項である。


    　真の狙ねらいは、認識の変化。


    　世界は変わるのだと、信じさせることにある。


    　事件を知った者に。


    　そして、共通意識に。


    　強制的に、変革を求める。そのための戦い。


    　白雪を乗せた艦は進む。雪の原野を。不毛の砂漠を。獣けものが闊かつ歩ぽする高原を。ひとも住まない山々の頂いただきをも越えて。


    　夜は、明けることがない。


    　どこまで行っても、午後十一時五十九分。


    　地図を眺めながら、向かいの席に座るふたりを促した。


    「そろそろ予定のポイントです。降下準備を」


    　外そと木き場ばと枯かれ野のは、各自の受け持ちを了解しているようだった。席を立つと、機内の後方へ歩いていく。そこには迷いの欠片かけらも見えない。


    　彼らに託した一番目の任務は、ここからだった。


    　山岳部に籠こもる軍ぐん閥ばつを掃討する。それが、外木場たちにやってもらう仕事である。


    　当地は長らく戦闘状態にある。ここに駐ちゆう屯とんしている兵士は、各軍、ゲリラ部隊合わせて万を数える。僅わずかふたりで、全軍の相手をするのは不可能。


    　しかし、対象を暗殺するだけなら、充分な人数である。


    　外木場と枯野を同乗させたのには理由があった。


    　彼らは、白しら雪ゆきサイドにおける、最強のカード。どちらも常識外れな戦闘力を持ち、急場での機転も利きく。対象を確実に抹まつ消しようするには、これ以上の人材はいない。


    　ふたりには、作戦中、もっとも困難と思われる部分を担当してもらうことになっていた。潜入が難しい場所や手て強ごわい敵、たとえば、彼らと同業の職業的暗殺者たちを倒すために、手元に待機させてあった。


    　世界中を回り、殺し続ける拡大人的破壊。


    　それを無事完結させるためには、秒単位でのスケジュール管理が必要となる。


    　後方のハッチが開く音がした。白雪の居住空間から、ドアで隔へだてられたそちらには、降下用の装備が何組も用意されている。非常脱出の際にも使われる本格的な装備が、彼らに着られるのを待っている。


    　それを身につけ、飛び降りていく影。


    　やがて窓から、開いたパラシュートの上部がふたつ、後ろへ流れていった。


    　ここからは、外そと木き場ばたちの腕にかかっている。


    　白雪の船は、旗艦の役割も担になっている。計画の中ちゆう枢すうとして、各地へと指示を出すステーションとしての機能も充実していた。


    　この船が、拡大人的破壊を成功に導みちびく足であり、箱船。


    　付近には、前もって用意していた中継地点があった。形式上は、この地に根を張る私軍が所有する補給基地だが、裏では白雪の支援者が接収してあった。


    　そこで燃料の補給を行おこない、外木場たちが追いついてくるのを待つ。


    　十分もかからない。時間どおりに、彼らは来た。


    　黒い影がふたつ、険しい山岳道を登ってきた。白雪の視覚では暗闇と同化して見えないが、ティアラの注進で、彼らの到着を知る。


    　侍じ従じゆうの報告が終わらない間に、外木場と枯かれ野のは、母艦まで戻ってきていた。


    　疲れも見せずに、外木場が言う。


    「殺してきた。お前の指示どおり、部外者には気づかれていない」


    　それが聞きたかった言葉。


    　余計な被害者を出すわけにはいかなかった。この計画には、完全さが求められている。


    　安あん堵どの溜ため息いきをつくのには、早かった。


    「ここまでで、十五パーセントほどです。ここからが、第二段階」


    　時間に遅れてはならない。


    　白雪たちを乗せると、艦は再加速する。


    　紅こう海かいを越えた。


    　計画の第二段階。暗殺者たちが動き出す時間になった。


    　標的を抹殺する手段は、間接的な方法に限らない。


    　世の中には、殺しの専門家が数多くいる。彼らの力を、積極的に使っていく。


    　動員する人数は、数百人単位。


    　東洋、西洋を問わず、金で殺しを請うけ負おう暗殺組織はいくつもある。こうした連中も今回の消去対象だが、なにせ数が多かった。いちいち外そと木き場ばたちに相手させていては、時間が足りなくなる。


    　そこで、雇やとった暗殺者たちを同業者のもとへ送り込んで、始末させる。そのために白しら雪ゆきは、外木場たち以外のプロも味方につけていた。彼らを仲間に引き込むため、事前にそちらの世界の情報をも把は握あくしていたのは、言うまでもない。


    　プログラムのデータ計算速度が上昇。思考領域がさらに拡大する。


    　先さき程ほどまでよりも、細かい作業が要求される局面を迎えていた。


    　午後十一時五十九分。


    　進路上の各地域で、異変は起こり始めている。


    　白雪の航空母艦が進む先に、ひとが集まりだしていた。


    　どこからともなくやって来た者たちは皆、裏の稼か業ぎように関わる者。


    　暗殺者もいる。泥棒も、詐さ欺ぎ師もいる。


    　その他、ありとあらゆる罪科を仕事にしている者がいた。それも各分野で、飛び抜けた業績を挙げている者ばかりが集められ、殺されるのを待っていた。


    　静かなる闘争が、開始されていく。


    　報告がもたらされる。暗殺者本人からの事後連絡が、一度センターを中継し、まとめられてから白雪のもとへ。


    　それを受け取る度たび、ピンは増えた。予あらかじめ決めた定刻ぴったりに、彼らは殺される。


    　ピンの列が、一直線に並んで増えていく。


    　一本の航路に集められている、暗殺者の主要幹部たち。


    　権勢を振るっていたはずの彼らは、続々と死体に変わっていく。


    　虚報によって、情報操作に引っかかって、航空艦の進行路上に来てしまっている。


    　もっとも彼らは、同業者が数十キロおきに集められているなどとは、知る由よしもない。白雪の計画は、極秘のうちに行おこなわれている。


    　彼らは、報ほう酬しゆう目当てでやって来ている者がほとんどだった。普段なら釣り出されず、安全な隠れ家に籠こもっている連中をも、残らず引き出すことに成功している。


    　アブドラ・モースは、未いまだかつてなかったほどの金銭を条件に、簡単な仕事を請け負った。それを片づけるつもりで、街へ来た。


    　そこを、寄ってたかって鱠なます斬ぎりにされ、死んでいく。


    　地中海の雄ゆう、《グラコール》の首領は、長年敵対関係にあったグループとの抗争が持ち上がったと聞かされ、実地検分に赴おもむいた。そこに敵からの奇襲を受け、殺された。白雪と《晩餐会デイナーの十二人パーテイ》にしてみれば、彼などを誘おびき出し、殺す計画を練るのは容た易やすい。四十五秒で釣りがくる。


    　南露の殺し屋、セネグラトーは、仲の良い旧知数名と、実の娘夫婦に誘われて、酒を飲みに出かけた。その道中で、彼らによって惨ざん殺さつされた。ここにも白雪の思惑は絡んでいる。


    　あらゆる繫つながりを利用する。そのために頭に入れた人間は、何百万では足りない。


    　膨ぼう大だいな人名録中の人間、すべての思考を解析する必要があった。そしてそれをやり終えた。一年がかりで、計画を仕上げたのだ。


    　マセセ、撲ぼく殺さつ死。《大いなる鹿の会》後継者及びその妻、リンチ後、銃殺。


    　ゲタフ・ワーキニー、収容された刑務所で、自殺に見せかけ絞こう殺さつ。


    　スキーニー、兄弟と仲なか違たがいし、刺殺。


    　デフ・ホールマン、暗殺者と戦い、相討ちに。


    　主だった名を挙げるだけでも、ガイドブック一冊分の厚みは必要になるだろう。


    　そのほかにも、殺される者はいる。


    　汚お職しよく警官の元締めが殺された。違法な薬物を売買する一味が全滅した。親分格が暗殺され、マフィアが解体された。利権を巡っての争いが、双方の死で決着した。最高決定指導者が、音もなく忍び寄った影にナイフを突き立てられた。


    　白しら雪ゆきが雇やとった暗殺者たちが、それぞれの仕事を果たしていく。


    　ピン。ピン。ピン。殺人の象徴が増えていく。


    　ピンを机き上じように刺すごとに、死が訪れる。


    　死者は二百名を越えた。


    　各地の状況が、衛星を中継して送られてくる。計画に不具合が出れば、すぐに修正できるよう整えられた仕組みだが、まだ手直しが必要な場所はない。


    　計画は完かん璧ぺきに練り上げられている。


    「そうですね、みんな？」


    　返る十一通りの肯こう定てい。


    『事前の計画は完璧だ』『お前が計算した箇か所しよに、安心できないのだがね』『堤防は、一度決壊すると続々崩れていくからな』『強度の試算が足りていないだけだ。いっしょにするな』


    　会話の間も、途切れることなく計画のあらすじをなぞっていく補助思考たち。


    　見み逃のがしは有り得ない。彼らの知性は、人間の極点にある。それぞれがそれぞれの分野の第一人者。頭脳戦のエキスパートばかりをピックアップして、取り入れた。


    　彼らが活発に活動するにつれ、白雪の肉体へフィードバックされていく。


    「白雪様、お飲み物は？」


    　問いかけてくるティアラ。彼女を安心させるため、白雪は笑顔を崩さない。


    　気を抜けば今にも叫び出してしまいかねないほど、軋きしみは脳を圧迫し続けている。


    　それでも思考を中断しない。


    　やり始めた責務がある。やり終えるまでは、倒れることなどできない。


    　ティアラが淹いれてくれた紅茶を飲んだ。味がしない。プログラムの副作用だ。


    　肉体へのダメージは、確実に蓄積されている。感覚は徐々に死んでいく。


    『おやつの時間か？』『殺しの時間だ』『世はまさに暗黒時代』


    　お茶をする間にも、世界は作り替えられていく。


    　グスタフ・カールは自分のベッドで死んだ。彼を看病していた医師が、手を回したのだ。


    　エランは炎上死。仕事先の溶よう鉱こう炉ろで、隠れていた連中に襲われ、火の中へ投げ入れられた。良く燃えていた、と語った現場からのアンケート結果に、脳内は大だい顰ひん蹙しゆく。


    　出された夕食テリーヌは食べられそうにない。


    　ユーラ、トマンネフ、《トゥーリッド》、楊よう班はん瑞ずい、チャイサン、ストーンクリフト、いずれも銃により死亡。


    　タネングリフ、《田舎いなか者》、スパダ・ディタ、李り輿こう銀ぎん、モーグ兄弟、《グレイガン》、ナイフにより横おう死し。死にかたとしてはもっとも一般的か。


    　ディ・ザ・イーは母娘もろとも高所から突き落とされた。ハメットは部下に襲われ、逃げようとしたところを撃たれた。用意周到に練られた襲撃計画を防ぐ手立てなど、咄とつ嗟さに考えつけるはずもない。スタートからして、彼らは敗北している。


    　パリ、ウッド、ネイサン、ネイサン・Ｊ、逮たい捕ほ後、輸送中に斬ざん殺さつ。


    　ザムザとエーガス、《検死官》に嬲なぶり殺しにされる。


    　彼らはいずれも、闇の稼か業ぎように手を染めていた人間たち。彼らのもとで、幾いく多たの悲鳴と悲しみが流されていた。一部の者たちの快楽のために。


    　白しら雪ゆきの計画は、暗黒街のビジネスをも破壊する。どれだけ勢力盛んな集団も、彼女の策に絡み取られれば滅びるしかない。


    　無論、敵とする者の中には、二流の暗殺者たちではどうしようもない強つわ者ものもいる。


    　手て強ごわい相手には、さらなる恐怖が送り込まれる。外そと木き場ばと枯かれ野のという、二筋の旋つむじ風かぜが、黒死病よりも激しく猛威を振るうことになる。


    　カルロスと《アセンブリカ》の一党は、ミンチにされたビッグボスたちに比べればまだましだった。情け深い枯野が、一撃で首筋を断っている。


    　枯野が活躍している頃、外木場は外木場で、東欧の一旅団を壊滅させている。今日の仕事を報ほう酬しゆうに換算するなら、小さな国の国家予算くらいは超えていただろう。


    　殺人者たちは、総数で六百六十六人、死ぬ予定になっている。


    　彼らにとっては、まさしく暗黒の一日。


    　暗殺者はヴァリエーションに富んでいた。


    　誇り高い者もいれば、最低の殺人嗜し好こう者もいる。殺される彼らに共通するのは、世界に影響を及ぼしかねない要素かどうかだけ。


    　一流以上の者は、皆死ぬことになっている。ひとりの例外もなく。老ろう若にやく男なん女によの区別なく。


    　公平に死ぬ。


    　これからの世界に必要ないから、あってはならぬから、取り除かれる。


    　彼らのような強者たちでさえ、白雪にかかれば呆あつ気けなく消えるのだ。


    　白雪と、《晩餐会の十二人デイナーパーティ》の力があれば。


    　西欧に差しかかったところで、初めて計画にしくじりが出た。


    　幸い、大きなロスには繫つながらないミスだった。派は遣けんした暗殺者が、目標を殺してから、一般人をひとり、傷つけてしまった。その人物が死亡したという。


    　白しら雪ゆきは計画を修正。死者の名簿に加わるべき人物を、優勢順位の低い順に入れ替える。


    　今回の計画において、死者の総数は決まっている。それは厳密に守られなければならない。


    　プログラムがフル回転。即座に失敗をカバーし、計画を補ほ塡てんしていく。


    　伝達されてくる個人の記録。それを閲えつ覧らんし、最適な案を企画、命令。


    　実行に移すのは、現地に待機させている、子飼いの配下たち。忠実な彼らが、白雪を尊敬している正義漢たちが、非道な連中を許さない。


    『非道か、はっ！』『我々こそ、彼らの悪行云うん々ぬんを言えた立場かね？』『言ってやるな。誰もが、鏡を見るのを好んでいるのでもあるまい』『我が身を顧かえりみると、ひとに意見を言えなくなるぞ』


    　思考速度が上昇するにつれ、白雪への負担も増加する。痛む頭で計算。


    　欧州で殺す予定だった者たちは、皆死亡した。


    　あとは、用済みになった暗殺者たちを殺せば良いだけ。


    　計画は、もっとも残忍な部分に突入する。


    　これまで協力してくれていた、味方側の暗殺者たち数名。彼らの中にも、死亡リストに名前が載っている者がいる。


    　彼らは、割り当てた標的たちを殺し終えていた。


    　つまりはもう、必要でない。


    　標的を殺し終えた暗殺者たちが、今度は逆に殺される側に回る。


    　仕事をさせてから、それが完了した段階で排除する。


    　すこぶる効率的だ。計画に無駄はない。


    　ケースによっては、もとから殺されることが前提で送り込んだ者までいた。反撃によって死亡する暗殺者をも葬列に加えながら、死者数のカウントを稼かせいでいく。


    　ストリフォン、敵を殺した後、事故死。《検死官》、次の地点へ移動する飛行機の機内で毒殺。死体を乗せた飛行機は、行方不明となった。


    　リベリア半島で、双剣の石せき唐とう、背後から斬られる。死亡時刻は、午後十一時五十九分。


    　彼らにしてみれば、なぜ死んだのかよくわからなかっただろう。


    　協力者でさえも、罪を数えて粛しゆく清せいする。例外は認められない。


    　頑かたくなに、冷徹なきまりを遵じゆん守しゆする。譲歩する気持ちは、持とうとさえ思わず。


    　心など痛むものか。


    　これは数の問題だ。一九九九に近づくための、数合わせ。


    　今日殺すことになる人間は、数字でしかないと割り切っている。


    　そう割り切れると、自分を納得させている。


    　殺しに次ぐ殺しマーダー・トウ・マーダー。裏社会の人間以外も、着実に排除されていった。


    　財界、経済界。報道出版関係。音楽家。似非えせ宗教家に歴史研究家。俳優、役者の類いまで。


    　某ぼう国政府首脳、狙そ撃げきされる。資産家で有名なフェブリー家、当主が病死。


    　某メガバンク、本社ごと爆破。三十余人が、一息に爆殺された。


    　殺すべき者を殺す。


    　混乱は程度を増していく。


    　僅わずかに軌道を北寄りに修正し、欧州を北上。平面地図では、航路は斜めに上がったように見えるだろう。


    　英国で、外そと木き場ばが降下。続いて一分後、枯かれ野のもダイビングを敢行。


    　合流したふたりが追いついてくるまで、白しら雪ゆきは拠点で待つことになる。


    　海上には、手配した空母が待機していた。そこを中継点に、二度目の補給。


    　ここまでで十二時間が経過している。計画も半分が過ぎた。


    　航空艦は停止し、予定していた小休止に入った。


    　休きゆう憩けい中も、白雪の思考は休んでいない。


    　眼前のピンを眺めながら、ここまでの旅程を確認。どこにも洩もれはない。


    　あと半分。このペースなら、どうにか乗り切れそうだ。そう計算し、安あん堵ど。


    　白雪は座っていた椅子を倒し、シートに躰からだを預ける。外木場たちが戻ってくるまで、まだ十分ほど時間がある。


    　今機内には、彼女だけが残っていた。ティアラは空母に移り、スケジュールの調整と物資の搬はん入にゆうに当たっている。侍じ従じゆうとして訓練された彼女は、一日二日休まなくても、それほど疲労を感じないように鍛えられている。


    　白雪は、そうはいかない。


    　もともとが頭脳労働担当の、生身の躰。それに加え、現在行っている脳内演算は、精神と肉体に途方もない負担を強いる。


    　そこから生じる疲労は、白雪が考えていた以上のものだった。


    　疲れ果てた躰が、強制的にシャットダウンを促してきた。


    　これはプログラムに組み込んだ、生命維持のための安全装置セーフテイが働いたためだった。脳への負ふ荷かを懸け念ねんしたプログラムは、彼女を一時休ませるため、断りなく接続を遮しや断だんしてきた。


    　そんな緊急システムが稼働するほど、彼女は心身を磨すり減らしていたのだ。


    　白雪は眠るように意識を失った。


    　夢の中で、思考は現在のこと以外、過去の対話にまで及んでいく。


    



    



    　在ありし日の記憶が再生される。


    　ロードされるのは、データを取り込んだばかりの昔せき日じつ。


    　白雪は、研究所の私室にひとりでいる。彼女は、プログラムとして取り入れた者たちを説得しようとしていた。


    　この日初めて、白雪は彼ら十一人に、拡大人的破壊の全ぜん貌ぼうを明かしていた。彼らが生きている間話せなかった真意を、思考波に乗せ、各員に知らしめる。プロジェクトがほかに洩もれる危険性を考え、彼らがデータだけの存在となるまで、計画の内容は秘ひ匿とくされていた。


    　話を聞き終えてから数秒、黙考の時間があった。解答があったのはそれからである。


    『……拡大人的破壊については、呑み込めた』


    　十一人の誰かが言った。


    『つまりは、壮大な事前準備なのだな、この計画は』『これほどまでに馬鹿馬鹿しい計画を立てた者はいただろうか！』『ああ、黙っていてくれ、ユグノー』『他者の発言中は、口を慎つつしんでいろ』


    　ほかの誰かがまとめる。


    『拡大人的破壊とは、共通意識を倒すための序章である。君はこの計画を利用して、共通意識を消滅させようと目もく論ろんでいる』『呆あきれたよ。私たちを巧たくみな言葉で屈服させた君が、どれほどの野望を抱いているか、これまで理解できていなかったのだからね』『私は嫌いではないね』『私も』『好き嫌いの問題か？』


    　進言されてくる意見を、ひとつ残らず受け止めた。


    　その上で、自分の意思を語る。


    「でも、やらなければなりません。私は、共通意識を消滅させると決めました。そのために、あなたたちを集めた。何があっても、目的は達成するつもりです」


    『なぜそんな願いを持つ？』


    　思考からの問いが突き刺さる。


    『共通意識は、人間の意識が造り出した概念だ。言い換えれば、共通意識とは、人間の願望そのものであるとも定義できる』『どしどしやれよ、マラカン。ごねるのはお前の得意技だ』


    　咳せき払ばらいがひとつ。


    『共通意識は、思考の集合体。人間の情報が蓄積された場でありつつ、それ自身が意志の巨大な流れである。そこには、我々の思いが反映されている。政治用語を引き合いに出すなら、民意の如ごときものだ』『それとも世相かな』『話の行く先が見えてきたぞ』


    　誰ともわからぬほど混ざり合った思考が意見する。


    『数とは力だ。多くの者がそう望んでいるのなら、それに従うべきではないのか？』


    　まっとうな意見であっただろう。


    　だが白しら雪ゆきは、正論を否定する。


    「……そうは思いません」


    　脳内の同居者たちに、思考を伝達。


    「大多数が望むからと言って、それが正しいとは限らない。批評的観点から、異論を唱える者がいなくてはならない。この場合、それが私です」


    『全体主義に対する批判かね？』『違うだろう。場合によっては、独自の路線を進む個体も必要だということだ』『種しゆの全滅を防ぐための戦略さ。自然界ではよくある』『人間界では、それを孤立主義と見なすのだ』『変わり者と素直に言えば？』


    　揶や揄ゆとフォローは、白雪の思いを代弁するには至らない。


    「特定の個人に、すべての負担を押しつけるなど、承認できるでしょうか？」


    　昔を思いながら、己おのれのデータに乗せる。


    「階きざはし絶ぜつ無むに象徴される、《救世主》。彼は、戦うことを義務づけられていた。自分の意志すら問われることなく、ただ操あやつられ、そして、死んでいきました。彼は私たち人間のために戦ったのに、報むくわれなかった。何も得られないように、造られていた。それはもう、犠ぎ牲せいです」


    　思考が軋きしむほど強く主張する。


    「人間ではないから犠牲となっても良い？　その姿勢は、正しいのか？」


    『正しさの定義づけが曖あい昧まいだ』『善とは造られた観念でしかない』『焦点は、彼に人権を認めるか否いなかだな』『それも的はずれだよ。白しら雪ゆきの意見は、もっと感情寄りのところにある』『馬鹿馬鹿しい。社会とは相互犠牲によって成り立っている。階絶無だけが犠牲となったなどどいう表現はやめてもらいたいな』


    　白雪は譲らない。寄せられてくる意見を押しのけ、自説を曲げない。


    「……彼も私たちと同じように、望みを持ってよかった。自らの生きかたを、自由に選べて当然だったのに」


    　嘆たん息そくは、後悔を連想させた。


    「彼は自分の願いすら、口にするのを憚はばかっていた。それが叶かなうことはないと、諦あきらめていた」


    　傷つき、誰の助けも得られぬ幕まく間あいで、ただ殺し。


    　階絶無は、そうやって生きていた。


    　彼の生涯は、報われないままに終わってしまった。


    「ひとりだけ願いが叶かなわないなんて、許せない。そんな世界は、認められません」


    　誰からも返事はない。白雪の思考は、反論を受けつけないほど強固な意志を放っていた。


    「だから、共通意識というシステムを破壊する。それが計画の本義です」


    　拡大人的破壊。それは、一九九九人を殺すという、表の意味合いだけにとどまらない。


    　ひとの造り出した意識の総体、人類を支配するまでに拡大、肥大化した意識の集合体を、破壊する。


    　共通意識は、概念であり、ひとの手が届く範囲に認識できる存在ではない。大昔から、誰にも気づかれぬがゆえに、絶対不可侵の存在として、在あり続けていた。


    　それを消滅させるなど、できるはずのない夢想だが。


    「私になら、それができる」


    　一九九九人を過不足なく殺すことも。


    　共通意識を滅ぼすための方策も、整えた。あとは彼らが協力を領りよう承しようしてくれれば、計画を発動できるところまで来ていた。


    　彼ら十一人に、白雪を加えた十二名。その思考力を合わせれば、拡大人的破壊を遂すい行こうするために必要な演算力が揃う。


    　彼らを説得するため、白雪は話を続けようとする。しかし言葉は出てこなかった。自みずから取り込んだプログラムが、躰からだへ負ふ荷かをかけている。


    　痛みに悶もだえる白雪。苦痛は、同じ肉体を共有する彼らにも伝わっているはずだ。


    　自分自身へプログラムを投与するのがどれほど危険か、彼らも白しら雪ゆきも理解している。理解した上で、決断した。躰からだや精神へのダメージを、痛みを引き受けるのを厭いとわなかった。


    　そこまでしても、やり遂げたかった。


    　そんな白雪の思いは、伝達されていたのかどうか。


    『……訂正を要求する』


    　重々しく、誰かが。


    『我々が集まればそれができる。そう言ってもらえるとありがたい』『礼儀としてね』『協力するのは、事象に対する関心からであって、君の青あお臭くさい理想などに感化されたのではない。それだけは明言しておこう』


    　賛意が、白雪を後押しする。


    『革命だよ、白雪。もしこの計画が成功すれば、我々は人類の歴史に新たな一歩を刻むことになるだろう。それは、白紙の上に記される第一歩だ。何者の意志でもない、我々自らが[image: ]り上げていく時間の、始まりになる』


    　改あらために行くかと誰かが言った。


    　データを提供してくれた者たちもまた、計画の犠ぎ牲せい者だと言えるだろう。彼らは肉体と切り離され、生身の命を失った。


    　そうした自分たちの立場をも踏まえて、彼らは協力を約束してくれたのだ。


    　彼らのためにも、失敗は許されない。


    



    



    　座席後方の扉が開く音。


    　現実へと、意識が引き戻される。眠っていたのは短い時間だけだった。


    　機内に、ティアラが帰ってきていた。彼女が報告してくる。


    「外そと木き場ば様と枯かれ野の様が、ご帰還されました。遅延はございません」


    「彼らの体調及び、メンタルは？」


    「簡易なメディカル・チェックでは、正常と」


    　予定どおりの答えに、満足する。


    「よろしい。出発します」


    　躰に力が漲みなぎるのを感じる。覚醒したような感覚、十分程度の眠りが、新たな活力を供給してくれた。それとも夢が、過去の決意を思い出させ、意志の力を補充してくれたのか。


    　眠っていた間にも、死者の数は増えている。地図にピンを何本か追加した。


    　突き立ったシンボリックな墓標を尻目に、操縦席へ発進の合図を送る。


    　外木場と枯野を積み込むと、機体はすぐに上昇を始める。


    　進路は南寄りに変更されていた。これから大西洋を越えるのだ。


    　機体が雲の上に出た。


    　窓から見える風景は、闇色。朝焼けを迎える前の虚きよ無むしか伝えてこない。


    　だが飛び続ければ、いつか光が差す瞬間が訪れる。


    　雲の下では、その刻ときを目にできない者もいた。


    　航海するタンカーの一等客室で、ヌル・アリが喉のどを搔かき切られる。彼は分離運動の指導者であり、暗殺者でもあった。


    　また同船の三等と、ボイラー室でも、死人が出た。それぞれ北欧と南米から集められた暗殺集団のグループが、ひとりの奇術師に殺されている。


    　その興行をやってのけた奇術師も、乗り込んでいた白しら雪ゆき直属の闘士に殺された。


    　洋上ではほかにも、とある大富豪が、誰にも看み取られずに死んだ。沖おき合あい数十海かい里りで、時限式の爆薬が船を四散させれば、逃のがれる術すべなどない。


    　島すら見当たらない海上に突き立てられる、ピンの列。


    　自艦の速度は、広大な海を狭く感じさせるほど。


    　カリブ諸島が近づいてきた。


    　そこで待ち受けるのは、戦艦の小群。


    　眼下では、付近の国から遠征してきた巡じゆん洋よう艦かんと、旗印のない海賊船が睨にらみ合っている。彼らはどちらも近隣であくどい商売に手を染めている連中だが、それが今まさに戦いの火ひ蓋ぶたを切ろうとしていた。


    　砲門が開くのを、モニタで観察。艦隊戦が始まる間ま際ぎわの緊張が高まる舞台上へ。


    　両軍の中央線センターライン上へ、白雪の航空母艦が突貫していく。


    　最高の装備を自慢にする白雪機は、貧弱なレーダーになど映らない。


    　いきなり現れた新手に、どちらの軍も狼ろう狽ばいした、狼狽すると、わかっていた。


    　射撃命令が下されるまで、五十五秒あることまで計算していた。


    　上空を制した白雪艦が旋回。変幻自在な旋回を見せ、敵の鈍どん重じゆうさを小馬鹿にする。重い機体だが、小回りも利きくよう設計されている。


    　一度通過した戦艦を、再び視界に入れ、進撃。


    　直上まで来たところで。


    　機体後部の腹部ハッチが開いた。


    　外そと木き場ばたちの代わりに飛び出していくのは、爆弾。


    　艦に積み込まれた対艦爆雷が、目標へ向けて投下される。


    　被害は、爆風に煽あおられたどころではない。船体の甲かん板ぱん上へ、まともに爆撃を受けている。


    　使用されたのは、最新鋭の爆雷である。


    　甲板は、跡形もなく吹き飛んだ。炎上する艦隊から脱出しようとする者もいる。


    　だがそれは果たせない。


    　船は、あっという間に沈んでいく。


    　その光景を目撃していた海賊船は、飛ぶように逃げ去った。そちらは追わない。


    　当ポイントでの目的を達成し、飛行機は進路を戻す。


    　これだけ派手な戦闘行為を起こしているのに、巡じゆん検けんに来る船も航空機も、一機たりとて見当たらない。


    　当とう該がい地区の政府とは、計画段階で話がついていた。どんな騒ぎが持ち上がっても、彼らが援軍を差し向けてくることはない。


    　根回しは万全。どこの国の政府、首脳部に関しても、それは同じだった。


    　計画を行おこなうのに必要な部署、人員は、完全に掌しよう握あくしている。


    　白しら雪ゆきと十一人の思考をもってすれは、難しい作業ではなかったのだ。


    　ほどなく、東の大陸に到達した。世界の三分の二以上を踏破してきたことになる。


    　殺した数は、およそ千五百。内訳は、暗殺者が六百六十六分の三百六十八、一般人が三百三十三分の二百四。その他が、キリよく九百。


    　まだまだ戦闘は続行される。


    　白雪艦の到着とともに、ＵＳＡへ上陸する死の気配。


    　ボストンでは、車の追突事故。


    　ヒューストンでは、新年を祝う集つどいに、銃弾が撃ち込まれた。


    　その西、とある田舎いなか町で、白雪の指示を受けた《粛しゆく正せい剣けん》が、格上の相手を叩き伏せた。敵は一流だったが、彼らの技と白雪の策さく謀ぼうが組み合わされば、たいていの敵はなんとかなる。


    　こうした掃討作戦も、もっと強い味方を使えれば楽だっただろう。


    　だが最高級の暗殺者は、外そと木き場ばと枯かれ野の以外、残すつもりはなかった。超一流の暗殺者全員が、死者のリストに載っている。ゆえに彼らを取り除くには、凡ぼん俗ぞくな者を使うしかない。


    　配下たちの中でも、白雪が首しゆ謀ぼう者だと知るものは少数。


    　彼らにしても、拡大人的破壊の本意までは知らされていない。


    　計画が共通意識に洩もれるリスクを冒すわけにはいかなかった。だから限られた者をやりくりするしかなかったのだ。


    　絶対に信用できる者しか、この日、白雪が取った行動は知らない。さらに言えば、彼らにしても、白雪の真意までは知らない。


    　以上の理由から、作戦を任せられる人間は限定されている。


    　ただでさえ少ない人員の中で、どうしても計画に組み込めなかった知人もいる。


    　たとえば、荒あら礼らい熊ゆう。白雪の友人にして、裏稼か業ぎようにも通つう暁ぎようする仕事人。


    　彼女も、単体戦闘においてはそれなりに強い。気心もわかっているから、裏切りを心配することもない。外木場たちまでとはいかずとも、彼女になら、数人の暗殺を頼めただろう。そうすれば人員のやりくりも、少しは楽になったはずた。


    　でも、依頼しなかった。


    　そのほかにも、探偵業を通じて知り合いになった人々がいる。《モーティス・ブラック》のふたり。ティアラ以外の、《オベルブシャトー》の侍じ従じゆうたち。


    　暗黒社会に携たずさわる者ばかりではない。


    　たとえば、蓬ほう萊らい麗れい華か。


    　彼女や館たて山やま寛かん慈じなど、旧知の警察関係者も、計画には入れなかった。名前を挙げればきりがないが、ある条件に該がい当とうする者は、計画に関わらせなかった。


    　善人は外した。


    　彼女たちは、こんな計画を喜ばなかっただろう。知ればきっと、非難されたに違いない。


    　それはわかっていた。プログラムの思考演算を使わずとも、それくらいはわかる。


    　自分が誤った方法を選んでいるとは認識している。


    　それでも、計画の手は休めない。退ひけるところにはもういない。


    　躊躇ためらいは、美み日か月つきが眠る部屋に置いてきた。


    　一瞬だけ、彼女のことを思った。


    　疲れから、意識も混こん濁だくし始めている。下手をすれば、再び強制シャットダウンを招きかねないほどに。


    　そうした頭の中で、まとまりを欠いた思考が、過去の記憶を運んでくる。美日月だいじなものについて思いを馳はせたのをきっかけに、彼の記憶もまた、意識の奥から引き出されてきたのだ。


    　脳のう裏りには、絶ぜつ無むの姿が映っていた。


    　再生されるのは、彼が死んだ日の記憶。


    



    



    　最後に見た彼は、死に逝ゆくところだった。


    　連絡を受けた白しら雪ゆきが駆けつけたとき、彼は既すでに死を待つだけとなっていた。


    「……よう、遅かったな、白雪」


    「絶無、あなた、傷が……」


    　彼の躰からだは斬り裂かれている。心臓から肩先へと走る傷からは、流れる血が止まらず、床を濡らしている。


    　多少の傷なら修復するはずの肉体は、回復する兆きざしを見せていない。


    「……俺はここで打ち止めらしい」


    　絶無の声には、張りがあった。だが、声とは反対に、彼の躰は段々冷たくなっていく。


    「俺は強化の限界を超えてしまった。……共通意識は俺に、幾いく度ども力を注ぎ込んだが、それでも俺は勝てなかった。だから、共通意識から見捨てられたのさ」


    　絶無は、共通意識による接続の負ふ荷かで、燃え尽きようとしていた。


    　彼をそこまで追い詰めた相手とは、何者か。


    「……あなたは誰と戦ったんですか？」


    　問い詰める白雪に、絶無は首を振る。


    「……そいつのことは恨うらむなよ。俺がやってきたことを思えば、当然だ」


    　倒されたというのに、彼は怨うらみ言すら言わなかった。


    「俺は、多くの人間を殺してきた。その結果、誰かに殺される。……イーブンさ。それが裏社会のルールってやつだ。納得してる」


    　絶無は笑みすら浮かべている。


    「俺は死ぬんだ。まあ、それほどたいした損失でもねえだろう」


    「そんなこと言わないで！」


    　白しら雪ゆきは諦あきらめきれない。


    「あなたがいなくなれば、私の計画も意味がなくなる！」


    「なんでだ？　共通意識を消して、人間を救うってのが、お前のお題目だろ？　俺が途中退場するからって、計画を打ち切ることはねえ」


    「……あなたです。私はあなたのために、共通意識を倒したかった。そのために計画を練り、やってきた。……なのに、あなたは死んでしまう」


    　消えゆこうとしている彼を前に、絶望せずにいられるか。


    「……ならひとつだけ、頼みがある」


    　悲しむ白雪に、絶ぜつ無むは語りかける。


    「お前が意味がないなんて言うなら、意味をやるよ。……俺が消えれば、次の《救世主》が現れるはずだ。……そいつを捜せ」


    　彼は共通意識が降臨するための器うつわとして造られている。


    　その彼が死ねば、新たな《救世主》が現れるだろうと、絶無は言った。


    「たぶんそいつも、俺と同じ運命を背負わされているだろう。運命はまだ終わってない」


    　白雪に示される、彼からの祈り。


    「お前が俺を救えなかったと嘆なげくなら、人類を救うついでに、そいつも救ってやってくれ」


    　そう言い残して、絶無は死んだ。


    　彼の願いを叶かなえたかった。


    　叶えられなかった願いのぶんまで、彼の遺ゆい言ごんを聞き届けたかった。


    　だから誓った。


    　目的を果たすと、約束した。


    



    



    　最後まで巻き戻し終えたところで、既き往おうの再生をカット。


    　現実世界では、絶無の死から、一年半以上が経っている。けれど記憶は薄れもしない。


    　彼との記憶は、消えることはないだろう。


    　この日の約束こそが、白雪を進ませる理由なのだから。


    　思い出に浸ひたっていた白雪を、脳内の思考が注意した。


    『よくもまあこの場面で、余分な思考に容量を回せるな？』


    　なおも、説教を加えようとする者を、別の思考が押しとどめた。


    『そう言うな、Ａ・Ｂ。なかなか感動的な一幕だったではないか』


    　一いつ斉せいに介入してくる残りの思考たち。


    『愛の話だ。要はそこさ』『白雪の決意が、故人への愛から派生する妄もう執しゆうなら、ひとつ詩でも献上するのだが』『こんなところに詩人がいるぞ！』『どちらかといえば、包括的な愛に近い』『愛故ゆえに、とはいかぬわけだ』『歪いびつな精神性ね？』『定義によるな』『愛を言語化した者はいない』『それもまた、詩だよ』


    　思考が軋きしむ。送られてくるデータの波は、引きも切らずに打ち寄せ、情報を提示し続ける。


    　その姦かしましさ。


    　皮肉と喧けん噪そうの世界に、白しら雪ゆきはいた。


    　今日この世界では、平穏と暖かさは遠いところにある。


    　夢物語を、現実のものと変えるために戦っている。


    　次々と伝達されてくる思考と情報を捌さばきながら、思い返す。


    　美み日か月つきは、白雪が愛故にこの作戦をやるのだと考えていた。彼女は、白雪が正しいことをしようとしていると、信じて疑わなかった。


    　だが白雪には、これが愛だなどと言えなかった。


    　この大量殺人が、愛だ、正義だなどと言えただろうか。


    　彼女たちが進むところ、死を養分にした暗黒の花が咲き乱れる。


    　合衆国を貫通して伸びる地図上のピン。それと並へい行こうし、空の下では、殺された人間が横たわる。その数は、時間を追う毎ごとに増えていく。


    　この光景は、詩どころか。


    　死。


    　尽きることのない悪徳の連れん鎖さ。


    　この日生まれた嘆なげきは、幾いく千せん組に至るのだろうか。


    　殺す対象は、明確な違法行為を犯している者だけに限定している。浄化作戦であるという側面は、過あやまちではない。


    　彼らが死んだことにより、救われたと感じる人々もいるだろう。


    　それは慰なぐさめになっても、殺しを命じた事実が書き換わるわけではない。


    　自分を正当化することはできなかった。


    　正しいふりすらしようとしなかった。


    　殺して、殺して、ただ殺す。


    　もはや名前は、単なる記号にしかすぎない。


    　ユークリッド。デイモン。シュガー。ハミルトン。デボイド。ハフナー。ラオ。


    　ミッシェル。バーナード。バーナーディー。《キャンドル》。スーザン。クラーク。


    　名はただ、頭の中を流れていくだけ。


    　デ・ラ・カス。モシナー。コットン。カミール。クレア・ショー。マキャモン。横よこ塚づか。シールバルケル。《二二五》。ドルン。マドラス。《ＮＥ》。《餓が者しや》。スナップ。Ｅ・Ｋ・キルン。ナボスキー。ハイネ。キッシンジャー。《金の奴ど隷れい》。


    　彼らの全情報を握っていた。彼らの人生を、彼ら自身よりも詳しく知っていた。


    　プログラムにより高められた思考が、彼らの死を演出する。


    　エナミー。スコットフィールド。シンクレア。ファビオーリ。その息子、ファビオラ。


    　爆殺。刺殺。絞こう殺さつ。他殺であることを隠そうともせず、できるだけ簡素な手段で。


    　時間をかけずに殺させる。


    　北米大陸も、半分を通過した。


    　外そと木き場ばたちは、数度目の降下に入る。


    　補給のために使う時間はない。


    　時間の制約は厳しい。彼らは十五分で仕事を終え、数キロ先の指定地点まで走り抜けなければならない。


    　街はずれに降りた外木場は、すぐさま最寄りのターミナルへ。


    　空港で、浅あさ賀が千ち景かげを斬ざん殺さつ。その足で、本命、夏か震しんを斬りに行く。


    　枯かれ野のは枯野で、周辺に呼び集められていた《サンダンス》の部隊長四名を殺しに走った。


    　秒単位での暗殺劇。


    　足を止め、まわりを見渡す余裕さえないプランを、確実にこなしていくふたり。


    　仕事が済めば、すぐに帰投。


    　押さえてある私有地では、一機の小型航空機が彼らを待っている。ふたりが白しら雪ゆきの母艦まで戻るための交通手段が用意されてあった。


    　若じやつ干かん速度を落としながら進む艦に、それが追いついてくる。


    　空中で機体を収容。ドッキングした航空機の背から、影がふたつ、乗り移ってきた。


    　キャビンのモニタが、格納庫の様子を映し出した。


    　話している外木場と枯野が見える。白雪は、彼らの様子を観察。


    　どちらも疲労の色は濃い。とりわけ枯野に、強く出ている。傍はた目めでそれとわかるほど、彼の体調不良は明らかだった。


    　ここまで彼らは、一流の遣い手ばかりを相手にしてきていた。いくら短時間で決着がつくとはいえ、休息もろくに取らず戦い続ければ、疲労が溜たまっていくのは当然。


    　それでも彼らは投げ出そうとしない。


    　無理な予定表に従ってくれている彼らを顧かえりみれば、弱音など吐けなかった。


    　疲れているのは、白雪も同じ。


    　むしろ、より濃度の高い戦いをしているとさえ言えた。


    　襲い来る激痛。プログラムの使用過多による神経へのダメージが、思考を乱れさせる。


    　ひとつのことに集中するのが難しくなってきた。情報ひとつを取り出すのに、時間を要するようになっている。


    　サプ・レーリンを殺したという報告が入った。そのとき傍そばにいた近親者らしき者も死んだと伝えられる。犠牲者として想定していなかった死者だった。すぐに修正しなければ。


    　彼の情報を要求。家族構成はどうなっていたか。それを知りたいだけなのに、思考の引き出しからは、彼の学歴から趣味、友人関係までに至る資料が飛び出してくる。辛しん労ろうのため、適切な情報を引き出す作業さえ困難になっている。


    　人間ひとりの経歴は、それだけで一冊の本になるほどの量を持っている。多大な情報による負ふ荷かが、脳を圧迫する。ものを考えるのが、ひどく億おつ劫くうに感じられる。


    　苦しみながら、川を越えた。


    　この州の主要産業は何々。総人口は何人。どこに何があって、どこに誰がいて。そうした知識が、奔ほん流りゆうの如ごとくに押し寄せる。情報が錯さく綜そうする。


    　抑えろと自分を叱しつ咤た。思考に秩ちつ序じよを取り戻そうと努める。


    　ピンを刺した。これだけのルーティンワークすら辛つらい。


    　主あるじの疲労を見て取ったティアラが、休憩を勧めてきたが、断った。


    「次が最後の降下地点です。ここを過ぎれば、もういくらもありませんから」


    　地図に刺さったピンは、陸地を示す茶色の部分を越えていた。


    　航空艦は、北米大陸の最西端に到達していたのだ。


    　そこでは、外そと木き場ばたちにとって、最大の難敵が待ち構えている。


    　この地で殺されることになるのは、ある集団だった。


    　槍やりの戦闘傭よう兵へい一族、《ローランド党》。


    　彼らとは拡大人的破壊を始める前から雇こ用よう関係を結んでいた。もともと、計画に協力してくれる勢力として考えていたのだが。


    　現在彼らは、白しら雪ゆきの計画を邪じや魔まする側に回っている。度たび重かさなる協力依頼は突き返され、もはや両者の関係は修繕しがたい。


    　世界最高峰の暗殺者集団である。野放しにしておくのは危険すぎる。


    　過去、どれほど貢こう献けんしてくれた者たちでも、例外は認められない。


    　彼らを殺せる駒こまは、外木場たちしかいなかった。計画の最終段階に、彼らは殺される立場の者として載ることになった。


    　今、眼下の一地点に、彼らは集結している。


    　外木場が現れるという情報につられて、一族でも優れた腕前を持つ者ばかりが、世界各地から集まってきていた。


    　その数、二十五人。


    　いずれも、一騎当千の武勇を誇る者揃い。


    　中でも党首クルセイストは、歴代の暗殺者中最高と讃たたえられる技量を持った敵である。枯かれ野のでさえ、普通に打ち合ったのでは分が悪い。それほどの敵である。


    　そんな彼らと疲労状態で戦うのは厳しすぎた。


    　本作戦の、最終関門と言っていい。


    　外木場たちの様子を眺めながら、白雪は一いち抹まつの不安を感じている。


    　彼らにローランド全員が倒せるか。無事に計画はやり遂げられるだろうかと、今日初めての揺らぎを感じる。


    　ここでしくじれば、すべてが水すい泡ほうと帰きすことになる。


    　心配になった白雪が、格納庫の彼らに尋ねようとしたとき。


    　向こうから、問いかけがあった。座席の脇に設置した通話装置から、外木場の声が聞こえてくる。


    『聞いているか、白しら雪ゆき？　ひとつ確認しておきたいことを忘れていた』


    「何でしょう？　何かトラブルでも？」


    　冷静を保たもって答える。


    　外そと木き場ばの問いは、何でもないものだった。


    『帰りの足についてだ。予定に変更はなかったな？』


    　計画には多少、修正を要する箇か所しよが生じている。万全を期したい外木場は、その修正部分によって、当初の計画に手直しはなかったかと、聞いているのだった。


    　その部分に、変更は出ていない。


    「ええ。決闘地点から北へ進んだ軍基地まで行ってもらえれば、研究所まで帰る機が用意してあります」


    『……了解した。殺し終えたら、すぐに帰還する』


    　外木場の用は、それだけだった。


    　それだけのやりとりに、多くを気づかされる。


    　彼は帰途の確認などしている。自分たちが負けるとは少しも考えていない。


    　見習うべき姿勢だった。白雪は脳内の懸け念ねんを振り払う。


    　ここがクリアできずして、共通意識の打倒など唱となえられない。それこそ、夢のまた夢。


    　覚悟も新たに、精神を集中。彼らなら敵集団を撃破するだろうと、思い直した。


    　彼らも自分も、目的をやり遂げられると認識する。


    　可能だと信じる意志だけが、夢を現実に引き寄せる。


    　仕事へ向かう外木場たちに、別れの言葉を贈った。


    「では、先に帰って待っています。あちらで会えることを願って」


    『善処する』


    　挨あい拶さつも、それだけ。


    　飛行機は低空軌道へ移っていた。その後部から、パラシュートなしにダイブを敢かん行こうする黒い影たち。白雪のエールなどなくとも、彼らは彼らの仕事をやりきるだろう。


    　拡大人的破壊における白雪の仕事は、終わっていた。


    　外木場たちを放出した機体が、雲の上まで上昇する。


    　空いた時間で、思考演算を試こころみる。脳内でプログラムが計算を始め、外木場たちが望む勝負の展望を描いていく。


    　計算結果が弾はじき出された。


    　彼らの勝利は、もはや疑うべくもない。


    　目を瞑つぶれば、その光景すら手に取るように展開できる。


    　外木場は、ひとりで戦うだろう。枯かれ野のの疲労を慮おもんばかって、そうするはず。そう計算。


    　彼なら、ひとりでローランド全員の相手ができる。そこまで成長を遂げている。


    　想像した。


    　殺しに逸はやる敵を前に、ナイフを抜く外そと木き場ば。


    　彼は、一直線に進むだろう。航空艦の軌道と同じように、最短の距離を選択し。


    　立ち塞ふさがる槍やりの列。


    　槍やり衾ぶすまが彼を阻はばむだろう。だがその死地をくぐり抜け、前へ。奥に控える大将を目指して。


    　斬る斬る斬る斬る斬る斬る斬る。


    　槍を弾いてから、光速の。


    　斬斬斬斬斬斬斬斬斬斬。ステップからの、斬斬斬斬斬斬。


    　いずれも一いつ閃せん。無駄な手は皆かい無む。


    　残るふたりの、ひとりに向かってナイフを投とう擲てき。それを殺し。


    　クルセイストの、前に立つ。


    　午後十一時五十九分。


    　外木場の秘刃《虹にじの牙》が抜き打たれるだろう。


    　それが輝きを収めた頃には、決着がついているだろう。


    　一分間で、ローランド一党二十五人を、斬り伏せて。


    　そこまでの戦いが、手に取るように思い描ける。


    　結末までの一部始終を、脳のう裏りで想像し尽くすことができた。


    　彼の勝利で、戦闘は終わる。


    　そこに集結した暗殺者たち、その最後のひとりが倒れたとき、世界から巨悪は消えている。


    



    



    　彼女を乗せた航空母艦が、日付変更線を跨またぎ越えた。


    　世界に、新しい年がやってきていた。


    　日付は、一月二日。


    　世界を飛び回っていた間に、白しら雪ゆきの一月一日は、消えている。


    　その二十四時間は、大量殺人に費ついやされた。


    　拡大人的破壊は終了した。結果、白雪はこの日、一千九百九十九人を殺した。


    　殺された彼らにも、親しい者はいたはずだ。白雪は、それらの人々すべてを悲しませることになった。仇かたきだと言われても、否定はできない。


    　悪を言うなら、彼女こそ世界中から糾きゆう弾だんされなければならない。


    　だがその事実ですら、白雪を動じさせはしない。


    　いかなる非難をも受け止める覚悟はある。


    　長い一日は終わっていた。できることなら、それが実りのある一日だったと思いたい。


    　艦は海を越え、スタート地点の研究所に近づく。


    　機が着陸の態勢に入っても、白雪の思考は休もうとしていなかった。


    　本当の戦いは、ここから始まる。


    



    



    【記憶の回想／２０００／０２／２９／２３：５４：５１】


    　研究所に戻った私は、すぐに自室へと下がった。


    　付き従うティアラには、眠るから構わないでと言った。


    　けれども、それは噓うそだ。


    　そうでも言わなければ、彼女はどこまでも離れてくれなかっただろう。


    　プログラムの使いすぎで、私は疲れ果てていた。私の健康管理を優先するティアラは、私が休むと言うまで解放してくれなかったに違いない。


    　ティアラを下がらせると、私は彼女の気配がなくなるまで待った。しばらくすれば、彼女が格納庫へ行ってしまうのはわかっていた。


    　施設内は安全である。ティアラは私が休んだと思い、帰ってくる外そと木き場ばたちを出迎えに行くだろう。彼女の性質は知り抜いているから、この予想は外れようがない。


    　十分後、私は自室の扉を開け、廊下へ出た。衣服は、帰り着いたときから替えていない。


    　時間の余裕は、あまりない。


    　帰途、航空艦は速度を落として飛んでいた。日が昇るまでいくらもないだろう。


    　研究所全体が目覚め始める前に、私は私の役目を果たさなければならない。


    　静かに、通路を進んでいく。


    　廊下に人影は見当たらない。


    　誰も歩いていないのはわかっていた。現在、この一帯にいるのは私だけ。そうなるように、予あらかじめ手配はしてある。


    　目的の場所に着くまで、私は誰にも見つからなかった。


    　私がたどり着いたのは、居住区画の端にある、個人用の一室。この時間、部屋には鍵かぎがかかっている。


    　しかし私は、この研究所全体の総管理者だった。私が扉に手をかざすと、それだけでドアは私を招き入れるようスライドした。


    　部屋に、大人の姿はない。空調の音だけが、静まりかえる室内で唯ゆい一いつの音源。


    　もっとも奥まった場所には、子供用の寝台があった。


    　寝台は、転落防止用の栅で囲まれている。市販されているベビーベッドだ。


    　そこには、子供が寝かされていた。


    　彼女こそ、私の計画の根幹となる、重要な因子。


    　その子供こそ、絶ぜつ無むの次に産み出された、彼に代わる《救世主》だった。


    



    



    　絶無は殺される直前、私に言った。


    　自分が消えれば、新しい《救世主》が誕生するだろうと。


    《救世主》とは、私が命名した肩書きにすぎない。本当は何と呼ばれるべきなのか、それは私にも、絶ぜつ無むにもわからない。


    　いずれにしても、《救世主》は、共通意識が、自分の意志を現実界で代行させるために生み出す存在である。共通意識が、世界の精神、思考であるならば、《救世主》こそ、肉体。行動を司つかさどる部位に当たる。


    　人間を考えてほしい。肉体が怪け我がを負えば、それを修復しようとする。どこか一部が損そこなわれれば、違う器官が、その不足分を補おうとする。


    　誰かがいなくなれば、違う人員が、その代役を務めることになる。


    　だから絶無は、自分が消えれば次の《救世主》がどこかに現れると信じていた。共通意識は必ず次の肉体を用意している。世界のどこかに、それはいる。


    　彼はそう考え、私に告げてから逝いった。


    　私は絶無の言い残した手掛かりに従い、《救世主》を探した。なぜなら計画の実行には、その存在が欠かせなかったから。


    　私は、絶無と同じ特性を持った人物を探していた。


    　そうして、彼の死から半年近くが経った頃、私は彼女を見つけることができた。とある国のとある場所で、彼女は私が派は遣けんした捜索隊に見み出いだされたのだ。


    　発見されたその子は、現在、私の研究所内で育てられている。


    　普段は何名か子守り兼護衛もつけてある。だが今、それらの人々は誰もいない。


    　一千九百九十九人の行動を操あやつりきった私である。短時間、数人を遠ざけておくくらいの細工は造作もない。


    　私はベッドの縁へりから、子供を覗のぞき込んだ。


    　彼女は眠っていなかった。丸く開かれた目が、私を見つめる。


    　しばらく見ない間に、子供はだいぶ大きくなっていた。


    　私は情が移るのを恐れ、私はなるべく彼女に会わないよう気をつけていた。だから子供の成長に驚いたのだが、考えてみれば当然でもある。


    　絶無が死亡したときに、この子供が産み出されたのだとしたら、一年半ほどが経っている計算になる。成長もしようというもの。


    　初めにあった頃は小さすぎて、性別も定かでないように見えたものだ。けれど今では、すっかり髪の毛も伸びて、女の子らしくなっている。癖くせのある髪の毛に、つぶらな瞳。子供らしいふくふくとした手足が、とても愛らしい。


    　一見、どこにでもいる赤子でしかなかった。


    　私を認めた彼女は起き上がり、寝具の上に座り込んだ。


    　私に向けて、手を伸ばしてくる。初めて会ったときから、彼女はこちらを人見知りすることがなかった。


    　思わず私も手を差し出し、抱き上げてやりそうになる。


    　だが、思いとどまった。下へ手たに手を出すのは拙まずい。


    　彼女は《救世主》なのだ。


    　私が殺そうとしている存在によって産み出された、共通意識の依より代しろ。


    　手先とまではいかないが、それに近いのも確かなのだ。


    　彼女自身が、好きでそうなったのではないことくらい、わかっている。彼女の在ありかたが、彼女の選択によってそうなったのではないとも。


    　けれども危険は避けなければならない。


    　計画は最終章まで来ていた。ここでしくじれば、幾いく多たの犠ぎ牲せいを無駄にすることになる。


    　逸はやる心を抑え、子供の様子を観察する。


    　抱いてくれない私に飽きたのか、彼女は躰からだの下に敷いた毛布の端で遊び始めている。彼女の守もり役たちが縫ほう製せいした敷布には、名前が縫ぬい取られてあった。


    　子供の名前は、セシル、と言った。


    　けれどそんなものは、本当の名前ではない。絶ぜつ無むの、《階きざはし絶無》という名と同じく、意味を持たない要素である。


    　彼らには、親から貰もらう名前すらないのだ。


    　彼らは道具であり、《救世主》というラベルが貼られているだけ。


    　買ってきた日用雑貨に名前をつける者は、少数派だろう。それと同じ。


    　共通意識にとって、彼らは都合の良い使い捨て用品と変わらない。彼らはそうした生を義務づけられている。


    　人間とは違うと。普通に生きることができないと、勝手に決められている。


    　そんなことが許されるだろうか。


    　私の心は、その運命を否定する。


    　その運命を断ち切るタイミングは、今しかない。


    　数年も経てば、この子供は成長してしまう。私は絶無を想像した。


    　彼のように、超一流の敵と戦えるようになってからでは、子供を、《救世主》の肉体を、大人しくさせておくことはできなくなる。


    　そうなれば、彼女は自由に逃げてしまうだろう。私を殺して。


    　共通意識からの命令を受け取り、あるいはそれに操あやつられ、共通意識に仇あだなす者を排除する仕組みに囚とらわれてしまう。共通意識の部品として生きるしかなくなる。


    　その前に、決着をつけねばならなかった。


    　私は彼女を慎しん重ちように抱き上げる。抵抗もせず、彼女は私の腕に収まった。


    　彼女が何を考えているのかは、わからない。奪だつ思し考こうでは、理論化されていない子供の思考は読み取りにくい。


    　己おのれの運命をどう考えているのか問うても、答えは返るはずもない。


    　それでも彼女は、喜んでいるようだった。私に構ってもらえて嬉うれしいのか、笑っている。


    　子供の躰は温かかった。いつかの絶無や美み日か月つきと同じように、生きていた。


    　笑顔の子供に、私は詫わびた。


    「ちょっとだけ痛いけど、我慢してね」


    　そう前置きしてから、子供を片方の腕だけで固定する。空いた手で、ポケットを探った。


    　取り出したのは、用意してきてあったプラスチックケース。中には、一本の炭素繊せん維いが固定してある。小指の先程ほどしかない、棒状の物体。


    　それは、プログラムだった。


    　美み日か月つきから抜いたデータ、それを複製し、造り上げた、記憶を破壊するプログラム。


    　これが、対共通意識の切り札だった。


    　美日月の特性は、人間の記憶を自在に消去するというもの。


    　それは、記憶によって構成される共通意識に振るえば、一撃必滅となる能力だった。


    　これを造るために、美日月は彼女自身を提供してくれたのだ。


    　親友への思いが、私を焦こがす。


    　私は片手で、ケースからプログラムを抜き取った。床に落ちたケースが、密やかな室内に反響する。


    　その音は、どこか不吉な印象を与えた。


    　不安を感じる私を、これまで黙っていた仲間たちが励ましてくれる。


    『不安で当然だ』『これから使用されるプログラムは、共通意識を殲せん滅めつするもの』『共通意識にとっては、不吉な、好ましくないものであるに違いない』『奴がありがたがるとは思えんな』


    　十一人の思考に、私は頷うなずく。


    　思えば多角的推理プログラムの着想自体、共通意識から連想したものだ。


    　人間の記憶を根源に構成される、意識の集合体というイメージから、私はプログラムの着想を得て、制作に取りかかることになった。


    　共通意識が、自分を模したプログラムによって消滅させられるというのも、なかなか皮肉が効いている。そんなことを考えて、心身を落ち着かせる。


    　私は深呼吸をひとつ。


    　計画は、真の最後を迎えていた。


    　私たちは、この子供の肉体を通して共通意識を消滅させようとしていた。


    　それが、拡大人的破壊の裏に隠された真実だった。


    『もう一度、目的を確認しよう』


    　十一人の誰かが言った。


    『我々はこれから、共通意識を排除する。見えない敵を殺そうというのだ。この戦いに前例はない』


    　私は彼らの説明を聞く。その間にも、胸の鼓動は早鐘を打つ。


    『いいかね。すべては概念だ』『人間は共通意識に触れることはできず、従って理論上は、それを殺すことはできない』『空気を殺すようなものだからな』『適切な比ひ[image: ]ゆ表現か？　空気は消滅させられるぞ？』『理科の授業がやりたいなら、小学校プライマリへ戻れ。貴様にはお似合いだ』『話の途中だ。喧けん嘩かはあとにしろ』


    　脱線しそうになった議論が、強引に引き戻される。


    『つまり、我々が共通意識とコンタクトしようと思えば、仲ちゆう介かい物を経由しなければならないわけだ』『ここで言う仲介媒ばい体たいとは、この子供を指す』『今いま更さら補足が必要か？』


    　無人の室内に響く音は皆かい無む。彼らの言葉は、私にしか聞こえない。


    『《救世主》の肉体を滅ぼすことは困難だ』『外そと木き場ば外うい郎ろーでもなければな』『《救世主》が持つ超回復は反則だものね』『それに、肉体を消滅させたとしても、意味がない。また新たな《救世主》が造られるだけ』


    　よって、殺すのは肉体ではなく精神。


    　子供と繫つながる、共通意識せいしんを消去する。


    　私は共通意識を消滅させる方法を模索し続け、ようやく答えを得ていた。


    　七なな歳とせ美み郁いくがもたらしてくれたヒント。触さわれないものであるなら、触れるようにすればいい。


    　彼女が語った端的な手掛かりから、私たちは解決手段を見つけ出していた。


    　まず、第一段階として、私自らが共通意識の敵になる。


    　拡大人的破壊という大量虐ぎやく殺さつを起こせば、共通意識に睨にらまれる資格は充分だろう。それだけの破壊を引き起こせば、私は人間の存続にとって危険分子だと見なされることになる。


    　そうなれば、共通意識は私を殺そうと《救世主》を送り込んでくるはずだった。


    　そして第二段階。


    　私のもとへ派は遣けんされてきた《救世主》が、共通意識に操あやつられる瞬間を待つ。


    　そうすれば、共通意識はそこにいることがわかる。実体のないそれが、生身の肉体に重なるとき、そこに私たちの活路ができる。


    　私たちでも、それを破壊できるようになる。


    『共通意識を意図的に召喚、《救世主》と接続させる。そうすれば、あとはこの子供に、美み日か月つきの思考を送り込むことができれば良い。それだけで、君は共通意識を殺したことになる』


    　美日月のデータは、記憶を殺す。


    　子供の肉体を通じて転送された彼女の思考は、《救世主》とリンクしている共通意識を破壊することになるだろう。


    　それが私たちの作戦概案だった。


    『とはいっても、すべては推測だがね』『理論的に考察した結果だ』『自信家は嫌われるぞ』『それ以前に、推論に実証を求めるのが、学究者の取るべき態度だと思うが』


    　話し合いを紛ふん糾きゆうさせている場合ではない。私は短く問う。


    「結論は？」


    　共通意識は殺せるのか否いなか。


    　彼らの答えも短かった。


    『『『『『『『『『『可能だ』』』』』』』』』』


    　賛成が十。保留が一。


    　保留したのは皮肉のサルー。物事はすべからく反対されて然しかるべきだと考えている、変わり者だ。彼が異論を唱となえるのは、いつもの行事にすぎない。


    　私を含め、彼以外の者は、共通意識は消滅させることができるという見解に達していた。


    　あとは手を下すだけだった。


    　私の緊張も、ピークに向かっていく。


    　何かが起ころうとしている。子供もその気配を感じ取ったのか、ぐずり始めた。


    　これからやることを思えば、可哀かわい想そうでもある。プログラムを打たれるのは、彼女なのだ。


    　だが、ほかに方法はない。数億通りに及ぶシミュレーションが、その事実を明らかにしている。


    　試算では、赤子の肉体に、それほど影響は出ないはずだった。


    　このプログラムは、美日月の能力面だけを強化した、簡易版。美日月の人格すべてを封入してあるわけではないから、データの総量は限られる。私の《晩餐会の十二人デイナーパーテイ》ほど、肉体への負ふ荷かはないと考えられている。傷つかない躰からだを持った《救世主》なら、痛みもすぐに修復するだろう。


    　言うなれば、注射のようなもの。そう思って、我慢してもらうしかない。


    『そろそろ動いてもいいのではないか？』『余よ韻いんを楽しむつもりなんだろうよ。ようやく計画が終わるのだからな』『我われも万感極まれり』『早くしろ。今日はプログラムを使いすぎた。これ以上は脳が保もたんぞ？』


    　彼らに促されるまでもなかった。


    　私は思考を集中する。


    　プログラム《晩餐会の十二人デイナーパーテイ》が、極限まで稼か働どう。思考領域が最高速で拡大。


    　共通意識へと、私の思考が伝達されていく。


    　それは呼び水となって、共通意識の意識を私へと向けることになる。


    　子供と視線が交差する。彼女は泣きやんでいた。


    　子供の目を覗のぞき込みながら、その背後に控える共通意識に通告する。


    　自分がどれほど危険な存在であるか、それに向かって数え上げる。


    　この本作戦を実行するために、私は拡大人的破壊という、下敷きとなる大量殺人を行おこなった。私が危険であると、共通意識に知らしめるために。


    　それは、完かん璧ぺきに実行されている。


    　私は殺してきていた。


    　私が企くわだてた計画で、二千近い人々が死んだ。それも、普通では有り得ない死にかたで。


    　私にはそれができるのだ。


    　お前はもう必要ない。私だけでも、世界の敵は滅ぼせることが証明された。


    　私たちには、お前の手助けは要いらない。だから私はお前を殺す。


    　人間を牛ぎゆう耳じるお前を消滅させる。


    　さあ、私を憎め。


    　私を敵だと認識しろ。


    　世界に強権を振るう私を、お前の敵だと認識しろ！


    　そしてお前の刺し客かくを差し向けてこい。お前がいつもやるように。


    　私は彼らをも、お前から奪う。彼らの魂たましいをも解放する。


    　それでいいのか？


    　ここまでお前に敵対する私を、放っておけるか？


    　消えたくなければ、お前が私を殺しに来い！


    　思考は共通意識へと伝達されていく。それを実感することはできずとも、私の意志が共通意識に伝わっているのは確実だった。


    　それは必ず、世界の敵わたしを殺しに来る。


    　子供を腕に抱えたまま、私はプログラムのスティックを構える。


    　そうして私は、私の思考を伝え終えた。


    　その瞬間。


    　天から輝く稲いな妻づまが落ちた。


    



    



    　子供へと導みちびかれるように、光柱が降りる。


    　私の宣戦布告を受けて、共通意識が《救世主》の躰からだへ意志のケーブルを伸ばしたのだ。


    　子供の躰に、注入されていく光の微び粒りゆう子し。


    　それは万能たる、知識の光。


    　子供の目から意識が失われた。


    　共通意識と重なる兆候。かつて絶ぜつ無むが負けそうになったとき起こったのと同じ現象が、子供の身にももたらされていた。


    　不意に、子供の腕が私の肩を摑つかんだ。その力は、一歳半の子に出せるものではない。


    　敵を殺すに足るだけの、能力供給。共通意識によりもたらされる、身体機能の上昇。


    　間違いなかった。


    　今彼女は、共通意識そのものとなったのだ。


    　それはもう彼女ではない。ただ泣いてむずかることしかできない、赤子ではない。


    　私という危険分子を排除するため出向いてきた、共通意識の仲ちゆう介かい者。


    　それは、ひとりの人間が立ち向かうには、あまりに強大な敵だった。過去数千年、あらゆる人間の記憶を餌えさに、成長を続けていた怪物であり、世界の管理者。


    　それが共通意識である。相手取るのは、なんぴとにも不可能とされている。


    　けれど私は怯ひるまない。


    　私は私の力だけで、共通意識を倒そうとしているのではなかった。私のプログラムに収まることを承しよう諾だくしてくれた十一人。拡大人的破壊で殺した一千九百九十九人。


    　多くの命を捧げた上で、私は今ここにいる。


    　そしてそんな犠ぎ牲せいの先頭に、私の親友がいた。


    　彼女の魂は、私とともにある。


    　指先で握るプログラムに、それは封じられている。


    　それが私の武器だった。


    　偽いつわりの上位者を殺すため、ひとが造り上げた神殺しの聖剣。


    　刻ときは来た。


    　共通意識を消滅できる唯ゆい一いつの機会が、目の前にあった。


    　すべてはこの瞬間のためにあった。


    　子供が私に意識を向ける。


    　彼女の腕が、私の空いた手を摑もうとする寸前。


    　私は、子供の首筋に、炭素繊せん維いを突き刺した。


    　プログラムという形で、美み日か月つきの能力を放ったのだ。


    　打ち込まれる《非礼自在コトミカツキ》。共通意識殺しという別名を持つ、彼女の力。


    　それは、記憶を拒絶する力だった。


    　それは、人間の手には届かない存在すら消滅させる、奇跡のシステムだった。


    　溶けゆくプログラムの繊維。人間の血液に触れればただちに溶解、融和するプログラムが、子供の体内に浸しん透とうしていく。


    　それが全身に行き渡るのを待たずともよかった。


    　一細胞でも浸食した時点で、プログラムの効果はある。我々はそう考えていた。


    　現在、共通意識は子供の体内に入り、彼女の躰からだを動かそうとしている。


    　共通意識は、それ自体で人格を持っているわけではない。ばらばらな個人の考えがひとつの流れにまとまった、大きな意思のようなものだと、絶ぜつ無むは語っていた。


    　共通意識にとって、部分とは全体である。集められたデータは、すべてのデータと関わり合いを持っているから、一部分が浸食された時点で、全体が感染したも同じなのだ。


    　子供と同調した共通意識が記憶破壊を受ければ、そこから美日月の能力が逆流し、共通意識全体を喰い尽くすだろう。


    　その予想は、当たっているように思われた。


    　子供は苦しんでいた。いや、苦しんでいるのは、子供ではない。


    　彼女と一体化した共通意識の意識が、断末魔の悲鳴を上げているのだ。


    　心地よい眺めではなかったが、私は観察を続けた。そうすることが、私の義務であるように思えた。最後まで目を逸そらさないことが、答えを待つことが、自分のしでかした破壊に対する礼儀であると思えたのだ。


    　やがて、共通意識の喚わめきも静かになる。


    　部屋には静せい寂じやくが戻っていた。


    　私の腕の中で、子供はぐったりしている。私にもたれかかりながら、押し黙って泣きもしない。子供の全身からは、力が抜けていた。


    　すべては、短い時間のうちに終わっていた。


    　もう彼女には、何の責務もない。痛い思いをさせたが、それももう終わり。


    　子供を落とさないよう気をつけながら、ベッドへと戻す。


    　自然と、安あん堵どの溜ため息いきが洩もれた。


    　私は私の目的を果たした。共通意識を消去し、《救世主》を自由にし、人類の思考基盤をゼロに戻したはずだった。


    　だがいつでも、安心するのには早すぎる。


    　私の腕を、何かが摑つかんだ。


    　再び子供の右手が、私の左手を摑んでいたのだ。離さじと、逃のがさないと。


    　許さないと。


    　そこに込められる腕力は、尋じん常じようなものではない。子供に可能な仕業ではない。


    　共通意識は、まだ生き残っている？


    『気をつけろ白しら雪ゆき！』『逃げるんだ！』『すぐに計算し直せ！』『くっ！　駄目だ、プログラムはもう限界……』


    　脳のう裏りを駆け巡る混乱。私の思考はまとまらない。


    　動けずにいる私を、子供は軽く払いのける。駄々をこねるときにやるような、腕を振るだけの動作。


    　それだけで、私は跳ね飛ばされていた。


    　私の躰からだは、宙を舞った。入り口脇の壁にぶつかり、衝撃で声も上げられない。


    　受け身を取る猶ゆう予よさえない。本職の暗殺者でも、今の一撃は見えたかどうか。


    　肩に激痛が走る。感覚から、脱だつ臼きゆうしたのがわかった。それで済んだことが、奇跡に近い。


    　何が起こったのかわからなかった。


    　私は確かに、子供にプログラムを打った。それは共通意識を滅ぼすことができる因子であったはず。


    　その力が、通用しなかったのか？


    　私たちの計算は、間違っていたのか？


    　脳裏の十一人でさえも、事態を把は握あくしきっていない。


    　恐るべきことは、次の瞬間にも起こった。


    　子供が、自分の足で立ち上がったのだ。


    　これまで摑つかまり立ちがやっとだった子供が、一歩一歩、私へと近づいてくる。共通意識からの恩恵、能力の供給を受けた彼女は、短時間で急激な成長を遂げたのだ。


    　はっきりしない思考の隅で、ひとつの考えだけが明々と灯る。


    　このままでは殺される。


    　子供は、共通意識の影響下にあった。彼女は、共通意識は、私を世界の敵だと見なし、排除しようと迫り来る。


    　危険信号を受け取っても、私に対処する術すべはない。


    　私は動けずにいた。共通意識と接続した《救世主》を相手に、どう戦えというのか。


    　私の目の前で、振りかぶられる子供の手。それは名のある暗殺者のように、私の首筋へと狙ねらいを定めていた。


    　しかしその手は、振り下ろされることはない。


    　代わりに、彼女の両手は、私の肩へと回されていた。優しく、労ねぎらうように。


    　気づけば子供の瞳が、私の正面にあった。


    　私は無意識のうちに、奪だつ思し考こうを展開していた。目の前にいる人物の思考を読み取る作業は、私の習慣のようになっていたのだ。


    　彼女を通して、私は聞く。


    『よくぞここまで到達せり』


    　私の頭に流れ込む思考。


    『汝なんじ、同どう胞ほうの賛を得、世界に調和を取り戻したり。汝、我が敵と成り得るを、滅ぼしたり』


    　それは世界の声だった。


    　私は《救世主》を通じ、共通意識の声を読み取っていた。共通意識の総体とでも言うべきものが、私の思考へ繫つながっている。その意志が、語りかけてくる。意志の奔ほん流りゆうが、私へと流れ聞こえてくる。


    『汝が施し為いは我が望み。褒ほう美びに、我われを垣かい間ま見ること能あたう』


    　思いがけず、私は称賛を受けていた。一千人弱の悪を消したことで、共通意識に認められていた。報奨までくれると言い出すほど、あちらは誉ほめてくれている。


    　なのに、私は危険を覚さとっていた。


    　私の思考が、ここから離れろと言っている。促すのは思考か、それとも本能か。


    　答えを出す前に、共通意識の思考は私へと、強制的に連結する。


    　初めに言葉があった。


    『ＥＸＣＥＳＳ。神は啓けい示じする』


    　私の頭へ、思考の嵐が襲い来た。思考の波パルスが、脳を通過していく。


    　それはあらゆる光景であり、あらゆる言語であり、あらゆる感情だった。


    　私が読んでいるのは、個人の思考。これまで共通意識が蓄積してきた、数十億では利かない数の記憶に、私は触れていた。


    　私は人間には覗のぞき得るはずのない情報を覗き見ていたのだ。


    『ＥＸＣＵＳＥ。神は啓けい行こうする』


    　誰かの話した言葉。誰かの見た風景。誰かの考えたアイデア。誰かの親しいひと。そうした記憶の断片が、幾いく兆ちようの単位で溢あふれてくる。《救世主》の少女を経由して、共通意識は私に己おのれ自身をさらけ出していた。


    　全人類の記憶。膨ぼう大だいな量のデータが私に流れ込み、私の脳を圧迫する。それはひとりの人間に許容できる限界を超えていた。


    　限界を訴えても、流入は止まらない。


    『ＥＸＨＯＲＴ。神は啓けい蒙もうする』


    　記憶の浸しん食しよくは益ます々ます激しく、密度を濃くする。あらゆる知識が私へと打ち込まれた。あらゆる思いが私を責めた。それらは強調され、私の内部に爪つめ痕あとを刻んでいく。記憶の一粒一粒が、私を苛さいなみ、九ここの重え白しら雪ゆきという人格を破壊しようとする。


    　このままでは神経が焼き切れてしまう！


    　膨ふくれ上がった思考が収まりきらなくなれば、私の精神は崩壊してしまうだろう。


    　奪だつ思し考こうをやめなければ。そう思うのに、私の瞳は少女から離れない。そこにあるものから目を逸そらすことを許さない。思考の流れは、片時も止まることがない。


    　これは私への報ほう酬しゆうではなかった。


    　これは罰だった。共通意識へと挑んだ私が受けなければならない、苦痛の対価。


    　共通意識という、人間が産み出した[image: ]造者が、卑ひ小しようなる私に諭さとしている。身に余る理想を追い求めるなと。私を戒いましめ、身の程ほどを知れと。


    　私は抵抗もできず、世界の記憶を見続けるしかなかった。


    　もはや記憶は、記憶の体ていを成していない。


    『※[image: ]△■[image: ]♭＊巳†ゞな〃¶[image: ]Σ√∀∬●●←＃[image: ]あ∃Ｈ∵Ⅳ～÷Ｆ￥「」×[image: ]』


    　言語は言語ですらなくなっていく。痛めつけられた私は、言語を判断する能力すら失いつつあった。


    　私の思考を埋うめ尽くす、共通意識の記憶。人類のすべてが私の中へと放り込まれる。その負担は、プログラムを行使した際に感じる痛みの千乗。


    　データ過多から生じる熱にうなされ、私は死を迎えようとしていた。私は偽にせ神がみの雷いかづちに精神こころを焼かれながら、共通意識の依より代しろを見つめる。


    　それは無感動に私を捕らえていた。


    　私たちは囚とらえられていたのだ。ずっと。


    　そして、いつまでも解放されない。


    　私は唐とう突とつにそれを理解した。理解したときが、終わりだった。


    　虚きよ無むの瞳に見つめられながら、私は思考の海へと埋まい没ぼつし、消えていった。


    



    



    　すすり泣く声に、私は目を覚ます。


    　始め私には、声しか聞こえなかった。共通意識との接触は、躰からだのあちこちに影響を与えている。そのためしばらくは、呼吸することすら満足にできなかった。


    　どうにか考えられるほどにまで回復すると、私は目を開ける。


    　地獄の時間は終わっていた。部屋に残っているのは、静せい寂じやくと子供の肉声。


    　声の主は、私の眼前で、床に座って泣き崩れていた。


    　子供の瞳には、色が戻っている。そこにはもう、共通意識の存在は感じられない。


    　私はまだ、生きていた。


    　生きてはいたが、わからなかった。


    「……どうして私を殺さなかった？」


    　そして、どうして共通意識は消滅しなかったのか。


    　残った思考を搔かき集め、私は躰からだを起こした。頭が痛むのを我慢して、仲間たちに尋ねる。


    「共通意識は、まだ彼女と繫つながっていました。……それは、消滅していなかった。計画のどこかに問題があったのでしょうか？」


    　それともやはり、共通意識を殺すなど、不可能だったのか。


    『馬鹿な。計算は完かん璧ぺきだった』『ああ、理論上はな』『問題はどこだ？　誰かのミスか？』


    　口々に答えがあるなか、遠慮がちに指摘した者がいる。


    『……僕は、できないのではないかと思ってたよ』


    　そう言ったのは、ひとりだけ態度を保留していたサルーだった。


    『なぜなら、君もまた人間だから。……君の考えていることも、共通意識は理解してしまう。共通意識は、君がやろうとしていることをはっきり悟っていた』


    「そうです。それは私にもわかっていました」


    　共通意識は、人間の思考を基盤に造り上げられる。そこには、私の思考も含まれている。あちらが私の思考を理解しているのは当たり前だ。まさか気づいていないとまでは楽観視していなかったし、共通意識の性質上、それは有り得ないことだった。


    　それらの見解をも計算に入れて、私は拡大人的破壊を進めてきた。


    『君は共通意識の消滅を望んだ。それはあちらにとって、絶対に避けたいことだったろう』


    　サルーは続ける。


    『子供に降り注いだ光。あの光、天からの啓けい示じは、引っかけだ。共通意識は、自みずからが降臨したと思わせたんだ。君にプログラムを使わせるために。それとも、思い上がった人間をからかうためにかな？』


    　彼ではない誰かが言った。


    『違うことも考えられる。こちらが思考を送り込んだ瞬間、共通意識は肉体から離脱した』


    　また別の思考が、計算してから意見を述べる。


    『共通意識は思念体だ。それは、《救世主》の肉体を経由してしか存在しない』『わかったぞ。記憶を破壊する攻撃は、そこまで届いていなかったのだな！』『決死の思いで送り込んだプログラムは、外れていた』『そう、我々の用意した攻撃手段は、一発のみ』『つまり一瞬だけ、そこにいると思わせれば、それで良かった』『我々に、子供と接続したと思わせる。そうすれば我々は、そのとき、プログラムを使うしかない』『美み日か月つきの能力を封じたプログラムが働いている瞬間に、躰から出れば、意識の接続を切り離せば、プログラムの効果は共通意識本体にまで達しない』


    　口々に話し出す一同。


    　混然とした会話から導みちびき出される結論は。


    『共通意識は、こちらの方策をすべて熟知していたのだろう』


    「そんなはずはない！」


    　私は全力で、彼らの見解を否定する。


    「これまでいくらでも、計画を妨害することはできたはずです！　なのに、誰も私を殺しに来たりはしなかった。邪じや魔まをするつもりなら、もっと早い段階でそうできた！」


    　共通意識は、私が計画を立てた時点で、《救世主》を送り、私を始末させることすらできたのだ。そのほうが、スムーズだっただろう。


    　だから私は、共通意識は、手出しをしてくる気がないと思っていた。


    　共通意識は、私の計画を傍ぼう観かんしているのだと考えていた。


    　もし《救世主》を使うとしても、最後の局面だと思っていた。


    　机き上じようの計画を立てるだけでなく、私が本当に二千人弱を殺して、自分の危険性を証明したときだと。


    　そうなったときのためにも、策は講じてあった。


    　私は、拡大人的破壊が終わるまで、《救世主》を接近させないように考えていた。移動に航空艦を使ったのは、そのためだ。いくら《救世主》でも、上空数千メートルを移動する対象は追ってこられない。子供は走れるとさえ思えなかったが、一応、念は入れてあった。


    　そんなふうに、私はあらゆる事態を想定していた。自分が殺されることになる可能性も、弁わきまえていた。自分が殺されても大丈夫なように、備えまで残していたのだ。


    　いかなる出来事にも対処できるよう、万全を期して臨のぞんだはずだったのに。


    『サルーが言っただろう？　からかわれたのだよ。君は、我々は、泳がされていた』『遊ばれていた』『思考を司つかさどる共通意識からすれば、君ですら赤子のようなものだ』


    　否定する根拠は、もう見つけられない。


    　先さき程ほど、子供に乗り移った共通意識は、私を虫のように払いのけた。


    　私など何でもないのだと。敵としてすら認めていないのだと、告げているようでもあった。


    　外れた肩の痛みが、搔かきむしりたくなるほど痛む脳神経が、失望を助長する。


    　共通意識は、消滅していなかった。


    　それは消えるどころか、高らかに、自みずからの絶対優位を主張して見せたのだ。


    　自じ嘲ちようする思考群。


    『嗤わらえるな。これまで多くの者たちを欺あざむき続けてきた我々が、してやられたのだ』


    　共通意識は、もともと人間の手に負える存在ではなかった。それは、人間の生とは無関係な場所に存在する、高次の概念だったのだ。


    　自分を特別だとでも自うぬ惚ぼれていたのか？


    　私は、ただの人間でしかなかった。


    　それを再確認させられることにはなった。なりはしたが。


    　だからといって、諦あきらめられない。


    「まだ。もう一度やってみれば……」


    　諦めてしまえば、計画の犠ぎ牲せいとなった者たちは、浮かばれない。


    　しかし、仲間たちは私の意見を拒絶する。


    『『『『『『『『『『『不可能だ』』』』』』』』』』』


    　全員一致で、ノーが返される。


    『こちらの負けだ』『何度やっても、結果は変わらないよ』『人間である身には、共通意識は殺せない。それと繫つながっている限り、それは我々を支配し続ける』


    　悲痛なる宣告が突きつけられる。


    『認めろ。我々は失敗した』


    　重くのしかかる敗北感が、私を打ちのめす。


    　ここまで私がやってきたことは、すべて無駄だったのか。


    　私の精神は打ちひしがれ、限界を迎えていた。冷たい床に倒れると、激しい嘔おう吐と感が私を襲った。同時に、悲しみも。


    　私は失敗していた。けして取り返しのつかないしくじりを犯し、多くの命を無駄に損そこねて。


    　気力をなくした私は、力なく横たわっていた。手を伸ばせば届くところには、小さな《救世主》。彼女の無む邪じや気きな瞳が、膝ひざを折る私を見つめている。


    　私はその瞳に、共通意識の影を認めた。


    　正体などないはずのそれが、私を、人間を、嗤わらっているように見えたのだ。


    　私は子供に向かい、躰からだを動かした。


    　思考は既すでに放棄されている。ただ感情と惰だ性せいが、私に残された動機だった。


    　この子供だけでも、処置しておかねばならない。でなければいつかこの子供は、私たちの障害となる。
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    　朦もう朧ろうとしながら、子供の躰からだを摑つかむ。プログラムの使用過多と肩の負傷、それに共通意識から送られたデータのせいで、私の意識は疲ひ弊へいし、途切れかけている。


    　訪問者が現れたのは、私が子供の躰を摑もうとしたときだった。


    「何をやっている、白しら雪ゆき？」


    　戻ってきた外そと木き場ばが、入り口に立っていた。もうそんな時間になっていたのだ。


    　彼は、栅の外に出た子供を見ていた。そして、彼女を抱き上げた。


    　子供をベッドに戻そうとしたのだろう。冷静に考えれば、そうわかる。


    　だがこのとき、私の思考はまともに働いていなかった。共通意識との接触により、私は正気を失いかけていた。


    「……その子を離しなさい」


    　もつれる口で、私は言った。ただ子供を外に出してはいけないという一心で。


    　外木場は、すぐに私の様子が尋じん常じようでないと気づいた。


    「白雪？　……怪け我がをしているな。その傷は……」


    　自分の怪我など、どうでもいい。


    　それよりも、子供。共通意識の命令を受け取る者を、自由にさせるわけにはいかない。


    「……その子を連れて行くことは許しません。その子供は、我々の脅きよう威いとなる。ここで捕まえておかなければ……」


    「脅威だと？　《救世主》は、正しい者の味方ではなかったのか？」


    　私にはうまく説明できない。思考はまとまらず、道筋立った理論を組み立てられない。


    　そして、他人に、人間に真実を話すことはできない。


    「……あなたは絶ぜつ無むを殺した。お願い。それと同じことを、今ここで……」


    「本気で言っているのか？　そんな要請は、聞き入れられない」


    　彼は、子供が傷つけられない肉体を持っているのを知っていた。彼女を殺すには、途方もない労力が必要となることも。


    　それに彼は、この子供と親しい。


    　殺せないだろうと知りながら、私は頼む。


    「……殺して。……もう一度、共通意識に繫つながる器うつわを殺さなくては……」


    　外木場は、判断を迷っているようだった。


    　だが彼は、床の上に転がるあるものを見つけてしまった。


    　そこにあったのは、プログラムのケース。


    　明敏な暗殺者は、空からのケースを目にしたことにより、私が何をしようとしていたのかを察した。彼はプログラムについて、かなりの部分まで知ち悉しつしている。


    　外木場は持ち前の観察力で、私が子供にプログラムを使用したのだと気づいた。


    　私が本気で殺せと叫んでいるのだとも。


    　彼の鋭い視線が、私に注がれる。


    「まさか、プログラムの異常エラー？」


    　外そと木き場ばは、私がプログラムの使いすぎで、異常を来きたしたのだと考えたのだ。


    　彼の誤解を解いている暇ひまはない。


    　手の打ちようがなくなった私は、全身の力を振り絞り、立ち上がる。


    「殺して！」


    　叫びは届くことがない。


    　執しつ拗ように子供へ取りすがろうとする私を、黒い影が遮さえぎった。


    　私の躰からだを、衝撃が貫通する。


    　外木場は私を止めるため、軽い手刀を放っていた。それは、私の意識を刈り取るに充分な一撃だった。


    　意識を失う間ま際ぎわ、私は計画が破れたことを悟っていた。


    　私は、多くの命を賭札チツプにした勝負に負けた。絶無なら、そう言っただろう。


    　これでもう、共通意識を打倒することはできなくなった。


    　私は皆に謝りたかった。だが謝罪の言葉などでは、何者も救われない。


    　涙が溢あふれた。悔しさに。申し訳なさに。


    　私が意識を失ってからも、それは流れ続けていた。
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    【２０００／０２／２９／２３５５】


    　すぐ近くで、女の声がする。


    「……白しら雪ゆき様。お時間でございます、白雪様」


    　瞑つぶっていた瞼まぶたを開けると、見慣れた顔と目が合った。


    　心配そうにこちらを覗のぞき込んでいるティアラに問い返す。


    「……どうしました？　私なら起きています」


    「いえ。何度かお呼びしたのですが、お答えにならなかったものですから」


    　眉をひそめる侍じ従じゆう。


    「もしや、ご気分が優れぬのでは……」


    「大丈夫。何でもありません。少し、昔のことを思い出していただけ」


    　物語の始まりから現在までを、捉え直していただけ。


    　ここまでの回想が、ジャスト一秒。


    　起こった出来事すべてを正確に思い起こすのに、それだけの時間しかかからない。私の思考演算は、人間が到達し得る速度の限界に達している。


    　それでも、まだ遅かった。私が求める領域、共通意識を倒すには、及ばなかった。


    　私の独考を遮さえぎって、ティアラが促してくる。


    「会場のほうも、準備は整っております」


    　彼女の言葉に、私は自分の衣装を眺め、笑った。


    「少し仰ぎよう々ぎようしすぎるのではない？」


    「そんなことは。よくお似合いでございます」


    　自信を持って言い切るティアラ。態度の裏には、密かな誇りが感じられる。


    　私が着ている衣装には、彼女の苦心が見て取れた。


    　白を基調に、淡い桃色がかったドレスである。裾すそは引きずるほど長く、生地の随所には、びっしりと文様の縫い取りがされてあった。手が込んでいる、の一言では済まない、見事な出で来き映ばえ。侍女は私を飾り立てるため、持てる技術のすべてを注ぎ込んでいた。


    　ドレスだけではない。今日の私は、煌きらびやかに飾り立てていた。髪は高く結い上げられ、ボリュームを出している。普段はあまりしない化粧までした。


    　まるで、結婚式を迎えた花嫁のような。


    　傍はた目めからでも目立つ装いだった。だが、派手ではない。


    　華々しくありながら、それでいて、清せい楚そさも感じさせる。そんなふうにまとめられている。


    　私の趣おもむきは、ひとに好印象を与えるだろう。


    　それは、私がやろうとしていることの力となる。


    　わかってはいたが、自分でも気恥ずかしいと思わないではない。


    　そんな私に、アドバイスが流れてきた。


    『ショーマンシップの表われだと思うのだな。日常生活には、ときどき盛り上がりが求められるのだ。それは、劇的な変化を生む。心に強く、訴えかける』


    　忠告に、頭の中で頷うなずいた。


    　そう、これから始めるのは、お芝居なのだ。


    　私は待機していた部屋を出た。ティアラを引き連れ、長い長い廊下を歩く。


    　道々、数々の演劇論が飛んできた。


    『演劇では、道化役を演じるのがもっとも難しいそうだ』『大衆文化にお詳しいのだな』『私は中産階級の出だ』『週末には野球観戦か？』『私は安楽椅子型さ。部屋に閉じ籠こもってばかりだ。だが』


    　私の目の前には、大きな扉。


    　侍じ従じゆうがそれを、引き開けてくれる。私はその場へと、一歩踏み出す。


    『こんな美しい場所があるなら、ピクニックも悪くない』


    　扉の向こうには、荘厳な景色が広がっていた。


    　そこは、花の景観で覆おおわれた空間だった。


    　一面の花。地面に植えられたものから、壁に掛けられたもの、カーペットに散らされたものまで、色も種類も様々な花が、室内を彩いろどっている。茎や葉が隠れるほどの密度で、部屋中が埋うめ尽くされている。


    　赤いカーペットが、その中央を貫つらぬいていた。


    　紅布でできた道の両脇には、噴水がある。天井は一面の青で塗られ、空を真ま似ねている。


    　こうなる前、ここはただの議事堂だった。それが今や、天上の宮殿と見まがわんばかりに、美しく生まれ変わっている。


    　私は、場内を縦断するカーペット上を歩いた。私が歩くと、踏まれた花の絨じゆう毯たんが音を立て、芳しい香りを漂わせる。


    　華やかな道の先には、ほかの席よりも高く作られた発言席が設もうけられていた。演説をするための机には、マイクが置かれてあるだけで、余分な装飾はされていない。色とりどりの空間では、その飾り気のなさが、かえって人目を集めることになる。


    　そこに至る階段を、ゆっくり、一段ずつ上っていく。


    　時刻はもうじき、深夜。お姫様の物語を、逆にしたようだ。


    　十二時の鐘とともに生まれるシンデレラ。


    『白しら雪ゆきなのに』『なに、諧かい謔ぎやくのひとつだよ』『頭が固いぞ』『私たちの頭はひとつよ？』


    　ここからは、私が話をする時間だった。


    　プログラムのスイッチを切る。これで、私はひとりになった。


    　階段を上り終えた私は、演説台の前に立った。


    　その高台から、私は単身、眼下を見下ろす。私のいる場所からは、私を取り巻く形で並ぶ出席者たちがよく見えた。


    　彼らは一様に、壇上の私へ視線を注いでいる。何が始まろうとしているのかと、期待しているのだ。


    　戴たい冠かん式に臨のぞもうとしているかのような緊張感。


    　近いだろう。


    　私はある契けい約やくを交わそうとしている。


    　皆の前で誓おうとしている。


    　第三者の承認を求めている。


    　用意されたスポットライトが壇上へと集まる。四方から、光の筋が私を照らした。


    　演説の用意が調ととのった。


    　二〇〇〇年三月一日。時刻はまさに、深夜零れい時零分。


    　聴衆へ向け、私は話し始める。


    「お集まりの皆さん。そして、これをご覧になっている皆さん。はじめまして」


    　演説台の向こう側では、いくつものテレビカメラが話す私を捉えている。


    　今、私の姿は、あらゆる媒ばい体たいを通じ、世界全土で放映されている。会場内に配置されたカメラと記者プレスの数は、どちらが多いか数えられない。


    　この場に招かれたのは、ニュースソースを扱う者ばかりではなかった。


    　およそ一千人近くいる列席者の大半は、世界各国の首相クラスの人材。サミットなどよりも豪華な顔ぶれである。彼らは各国の旗の下もと、議事堂の席に着いていた。


    　これだけの主要人物を集めることができたのは、拡大人的破壊の副産物。


    　私の計画が、世界に多大なる影響を与えたからだった。


    　拡大人的破壊によって、またそれを起こす前の下準備、工作段階を通じて、私は自分が権力を持ち易やすい構造を造り上げていた。


    　事件により、多くの重要人物たちがこの世から退場したことで、世界は大きく様変わりしていた。残された人々は、事件後の急激な変化についていけていない。


    　この舞台を用意できたのも、そうした隙すき間まをうまく利用できたからである。


    　一同に対し、私は粛しゆく々しゆくと述べていく。


    「私は、九ここの重え白しら雪ゆき。一介の、私立探偵です。こう聞かされても、多くのかたは、私の名前をご存じないことと思います」


    　私が話す傍そばから、言葉は翻ほん訳やくされ、世界各国に伝達されていく。


    「ですが今、私の肩書きなどは、どうでもよいことなのです。私は、皆さんに伝えなければならないことがあって、この場にいる」


    　一言一言、はっきりと発音する。


    「ただの探偵である私が、こうして世界各国の重じゆう鎮ちんたちを招き、彼らを前に、話している。そんな不可解な事態が許されるほど、私が話そうとしている内容は、重大なのです」


    　焚たかれるフラッシュ。


    　私は一いつ旦たん言葉を句切った。


    　静まりかえる会場は、私よりも緊張しているようでもある。


    「……私の話とは、拡大人的破壊についてです」


    　言葉に気をつけ、弁論を進めていく私。


    「皆さんも、勿もち論ろんご存じでしょう。昨年末、一九九九年十二月三十一日、午後十一時五十九分に起きた、大量殺人事件。多くの犠ぎ牲せい者を出した、痛ましい事件です」


    　一息に、私は告げる。


    「私は、その犯人を突き止めました」


    　会場のどよめきも収まらぬうちに、私は次の衝撃を用意していた。


    　私の合図に合わせ、天井から白い幕が下りてくる。幕は、図面や映像などを見せる際に使用される、ホワイトスクリーン。


    　そこに、映写機からの投影を受け、ひとりの男が映し出される。


    　幕に示されたのは、外そと木き場ばの顔写真だった。


    　全土の聴衆へ、私は説明する。


    「彼の名は、外木場外うい郎ろー。他者を殺すことを生なり業わいとする、暗殺者です。腕前は、業界内で世界最強とされるほど。……そしてこの人物こそが、今回の大だい虐ぎやく殺さつに深く関わる人物なのです」


    　私は話を聞く皆へ、頷うなずいてみせる。


    「とはいえ、皆さんは、私の言葉を疑われるでしょう。彼ひとりで、どれほどのことができるものかと。危険な暗殺者など、テレビや小説の中にしかいないと、お笑いになるかもしれません。……でも実際に、彼はいる。彼のような暗殺者は、私たちの世界に存在しているのです」


    　厳然たる調子で、私。


    「彼らは目に見えない速さで動き、一瞬で人間を殺します。彼らがやっているのは、喧けん嘩かの延長ではない。殺しです。彼らは空気を吸うよりも容た易やすく、ひとを消すことができる。……私はこれまで、そうした者たちと戦ってきた」


    　深い沈黙は、会場が私の話に聞き入っていることを語っていた。


    　直後、映像が切り替わる。


    「この資料は、私が集めたものです。ここには彼が犯した悪行の数々が、余さず記されている。よくご覧になってください。皆さんもよく知る名前が読み取れるはず」


    　スクリーンに投影されるのは、膨ぼう大だいな量の名前。


    　拡大人的破壊で死んだ者たちの名簿一覧。


    「拡大人的破壊の後、私は仕事で培つちかった伝つ手てを頼りに、犠牲者たちのリストを作成してきました。現在判明しているだけで、この日、一千人以上のかたが亡くなられたことになっています。ですがその数は、正確ではありません」


    　またも画面が変化する。今度は世界地図が展開された。


    「正しくは都合、一千九百九十九人。それだけの人間が、同日同時刻に殺されている」


    　地図上に映し出される、赤の点。


    「これらは、事件の発生現場を示した図です。すべて私が数え上げました」


    　私の話に、どよめきが起こる。事件からおよそ二か月しか経っていない。ここまで詳細な情報を呈示した機関、組織はなかっただろう。


    　私には、改めて調べるまでもない。


    　なぜならその破壊は、私がやったことだったのだから。


    　その事実だけは隠して、私は続ける。


    「それだけではありません。図をよくご覧ください」


    　地図には、新しい変化が現れていた。


    　赤い点と点の間に、一本の線が延びていく。それは東の方角から点同士を繫つなぎ、西へと一直線に地図上を横断する。


    「これは、殺人が行おこなわれた場所を、起きた順番に繫いだものです。見ればわかっていただけるように、犯行現場は隣り合って連続している。言うなれば、暗殺航路を形作っているのです」


    　線は最後の地点まで到達した。


    「総距離、一万九千九百九十一・二三一キロ。……事件当日が一九九九年十二月三十一日であることを考えれば、ここには明らかに、示じ威い行為じみた意味合いが窺うかがえます」


    　モニタが消え、幕が上へ収納されていく。


    「二十四時間で、彼はこれだけのことをやってのけた。自分にはこれだけのことができると見せびらかすように、ひとを殺した」


    　再び演説台の上にライトが集まる。


    　若じやつ干かんの間まを取ってから、私は静かに尋ねる。


    「私は問いたい。皆さんは、彼をどうするつもりなのかと」


    　会場は静まりかえっている。画面の向こうも同じだろう。


    　聴衆たちに、私は言葉を重ねていく。


    「世界は今、恐怖におののいている。いつ殺されるかもしれないという不安が、私たちを支配している。この事件を見せられれば、自分だけが安全だなどとは思えない」


    　矛ほこ先さきは、列席者たちにも向かう。


    「恐れているのは、私たち個人だけではありません。こうした犯罪に立ち向かうべき組織、ひいては、それを統とう括かつする国家という単位にまで、恐怖は伝染している。どんな犯罪にでも果か敢かんに立ち向かう彼らです。なのに有効な手を打てないまま、二か月余りが経ってしまった」


    　沈黙とフォロー。彼らを敵に回す気はない。


    「確かにそれは、無理のないことでもある。敵は、人間に覚さとられることなく動き殺す暗殺者です。いったいそんな相手に、いかなる防御手段が取れるでしょう？　私たちにできるのは、家の中に閉じ籠こもり、恐怖の源みなもとが去っていくのを待つことだけに思えます。……だがそれは、本当に私たちの選ぶべき道なのか？」


    　一段、語気を強める。


    「怖いから、殺されたくないからと、ただ傍ぼう観かんに回るだけで良いのでしょうか？　この世界に、愛は、勇気は、善なる意思は、もう消えてしまったのでしょうか？」


    　私は場内を睥へい睨げいする。誰もが顔を伏せながらも、注意を切らしてはいない。


    　余よ韻いんを持たせてから、断定する。


    「私たちは、彼を捕らえなければなりません」


    　ようやく私は、演説の目的へと話を繫つなげた。


    　外そと木き場ば外うい郎ろーを、拡大人的破壊の首しゆ謀ぼう者に仕立て上げる。


    　それが、私の意図したことだった。


    　拡大人的破壊の後、私と外木場は、袂たもとを分かつことになった。


    　私が共通意識の消滅に失敗した日、外木場は私の取った行動を見ていた。子供を殺せと叫んだ私を、目にしてしまっていた。


    　彼はそれを、危険の兆きざしと考えたのだ。


    　外木場は、彼女を連れ去った。子供の身を案じた子守役のひとりに依頼され、《救世主》を私の手が届かないところへ隠してしまったのだ。


    　彼は、私がしようとしていたことを知らない。端はたから見れば、私は理由もなくあの子供を殺そうとしていたとしか見えなかったと思う。


    　彼はプログラムの暴走で、私が思考に変調を来きたしたと考えた。


    　そう考えて然しかるべきだったろう。それに、そう思わせておくしかないのだ。私には、言い訳をする権利はない。失敗を取り繕つくろっても意味がない。


    　そして彼に話すわけにはいかなかった。話せば、彼の思考もまた、共通意識に流れていってしまう。


    　私は彼を捕らえるため、数々の追手を放ったが、いずれもその足を止められなかった。拡大人的破壊で腕うで利ききの暗殺者が死に絶えた今、外木場に匹敵する者は、誰もいない。


    　結局、外木場と、《救世主》の行方はわからなくなってしまっていた。


    　それだけではない。子供のほかに、彼は私が大事にしていた物も奪い去った。


    　彼は、私が開発したプログラムを奪取して逃げたのだ。私が追ってきたとき、自みずからの助けになりそうだと考えたのか、彼は完成した《救世主殺しオラトリオスレイ》というプログラムを強奪した。


    　それは、次なる私の計画に、是非とも欠かせないプログラムだった。


    　私は彼を捕らえなければならなくなった。


    　そうして彼は、私の敵となったのだ。


    　今や私は、最強の反逆者から、ふたつのものを取り戻さなければならない。


    　外木場を追いかける。そのために、私は彼を犯人に仕立て上げることにした。


    　計画者をすり替えることにより、彼を、全世界から追われる立場に追い込んだのだ。


    　究極の人海戦術である。いかに外木場が巧妙に隠れ動いても、世界中すべての耳じ目もくは、欺あざむけない。外木場とて、必ずどこかで他人と接触する機会を持たなければ生きていかれない。


    　人間は孤独と縁遠い。これはなにも、精神面の話ばかりではなく、実生活においても当てはまる警句だろう。物を買うにしても、仕事を請うけるにしても、人間はどこかで人間と繫がっている。絶ぜつ無むでもなければ、バックアップもなしに単独行動は続けられないのだ。


    　私は全世界の人員を動員し、外木場の探索に携たずさわらせるつもりだった。


    　だがそれも、所しよ詮せんは表面的な問題でしかないのだが。


    　私は、目の前の危機について解説する。


    「確かに敵は、おそろしいほど狡こう猾かつで、強大です。外そと木き場ば外うい郎ろーは、冷酷非情な暗殺者であり、私たちがいくら束になってかかろうとも、容易に逮たい捕ほできはしない。彼を追う過程において、傷つく者も出るでしょう。もし仮に、首尾良く彼を捕らえたとしても、犠ぎ牲せいになった人々が戻ってくるわけではない」


    　厳しい事実に、沈黙が降りる。息をひそめる場内へ、私は重々しく告げた。


    「……それでも、やらなければならない。私はそう思います」


    　吐き出される溜ため息いき。


    「彼を放置しておくことはできません。危険があると知りながら、放っておく。それが、理性に支えられた人間の取るべき道でしょうか？　社会全体が脅おびやかされていると知りながら、それに関われずにいられるものでしょうか？　私たちには義務がある。未来のために、よりよい世界を構築する責務があると、私は考えます」


    　外木場外郎を捕らえる。演説を聴く限りでは、私の目的はそこにあると思えただろう。


    　しかし本当の目的は、別にある。拡大人的破壊と同じく、この演説にもまた、裏がある。


    　それを解決するために、私は話し続ける。


    「それに、私たちの敵は、私たちの闇から生まれてきたとも言えるでしょう」


    　新たなる理由づけで、私は言う。


    「それは、突然現れたのではない。今という時代だから、そんな敵が生まれたのではないのです。それは、あらゆる時代に存在していた。私たちは、いつも危険と隣り合わせにあったのです。それに気づかなかっただけで、敵はいつでも傍そばにいた。私たちの心の隙すきが、それを造り出してきた」


    　人間がそれを生み出した。


    「私たちは、長らく安あん寧ねいを貪むさぼってきました。何者かに護まもられていると思い込み、そんな夢の中で微睡まどろんでいた。それは、幼年期のような時期だったのです。ですが拡大人的破壊を経験したことで、私たちは、ひとつ時代を先へ進めることになった」


    　私は言葉に力を込め始める。


    「今、世界には敵がいる。その存在が明らかになったことで、幻想の時間は終わりました。私たちは、今こそ目覚めるときに来ている」


    　言葉は、呪じゆ力りよくを持っていく。


    「人間とは、ただ死に続けるだけの存在か？　……違います。私たちには、意志がある。考える力がある。どんな困難をも克こく服ふくするだけの力と、善へ向かう強い気持ちを持っている」


    　私の演説が、ひとを惹きつける魅力を放ち出す。


    「私たちは、やらなければならない。今こそ私たちは一いち丸がんとなり、私たちの敵に立ち向かわなければならないのです」


    　輝きが、私を包んでいた。


    　それは、ライトの光ではない。私の内側から、光は放たれている。


    　私の意志が光となって、人々へと向かっていた。


    　それは、ひとを惑わせる。


    　演説に酔った視線で、私を見つめ返してくる列席者たち。


    　彼らへと、私は優しく語りかける。


    「太古の昔、世界はひとつでした。神話の世界では、ひとはすべて同じ言語で言葉を交わしていたとされています。そこには一種の理想郷があった」


    　私の言葉は、弦楽のしらべのようでもあっただろう。穏やかにひとを聴き惚ほれさせる、そんな調子を心がけ、私は話していた。


    「そこに戻れとは言いません。戻れるとも、思えない。……現代は、細分化された時代です。土地は分割され、ひととひとは切り離されている。精神的な孤独と飢うえが、我々を空くう虚きよで満たしている。そんなやりきれない時代」


    　曲調は変化する。言葉は突然、鋭い意見に変わっていく。


    「でもそれは、あくまで今日までの私たちです」


    　力強く、私。


    「物理的には不可能でも、思うことでならひとつになれる。前に進もうという意思の力が、私たちを進化させる」


    　熱を帯びる私の言葉。


    「つまらない諍いさかいなどで、時間を無駄にしているときではないのです。我々には敵がいる。その敵は、我々に牙きばを剝むこうとしている。いつ嚙かみ殺されるかという瀬せ戸と際ぎわで、どうして助かる道を模索しようとしない？　いつまで互いを憎み合っている？」


    　大おお袈げ裟さに誇張された身振りアクシヨン。


    　この日の私は、世界最高のアジテータ。


    「古き因習、因いん縁ねんを打ち壊すのは難しい。だからといって、今、ここで、それを払ふつ拭しよくしなければ、いつまでたっても、我々は我々のままなのです。私たちは、過去の私たちを超越するべきなのです」


    　話を聞いているであろう人々に、私は語る。私の持てる魅力のすべてを注いで、彼らを私に惹ひきつける。


    「朝日を求めるときが来た、新たなる日を迎えるため、戦うときがやって来た！」


    　戦うのだと、と私は言った。


    　それだけで世界は興奮した。


    　私の演説は、能弁多弁とは言えない。だが、彼らには伝わっている。


    　多くの言葉は必要でない。そこに誠意があれば、思いは伝わる。


    　私は、途方もなく真剣だったのだ。


    「我々の大地は、残ざん酷こくさに満ちています。この世界に楽園はなく、空想はすべて打ち砕かれる。いくら良き世を望んでも、思いはなかなか叶かないません。世界に蔓延はびこる邪じや悪あくと怠たい惰だが、それを嘲あざ笑わらい、妨害する。これまではずっとそうでした。でもこれからは」


    　これからはそうはならない。


    「……私の言ったことを、理想論だと一いつ蹴しゆうされるかたもおられるでしょう。何かを言えば、批判される。そして思いは虚うつろになっていく。……そんな虚構の時代にあっても、私は、自分の言葉が世よ迷まよい言ごとだとは思いません。楽園がなければ、[image: ]ればいい」


    　十一人の誰かが言っていた。


    　これは意識の革命だと。


    　人間の枠組みげんかいを壊す戦いだと。


    「誰もが怯おびえることなく暮らせる世界。それを願うなら、戦わなければならない。外そと木き場ば外うい郎ろーを恐れず、立ち向かわなければならない！」


    　戦いくさの熱気に、盛り上がる場内の気配。


    　彼らの興奮を、私の奪だつ思し考こうが読み取る。


    　なんと愛すべき人々か。そこにある純真さを、私は好む。善へと向かう意志を讃たたえる。


    　だが彼らは知らない。


    　彼らの知らぬところで、善のために犠ぎ牲せいになっている者がいることを。


    　ここまでの演説には、隠された意味があった。


    　私の言う敵は、外木場だけを指していたのではない。


    　それは、真の敵を示している。


    　それを思うと、私の心はさらに激しく燃え上がる。


    「祈り、信じてください」


    　神気すら漂わせ、私は言う。


    「私たち人間の可能性は、無限です。そこに限界などはなく、私たちに不可能はない。私たちが強く思えば、それはできる。どんな困難も覆くつがえせる。自みずからの意志で、そう信じてほしい」


    　すべてのひとに、私は要望する。


    「私たちの願いは叶うのです」


    　そうだ、願い。


    　これは、願いにまつわる話だった。


    　階きざはし絶ぜつ無む、という青年がいた。


    　彼は人好きのする性格で、口が悪く、かと思えば繊せん細さいで、ときには優雅ですらあり。


    　そして、人間ではなかった。


    　彼は人間として生きることを許されなかった。それが彼の運命で。


    　人間ではないと嗤わらった彼も、望みを持つことができるべきだったのだ。


    　加えて、ことはもう、彼ら《救世主》だけの問題ではなくなっている。


    　始まりは彼だったにしても、私は知ってしまっていた。本当の問題がどこにあるのかを。


    「倒しましょう。私たちの尊厳と誇りを踏みにじる敵を」


    　すべてのひとに賛同を求め、私は言う。


    「平和を望む私たちが、規則を遵じゆん守しゆする私たちと、恐怖に囚とらわれた私たちを、自みずから助ける」


    　飼い馴ならされた我々が。


    　常識に縛られた我々と。


    　概念に制された我々を。


    　共通意識のくびきから解放する。


    　もう一度、共通意識に挑み、そして、それを打倒する。


    　それが私の願いだった。


    「それができないなどと、誰に言える？」


    　私の願いは本物で。


    「私は信じ続けます。私は、私たちの敵を滅ぼせると、信じている」


    　共通意識によって植えつけられた敗北感。


    　私も、それらを覆くつがえさなければならないのだ。


    　勝てないなどとは言わない。


    　ここで終わりではない。


    　私は拡大人的破壊を引き起こし、多くの者を殺していた。その罪を、なかったことにはできないのだ。


    　私は罪を背負って歩くだろう。


    　ひととして、自由を求めるだろう。


    　何者にも操あやつられない権利を、求め続けるだろう。


    「そのためには、私に、皆さんの力を貸していただきたい」


    　私は聴衆の心を惹ひきつけていた。


    「まずは、被害を収めることから始めなければなりません。……各地には、まだ混乱の火種が残っている地域もあります。それらを可及的すみやかに終息させること。これが何よりも優先される事柄です。そのために私は、各国政府の協力を要請する」


    　私は、次なる計画を進めるための準備を整えようとしていた。


    「もし私に任せていただけるなら、一年以内に、すべての混乱を収めると約束しましょう。……何度も言いますが、私たちはいがみ合っているときではないのです。より大きな敵へ、意識を向けていかねばならない。私は世界の相互協力のため、できるだけのことはさせてもらうつもりです」


    　正論に、反論は来ない。


    　必要な場所への根回しは終えている。


    　それ以上に、私の言葉と態度が、人々を動かし、頷うなずかせる。


    　彼らは救いを求めていた。


    　自分たちを救いに来る、解放者を待ち望んでいたのだから。


    「それが済んでから、本当の仕事が始まる。私が、外そと木き場ば外うい郎ろーを捕らえます。私たちの脅きよう威いを屈服させ、世界から闇を拭ぬぐい去る！」


    　世界は、現在の窮きゆう状じようを解決してくれる者を求めていた。


    　そこに私は入り込んだのだ。拡大人的破壊の失敗を有効に活用し、人じん為い的な時運の波を得た。


    　それを知らない者からすれば、私は天の刻ときを得て、颯さつ爽そうと現れた主人公に見えただろう。


    　世界を救いに来た女王。


    　偽いつわりの仮面を被かぶりながら、私は言う。


    「私はここに宣言します。私は、私たちの敵を必ず打ち砕くと！」


    　叫びにも似た揚よう言げんが、締めの言葉だった。


    　同時に湧き起こる、スタンディングオベーション。


    　この瞬間、私は世界中の人々から承認されていた。私の演説は、望んだとおりの効果を挙げてくれた。


    　この十分間ほどで、私は、世界の権力を自由に動かせる立場へ登り詰めていた。


    　名探偵、九ここの重え白しら雪ゆきは、救済の女王へと為なり変わったのだ。


    



    



    　スポットライトが消え、場内に灯りが戻る。


    　光が消えても、幻想の時間は終わらない。控え室へと戻ろうとする私に、惜しみない拍手が送られる。同席していた者の中には、帰る私を呼び止め、握手を求めてくる人々がいた。テレビでしか見たことのない高官たちまで、私に意見を求めてくる。


    　私は手を振り、場内の歓呼に応える。笑顔は見せない。笑顔を向けるべき場面ではない。


    　ここまでは、うまくいっていた。私の考えたビジョンに従い、ことは運んでいる。


    　今日、私は認められ、祝福され、全世界の善を象徴する存在となった。


    　すべてが思いどおりに運んだはずなのに。


    　胸に残るは、苦笑と苦悩。


    　私は心に影を持つ道化師だった。


    　階段を下りながら、万ばん雷らいの拍手に包まれながらも、私は孤独だった。


    　殺すのは、外そと木き場ばではない。外木場追討の詔みことのりは、偽いつわりの命めいでしかなかった。


    　私たちの敵は、共通意識。


    　私たちが[image: ]り出した、枠。


    　それは、誰にも話せない。


    　誰かに話すことはできなかった。話せばその瞬間、その思考は共通意識へと流れていってしまう。だから意思表明に紛れ込ませた。


    　そこに気づく者がいれば、私の意図を汲くんでほしかった。私とともに戦ってくれると、思いたかった。


    　だがそれを期待するのが、愚おろかなことなのもまた事実。


    



    



    　たとえ気づいた者がいなくとも、私は進む。


    　私はひとりでも戦うだろう。それが私の誓いで。


    　行こうと、自分に語りかける。


    　鎖くさり、縛りを解き放ち、概念おもいこみを殺しに行こう。


    　絶望すらも希望に変えて。できないと思う心を消しに征ゆく。


    　誰からも真実を隠したまま。


    　孤独なままに、戦って。


    　私の望みを、諦あきらめない。

  


  [image: ]


  
    「……これが、俺の大切にしてるあとがきだ。俺が死んだら、故く郷にのあいつに届けてくれ……」


    



    　お買い上げありがとうございます。あなたのすぐ傍そばにある暗黒面ダークサイド、陸くが凡ぼん鳥ちようです。あとがき頭から、なんですか、このタイトルは。混こん沌とんとしてるじゃないですか！　フォースを導く者だと信じてたのに！


    　ということで、『七なな歳とせ美み郁いくと虚構の王１９９９』、シリーズ過去編です。


    　前巻での予告は、断りなく変更されませんでしたね。よかったよかった。これもきっと、陸の日頃の行いがいいからだと思います。だから『せっかくチケット取った試合が雨で中止になるのは、お前の新刊が出るせいだ！』なんて言わない！　そんな因いん果が率りつ、わたしゃ認めないよ！　知人数名からなじられたんですが、冤えん罪ざいです。俺は俺の無実を信じてる！


    　さて今回、１９９９ですが、これまでのまとめ巻でもあります。前巻までに登場した人物も結構出たりと、にぎやかな巻になっています。この巻から読み始めるひとがいらしても、全然構わないんですが、できれば一巻から通読、一度読まれたかたは、再度読み返していただくと、よりわかりやすいんじゃないかと思ってます。著者がこう言ってるので、きっとそうなんでしょう。意地を張らずに、ＹＯＵ、そうしちゃいなよ。


    　よーし！　そうしちゃったところで、今回も恒例の、キメ打ちネタトーク、いっとく？


    　今回いただいたお題は、『あとがきのタイトルで、しょうもない小細工に逃げる作家をどう思いますか？』です。どうもこうも、なんて答えればいいんだ！


    　もうこれ、陸をロックオンする気としか思えません。狙ねらい撃つぜ、とか言われそうです。激しい攻勢に、前半戦で選手交代してしまうわ！　面白いから採用しましたけど、お題くれたＭＭＭさん、俺、心の中では泣いてるんだぜ？


    　しかしさすがの陸凡鳥。ピンチをチャンスに変えるべく、逆に今巻のあとがきタイトル、正面突破してやりました。逃げずに戦う心意気。一見なんでもないところに無駄な力を入れる、陸イズム。見えない箇所に拘こだわる、江戸っ子のお洒落しやれイズムみたいな。いっしょにするなと怒られそうですが、あとがきのタイトルはいつもそういう意気込みで作ってます。なのでそこんとこ、ＹＯＵ、わかってくれちゃいなよ。


    ※力の入れどころを間違ってますよ、という指摘の受けつけは終了しました。


    



    　以下、謝辞をば。


    　イラスト、甘あま塩じおさん。これ以上ステキなものを描かれると、陸、ステキ死にします。


    　そして『七歳美郁』シリーズは、今巻をもって一応の区切りとなります。ここまでお読みくださった読者の皆様にも、厚くお礼を。ありがとうございました。


    　またどこかで、馬鹿あとがきにおつきあいいただければ幸いです。
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    陸　凡鳥


    Boncho Kuga


    



    立命館大学卒。閉所恐怖症と高所恐怖症を常駐スキルで発動させる、弱小ユニット。キャラとしてはデレがなく、信頼度の上げにくさはプレイヤー泣かせ。一周目での攻略は不可能だと、もっぱらの噂。
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    七歳美郁と虚構の王１９９９
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